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プロローグ







　バイクが、走る。

　真っ赤なオンロードタイプだ。流線型のカウルの前面には、ヒステリックにつり上がった眼を思わせる二灯のヘッドライトが輝かがやいている。跨またがっているライダーも同系色のつなぎとヘルメット。深夜の高速にライトの光を引くその影かげとすれ違ちがうものはない。

　ただし、追うものは存在している。

　赤色灯を光らせる警察車両の一群だ。モノトーンに塗ぬられた二台のセダンが黒いワンボックスを先導している。サイレンの音はない。光で威い嚇かくしつつ、しかし静かに、大型のオンロードバイクを追つい跡せきする。

　ひときわ高くエンジン音を響ひびかせ、バイクが加速した。

　サイレンも警告のアナウンスもなしにパトカーも速度を上げる。草そう食しよく獣じゆうを脅おどし、追い立てるのではなく、危険な猛もう獣じゆうを追跡して死地へと追いこむ勢せ子このように。

　前方にバリケードが出現する。追うモノと同じワンボックスを横に並べてある。柵さくではない。相手がこれを見て自発的に止まる事を期待するのではなく、力ずくで通過を封ふうじるための壁かべだ。

　車の陰かげから武装した一団が現れる。全員が鍛きたえられた体格。顔を隠かくすヘルメットも、ライダースーツに似た戦せん闘とう服も黒一色。色を有しているのは手にしたサブマシンガン・スペクターＭ４の鈍にぶい銀色と、上じよう腕わんに描えがかれたエンブレムだけだ。

　盾たて型の枠わくに描かれているのは鋭するどい短たん剣けんのマークと〈ＳＴＡＢ〉の四文字。

　それが何の略であるかは記されていない。公式には、警察にも自衛隊にも存在しない部隊名だった。

　軽快な発射音と同時に、マズルフラッシュが閃ひらめく。訓練の行き届いた正確な射しや撃げきだ。

　銃じゆう声せいよりも大きな音を立ててタイヤが破は裂れつし、バイクが横転する。ライダーの身体がアスファルトに投げ出され、弾はずむ。さらに弾む。

　しかし、蓄ちく積せきされた運動エネルギーは充じゆう分ぶんだ。金属が擦こすった火花を撒まき散らして、バイクは車列に突っ込んでくる。黒衣の武装隊員たちは、ワンボックスの背後に身を隠す。

　乗り手を置き去りにして滑すべったバイクは車列に激げき突とつする寸前で止まった。炎ほのおが上がる。だが、火勢は弱い。タンク内のガソリンをほとんど使い切っていたためだ。

「やったか[image: ]」

　武装集団のひとりが飛び出し、ヘルメットのシールドを跳はね上げる。中の顔はまだ若い、二〇代半ばの男性。倒たおれたライダーに駆かけ寄より、機き関かん銃じゆうの銃じゆう口こうを向ける。

「馬ば鹿か[image: ]　迂う闊かつに出るな[image: ]」

　別の、より大おお柄がらなメンバーが警告する。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、隊長。あのスピードです。もう死んでますって」

「そいつは死なねえんだ[image: ]」

　隊長の警告は遅おそかった。

　ずたずたに裂さけたライディンググローブの手が、駆け寄った隊員の足首をつかむ。

「うわぁっ[image: ]」

　ライダーが立ち上がり、入れ替わりに武装隊員が転てん倒とうする。

　時速一〇〇キロ以上のスピードで放り出されたのに、腕うでも、脚あしも、折れた気配はない。高速の摩ま擦さつでライディングスーツさえ破れているのに、そこから覗のぞく肌はだには血の一いつ滴てき、かすり傷のひと筋さえも現れてはいなかった。

「がぁっ[image: ]」

　獣けもののように吠ほえ哮たけり、ライダーは隊員にのし掛かかる。叫さけびは男性にしては高い。撃うった男よりもなお若い少年の声だった。

「あがっ[image: ]」

　のし掛かられた隊員が引きつった悲鳴を上げて痙けい攣れんする。ライダーは裂けたグローブからはみ出した剥むき出しの指を、男の顔に突っこんだ。

　皮ひ膚ふを裂き、筋肉を貫つらぬき、骨を穿うがって指が侵しん入にゆうする。刃は物ものにも困難な鋭さで。

　血管の密集した顔面から鮮せん血けつが噴ふき上がる。

　だが、そのまま安楽な死は訪れない。

　濃のう厚こうな泥どろ沼ぬまに小石が沈しずむほどの速度で、ライダーの手がずぶずぶと男の顔にめり込んでいく。確実に脳のう髄ずいにまで達する深さだ。破れた皮膚の間から血に混じって白い骨の鋭えい角かく的な破片がささくれ立つ。

「あぐわがががが……がっ、がっ、がっ[image: ]」

　声ではない。ただの音だ。外部からの刺し激げきで動いた肺から溢あふれた空気が、声帯を震ふるわせたノイズ。

　ヘルメットの中の顔が急激に干ひ涸からび、眉まゆが、髪かみの毛が、歯が抜ぬけ落おちる。数秒で男はミイラと化した。ライダーは指を差し入れたまま、軽くなった亡なき骸がらを振ふり捨すてる。

　黒い防ぼう弾だん装備を抜け殻がらに残し、放り投げられた男は崩くずれた。骨の密度さえ低下し、倒れた弾みに割れて砕くだける。

「うぉおおおおっ[image: ]　走る……もっと走るぅっ[image: ]」

　めき、ばき、ぐき。

　内側からウェアを突き破やぶり、その身体が変形していく。

　両りよう腕うでからはみ出した骨は扇せん子すのように何本にも枝分かれして広がり、左右から寄り合い、捻ひねり合わされて繋つながっていく。傘かさにも似た骨組みの上を皮が伸のびて覆おおう。ヘルメットを砕いて頭が膨ふくれ上がり、流線型に上下前後へ伸び広がる。胸を突き破って心臓が巨きよ大だいに膨れ上がる。

　しかし、脈打ってはいない。止まったままで心臓が拡大しているのだ。

「ブロォォオオオオッ[image: ]」

　唸うなり声ごえはエンジン音に似ていた。一分と経たず、人間だったものは二輪車のフォルムを獲かく得とくする。ただし、骨と筋肉と腱けんで形成された奇き怪かいなバイクだ。滴したたり落ちる液体は血ではなく、どす黒い色で異い臭しゆうを放っている。それでも、鼓こ動どうはない。

　半径の小さなターンを繰くり返し、砕けた死体を何度も蹂じゆう躙りんする。人間の乾かん燥そう粉末で路面にタイヤ痕こんが描かれる。通常のトレッドパターンとは異なる、歪いびつで不定形な模様だ。どこか指し紋もんにも似ていた。

「堕壊コラプシヨン確認[image: ]」

　警告した隊長──岩いわ切きり耕こう一いち郎ろう巡じゆん査さ長が叫んだ。

「バルルルルルルルゥッ[image: ]」

　フロントカウル中央、ライトの位置に巨大化した両眼の下で口が叫ぶ。ここだけが奇き妙みようなほどに元の人間の面おも影かげを残していた。目が元通り球体ならあの位置には納まらない。それなのに、ぎょろぎょろと上下左右に瞳どう孔こうが巡めぐる。しかも左右不ふ揃ぞろいに。

　骨のスポークで支えられた人皮のタイヤを回し、乗り手を持たぬ異形のバイクがダッシュした。何度も何度も、バリケードになっている車両に体当たりする。車体の鋼板がひずむ。金かな網あみで補強された窓ガラスに亀き裂れつが走る。

　肉のバイクの方は壊こわれない。ただひたすら前へ、前へ。ただ本能に突つき動うごかされる興奮した野や獣じゆうのように車への突とつ進しんを続ける。繰り返して、己に車体を弾はじき飛とばして進路をこじ開ける力がないのを悟さとったのか、バイクは円を描えがくように走り出した。

　人体を再構成した醜しゆう悪あくなボディに変化はない。頑がん丈じようなワンボックスを歪ゆがませる衝しよう突とつでも一切傷ついていなかった。

「牽けん制せいしろ[image: ]　高速の外に出すな[image: ]」

　岩切たち五人が飛び出し、銃じゆうを構え直す。フランキ・スパス15──本来、日本の警察が使用するはずもないイタリア製の軍用散さん弾だん銃じゆうだ。分厚いドアを突き破り、猛もう獣じゆうをも仕留めるスラグ弾だんが一いつ斉せいに吐はき出される。

　命中。しかし、バイクの動きは止まらない。使命を果たせず標的から拒きよ絶ぜつされた弾だん丸がんが路面を転がる。

　バイクが進路を変えた。逃にげるのではない。黒い武装集団の銃じゆう撃げきは人間バイクに一切のダメージを与あたえていない。ただ、走るための道を求めてのターンだ。

　だが、既すでに来た道も数台のパトカーとワンボックスで塞ふさがれていた。ワンボックス車のリアハッチが開き、前衛と同じ黒い一団が吐き出される。

　その中に、ふたりだけ異なる装備がいる。

　ヘルメットもウェアも同じ黒一色。シールドは更さらに濃こく、外からは一切顔が窺うかがえない。そして、銃じゆう器きを装備していない。ただ、左右不揃いの手て袋ぶくろを填はめているだけだ。

　そしてもう一点。ふたりだけが短たん剣けん以外のエンブレムを付けていた。

　他の要員と大差ない長身で広い肩かた幅はばの男は、片目に燐りん光こうを灯して口を閉じた狼おおかみ──いや、猟りよう犬けんを描いたマーク。周囲とは不ふ釣つり合いに小こ柄がらで細身のひとりは、ギリシア神話の怪かい物ぶつメデューサとその首を切り落とす青銅の鎌かまがシンボルだった。

　書かれている文字は〈Ｓｉｒｉｕｓ〉と〈Ａｌｇｏｌ〉。それぞれ、巨おお犬いぬ座とペルセウス座の主星の名である。

「バァルルルッ、ブルッ、ブロルルルルっ[image: ]」

　哮たけりながら、肉と骨のバイクが新たな敵に向かって走る。

　小柄な男──アルゴルは怯おびえる素そ振ぶりもなく、右手をまっすぐ敵に向けた。

　何もなかったその手に、ＣＧで合成したように拳けん銃じゆうが虚こ空くうににじみ出て実体化する。

　いや。それを拳銃と呼んでいいのか。

　サイズから言えば、確かにやや大おお振ぶりのハンドガンだ。色は黒こく鉄てつ色しよく。しかし、太い胴どう体たいに銃じゆう身しんが五本、それも口径や長さが異なるものが生えているそれは、拳銃の名に値しない。

　殺人の道具が必然的に備えてしまう凶きよう暴ぼうな機能美とはかけ離はなれた、異様なオブジェ。

　にも関わらず、それは火を噴ふいた。

　ガガガッ[image: ]

　不揃いの銃身が攻こう撃げきヘリのガトリング砲ほうのごとく回転し、閃せん光こうを放つ。

　肉のバイクが転てん倒とうする。エンジンに、タンクに、ライトに弾だん痕こんが刻まれる。

　否──それは心臓であり、胃い袋ぶくろであり、右眼だ。

　アルゴルの手に生じた異様な銃は、ショットガンではまったくダメージを受けない異形の怪物に確実な傷を与えていた。

「バルッ、ブロルルッ[image: ]　走ルぅ[image: ]　走ルブルブブルルっ[image: ]　モット速クククっ[image: ]」

　衝しよう撃げきで揺ゆらぎ、一度は止まった怪物だが、奇き怪かいな叫さけびを上げて陸に揚あげられた魚のように全身を振ふるわせ、その反動で立ち上がった。腕うでがないから、それがいちばん自然な方法なのか。この物体に対し、「自然」という言葉が何かの意味を持っているとすればの話だが。

　奇怪なバイクは再び走り出した。スラロームし、あるいはその場で円を描き、ひたすらに速度を満まん喫きつする。アルゴルに撃うたれた場所から滴したたった液体が軌き跡せきを残す。血ではない。ガソリンやオイルでもない。腐ふ臭しゆうとも化学的な悪臭ともつかない臭においだった。

「このっ[image: ]　このぉっ[image: ]」

　異形の銃器が再び炎ほのおを閃ひらめかせた。連射された不可視非実体の弾丸が前輪に命中する。

　骨のスポークが砕くだけ、人皮のタイヤがバーストする。肉のバイクがつんのめり、路面に転がる。

「優ゆう毅きさん、とどめをっ[image: ]」

　アルゴル──高たか出いず水み勇ゆう生きがフェイスシールドを跳はね上げながら叫ぶ。まだ中学生か高校生。整った少年の顔をうっすらと汗あせが濡ぬらしている。頬ほおが朱しゆに火照っているのは、緊きん張ちようと興奮のためだろうか。

　いや、違ちがう。

　口くち唇びるの端はしは緩ゆるみ、潤うるんだ瞳ひとみが泳いでいる。抑おさえようとしているが、勇生の顔に滲にじみ出しているのは、明らかに快楽だ。

　シリウスの紋もん章しようを着けた男──櫂かい原ばら優毅もシールドを上げて素顔を夜風にさらす。

　年とし頃ごろは勇生に近い。しかし、体格はずっと大きい。背だけではなく、肩幅も胸の厚みもある。顔立ちも眉まゆの濃い、若さと男おとこ臭くささが混じり合ったものだ。

　頭上に伸のばした両手を合わせ、存在しない銃じゆうを握にぎった形でゆっくりと下ろす。

　鈍にぶい光がにじみ、優毅の手の中にも巨きよ大だいな拳銃が現れる。

　アルゴルのそれとは全く異なる形状だ。四角く、全長四〇センチにも及およぶ長大なバレルを持ったオートマティックだった。拳銃というより銃身を切り詰つめしたショットガンに近いシルエット。ただし、本来安全装置や撃鉄があるべき場所には複雑な『鍵かぎ』が絡からみ合い、銃じゆう口こうは溶とけた金属で塞がれている。

　絶対に発射できそうもない、虚空より現出したあり得ざる銃。

　しかし優毅は、閉ざされた銃口をバイクに向けた。

「ブルゥォォォォッ[image: ]」

　前輪を失ったモンスターバイクは、かつて両手だったモノを路面に突ついて嘶いなないた。

　機械とも、獣けものとも、もちろん人間とも異なった動き。後輪を回転させ、両の前足でアスファルトを蹴けって優毅たちに迫せまる。距きよ離りが縮まる。

　ヘルメットに守られた頬を汗が伝う。

　ひと筋、ふた筋。噛かみしめた口唇の脇わきを流れ落ちる。

「優毅さんっ[image: ]」

　悲鳴に近い声で勇生が叫ぶ。

　その一秒にもバイクは優毅に接近する。

　四〇メートル、三〇メートル、二〇、一〇、五──。

　優毅は、閉ざされた銃をまっすぐに目標へ向ける。

　トリガーを引く。

　後部に組みこまれた『鍵』の塊かたまりが弾はじけ飛ぶ。バレルが裂さけ、轟ごう音おんが響ひびく。

　深夜の闇やみを侵おかす圧あつ倒とう的てきな光の爆ばく発はつ。

　放たれたモノは怪かい物ぶつを直ちよく撃げきした。大型二輪のボディがまっぷたつになった。正確に言えば、上半分が消しよう滅めつしていた。

　優毅が膝ひざを突く。余勢だけのモンスターバイクがすれ違う。ほとんど肩かたが触ふれるほどの近さ。すれ違いざまに黒い液体が頬に着く。命中と破は壊かいがあとコンマ数秒遅おくれていたら、彼は轢れき殺さつされていた。

　バランスも前進の意志も失った異形のバイクは、優毅の背後十数メートルの位置で車両のバリケードに当たって倒たおれ、異い臭しゆうを上げて崩ほう壊かいを始める。肉でも機械でもない、灰とも汚お泥でいともつかない塊へ変じ、やがてそれさえも風化するように消えていく。

「はァ……ッ[image: ]　はァッ[image: ]」

　優毅は跪ひざまずいたまま、背筋を逸そらし、闇の空を仰あおぎ、大きく口を開け、真夏の犬にも似た荒あらい呼吸を継つぐ。重そうに下げた手の中で、銃には光の粒りゆう子しがまとわりつき、また元通りの姿をかたちづくりつつある。裂けた銃じゆう身しんも、分解した安全装置も復元されているのだ。

　どろんと濁にごっていた瞳に徐じよ々じよに焦しよう点てんが戻もどり、鍛きたえられた体格を持て余しながらゆっくりと優毅は立ち上がった。

「二時四三分、状況終了。一体殲せん滅めつ確認」

　行く手を塞ふさいでいた岩切が、通信機に報告する。

「やりましたね、優毅さん」

「あ……ああ。高出水くんは、大だい丈じよう夫ぶか？」

　勇生に答えながら、優毅は銃じゆう把はを握っていた指を一本ずつ解いていく。完全に元の形に戻っていた巨大な拳けん銃じゆうは何の痕こん跡せきも残さずに薄うすれ、消失した。

　勇生が持っていたガトリング式の拳銃も既すでに消えている。

　優毅は大きく息を吐はく。無意識のうちに右手が心臓の位置から鳩尾みぞおちを通り、股こ間かんにまでたどりつきそうになり、臍へそのあたりで止まった。

「……僕は平気です。もう慣れましたからね。やはり優毅さんは──あ、失礼。任務中はシリウスと呼ぶべきでした」

「ああ……。あの快感っていうか……変な感覚はどうもな」

　窮きゆう屈くつそうにヘルメットを脱ぬいで、優毅は首筋を撫なでる。

「〈幻銃ガン・フアントム〉の破壊力が大きいと快感も大きいんでしょうね。でも、慣れないと。僕たちには目的があるんですから。智ち笑え美みさんの仇かたきを討つっていう」

「わかってる。わかってるんだ、だが……」

　わずかに潤ませた澄すんだ瞳で見つめる勇生に、優毅は言葉を濁す。

〈幻銃ガン・フアントム〉の使用には強きよう烈れつな生理的快感が伴ともなう。全身が痺しびれ、脱だつ力りよくし、忘我するほどの快楽のため、発射の後は立っている事さえ辛つらいのだ。

「こいつ……速く走りたいってだけでブレスレスになったんだろうな。たったそれだけの願いが、人間としての存在と引き替えにしてもいいくらいだったんだろうか」

「他人がどう思うかは関係ないですよ。ブレスレスになるための願いは、元体にとってどれだけ重大かという事だけです。他人や社会の評価なんか関係ない。それに、僕たち〈ＳＴＡＢ〉のハンターだってその願いを斟しん酌しやくする必要なんてないんです」

　さっきまでとは違ちがう、刺さすような視線で怪物バイク──ブレスレスの残ざん骸がいが存在していた場所を勇生は見つめる。

　既にほとんど消えている残骸の汚お物ぶつの周りには制服警官や鑑かん識しき課員が群がり、サンプルの採取や痕こん跡せき隠いん蔽ぺいの作業を行っていた。

　元体──ブレスレスになる前は、優毅たちと大差ない若者だったはずだ。だが、一度変じてしまえば最早人間ではなく秘密裏に排はい除じよすべき危険な災さい厄やくとして扱あつかわれる。

「おい。撤てつ収しゆうするぞ。〈黒革ブラツクスキン〉は回収だ。まあ、高速に入ってくれて助かったな。一いつ般ぱん道よりは人目につかないし、封ふう鎖さも楽だった」

　岩切の言葉に、ふたりは右手のグローブを脱いで手て渡わたす。アルミ色のトランクケースにそれは収納され、厳重に施せ錠じようされる。

「〈ＳＴＡＢ〉本部、こちら現場の岩切。〈黒革ブラツクスキン〉の回収完かん了りよう、これから帰投します」

　徐じよ行こう運転してきたワンボックスが停車し、岩切や優毅たちを収容し、走り出す。

　残ったのは黙もく々もくと作業する警官たちだけ。そこにあるのは、特異ではあるがある意味で日常の風景だった。人間が殺され、犯人は異形の怪物へと変じ、それを破壊したのがふたりの未成年者であっても、誰も問題視しない。

　それが、彼らのいる戦場の現実だった。







第一章　殺人者パズル







　警視庁の地下六階、公的には存在しないフロアに〈ＳＴＡＢ〉──対ブレスレス特別班の本部は置かれている。

　一定の条件に合がつ致ちした若者が怪かい物ぶつ化するブレスレス事件は、極めてデリケートな問題だ。それを秘密裏に処理するための部署であり、人間の出入りにも厳重な統制が敷しかれているため、司令部はもちろん研究室や食堂など必要な施し設せつは全てこの地下に集中している。警察の中の一セクションというより、それ自体が独立・完結した一個の組織のようだ。

　そして、実戦部隊である〈ＳＴＡＢ〉は、当然射しや撃げき訓練場も有している。

　バンっ[image: ]

　銃じゆう声せいとともに、前方に設置された同心円のターゲットが反応する。点灯したポイントは、中央からは大きく上にずれている。

「ふぅ……」

　ため息をつきながら、櫂かい原ばら優ゆう毅きは首筋に触ふれた。

〈ＳＴＡＢ〉の制式戦せん闘とう服は頑がん丈じようで重そうな外観の印象よりは動きやすいけれど、着心ごこ地ちはそれほど重視されていない。インナーの肌はだ触ざわりは良いが、物理的な衝しよう撃げきはもちろん化学物質などに対する防ぼう御ぎよ力もある程度は考こう慮りよされているため、どうしても通気性には難があるのだ。

　しかし、優毅の身体がじっとりと汗あせばんでいるのは温度のせいではない。既すでに秋も深いし、夜でもある。地下深い〈ＳＴＡＢ〉本部の空調は完かん璧ぺきだ。もっと別の、熱とは違う何かが汗を染み出させている。濃こい眉まゆの上に溜たまり、目元に流れこもうとする塩分の刺し激げきが不快だった。

　蛍けい光こう灯とうの青白い光がコンクリートの壁かべを照らしているのも、実際以上に寒々とした印象を与あたえる原因だろうか。五つ並んだシューティングレンジには、ひとつ残らず硝しよう煙えんの匂においが染みついてる。居心地の悪い部屋だった。

　優毅にとって、〈ＳＴＡＢ〉本部内で心地よい場所などないが。

　二か月前までは平へい凡ぼんな──過去のある経験を別にすれば──高校生だった優毅は、家族を殺された事をきっかけに〈ＳＴＡＢ〉の一員となった。同世代の人間だけが変じる不死身の怪物ブレスレスを、唯ゆい一いつ害する武器、〈幻銃ガン・フアントム〉の使い手として。

「お、やってるな。シリウス」

「岩いわ切きり巡じゆん査さ長」

　コードネームを呼ばれ、優毅は居住まいを正す。中学時代、空手を習っていた彼は上下関係には敏びん感かんだった。

　シリウスは〈ＳＴＡＢ〉における優毅のコードネームであり、同時に彼が現出させる〈幻銃ガン・フアントム〉そのものの名でもある。彼らハンターの存在意義、そして価値は〈幻銃ガン・フアントム〉そのものとイコールなのだ。

　岩切とは縁えんがある。優毅が初めて出会った〈ＳＴＡＢ〉の要員が岩切だったし、初めて〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うった出動の小隊長も岩切だ。先日の高速道路でも指揮下に入った。

〈幻銃ガン・フアントム〉を発はつ砲ぽうし、ブレスレスを破は壊かいする──その事をハンターたちのスラングで『童どう貞ていを捨てる』と言う。

　優毅も高一としては体格がいい方だが、岩切には負ける。彼が立っていると射撃訓練場のドアが本来よりもひと回り小さく見えるほどだ。

「威い力りよくはあっても、俺の《シリウス》は一発きりしか撃てませんからね。少しでも命中率上げないと……」

〈幻銃ガン・フアントム〉の形状や性能は本人が選んだり決めたりできない。一説には、使用者の性格やトラウマを反映して形成されるとも言われている。

　優毅の《シリウス》は最高の威力を誇ほこる反面、銃じゆう口こうが塞ふさがれ、複雑な安全装置が組みこまれており、容易には発射できない。敵に直面し、優毅自身か他の誰かが生命の危機に陥おちいらなければ、セーフティが解除されないのだ。

　銃じゆう身しんも一発撃つたびに引き裂さかれるが、それは問題ではない。破壊されたバレルは自動的に修復される。しかし、強すぎる生理的快感に優毅が耐たえられないのである。

「それなら、実銃で訓練した方がいいんじゃありませんか？〈幻銃ガン・フアントム〉の実銃という言い方も変ですけど」

　岩切の陰かげから姿を見せたのは高たか出いず水み勇ゆう生きだった。

　優毅よりひとつ年下の中学三年生。育ちきっていない華きや奢しやな体格と端たん正せいで怜れい悧りそうな顔立ちには、仰ぎよう々ぎようしい〈ＳＴＡＢ〉の戦闘服は似合っていない。ましてや、禍まが々まがしい蛇じや髪はつの怪物を描えがいたエンブレムなどは。

「高出水くん、待機中じゃないのか？」

「今、終わったところですよ。今日は出動がなかったので、訓練をしていこうかと」

　二四時間体制でブレスレスに対応するため、本部には常に当番のハンターが二名から四名程度待機している。一定の組み合わせによる単純なローテーションで回すのではなく、上層部の指示で編制を変へん更こうしているのは、ハンターは全員が未成年であり、本来は学校がある者がほとんどだからだ。

　夜勤と昼勤を入れ替え、欠席するタイミングもなるべくパターン化しないように考慮する。一週間前の出動では同じ夜勤だった優毅と勇生が別々になっているのもそのためである。優毅の方は明日の深夜まで当番はなく、今日は完全に自主トレーニングのための本部入りだ。

「だったら、さっさと帰宅して休んだ方がいいんじゃないか？」

　明日は平日。普ふ通つうに学校があるはずだ。優毅自身、そろそろ切り上げて帰宅するつもりだったのだ。

「欠席が多少増えても問題ありませんよ。創倫学院はエスカレーター式ですし、教師だって別に咎とがめませんからね。それより、少しでもハンターとしての能力向上に努めたいんです」

　勇生の言葉を受け、岩切が手にしたトランクを掲かかげる。施せ錠じようできる金属製の頑丈なケースだ。〈幻銃ガン・フアントム〉の発生源になる手て袋ぶくろはこれに入れて警察や自衛隊から集められた正規の戦闘要員──強行班員が持ち運び、管理下に置く。訓練であっても、立ち会いなしにハンターが触れる事は許されない。

　対して、優毅が手にしているの形状や体感重量は《シリウス》を写し取っているが、プラスティック製の訓練用模造品だ。区別のために安っぽい真っ白に塗ぬられている。本来〈幻銃ガン・フアントム〉の発射に伴ともなう強きよう烈れつな快感の代わりに、低周波治ち療りよう器と同様のパルスを与あたえるようになっている。もちろん弾だん丸がんも発射されず、銃口に内蔵されたレーザーポインタで命中を判定するのだ。

「……俺の《シリウス》は訓練には向かないからな」

「でも、まだ自由には撃てないんでしょう？　だったら訓練した方がいいと思いますよ」

「……そうだな……」

　優毅は曖あい昧まいに苦笑した。

《シリウス》を発射するのは容易ではない。実戦の現場で敵が目前に迫せまっている状じよう況きようならほぼ確実に発射できるようにはなった。既すでに三体のブレスレスを仕留めている。

　しかし、訓練で撃てた事はない。

『ひょっとして、ターゲットどころか壁かべまで破壊してしまうかもね。ここの建物は〈幻銃ガン・フアントム〉じゃなくて、普通の銃じゆう器きを基準に作られているからさ』

〈ＳＴＡＢ〉科学班チーフで、世界で有数──というよりはほぼ唯ゆい一いつの〈幻銃ガン・フアントム〉とブレスレスの研究者はそう言っていた。

「岩切巡じゆん査さ長。実銃訓練の立ち会い、お願いします」

「よし……了りよう承しようする」

　ディレクタールームに繋つながるインターホンとカメラに向かって、どこか事務的な口調で時刻と官名を報告し、岩切は手にしたトランクの鍵かぎを開けた。仰々しいカバンの中身は、右手用の黒い手袋がひとつ。

「アルゴル。〈幻銃ガン・フアントム〉による射しや撃げき訓練を始めます」

　宣言し、勇生は手袋を填はめた。レザーともエナメルともシルクとも判別できない奇き妙みような光こう沢たくの中に、電子回路や神しん経けい網もうを思わせる複雑なラインがうっすらと走っている。

　通つう称しよう〈黒革ブラツクスキン〉。正体は全くわからない。少なくとも優毅たちハンターは知らされていない。はっきりしているのは、この手袋に適合した一〇代の人間だけが〈幻銃ガン・フアントム〉を発現でき、〈幻銃ガン・フアントム〉のみがブレスレスを破は壊かいしうる武器だという事だけ。

　優毅の隣となり、右から二番目のレンジに入った勇生の手の中に《アルゴル》が滲にじみ出て、形を成す。不ふ揃ぞろいの銃身を備えた奇妙なガトリングガン。

「……行きます[image: ]」

　深呼吸の後、グリップを握にぎる右手の上に左手を添そえ重ねる形で、勇生は構えた。

　トリガーを引くと同時に、銃身が回転し閃せん光こうが瞬またたく。勇生の口から吐と息いきと一いつ緒しよに感極まった声が漏もれる。

　ターゲットにいくつもの弾だん痕こんが穿うがたれる。形状の通り《アルゴル》は自動連射型だ。一度の引き金で最低一回転、五弾が発射される。もっとも〈幻銃ガン・フアントム〉から発射されるのはある種のエネルギー塊かいであり、実体のある弾丸ではないが。

　続いて二射目。勇生の表情はさらに歪ゆがむ。口くち唇びるは引き締しめきれず、呼気は途と切ぎれとぎれだ。目も潤うるみ、頬ほおは朱あかく上気している。

　しかし、狙ねらいは乱れない。合計一〇個の弾痕は多少のブレはあるが、標的のほぼ中央に集まっていた。

「上手いモンだな。最初に比べると、弾が寄るようになった」

　どこか苦さの混じった表情で岩切が評価する。

「……まだ、不ふ充じゆう分ぶんです。もっと正確に……。それに、連射に耐たえられるようにならないと……」

　気合いを入れるべく己の頬を二度、三度と平手で叩たたき、勇生が答える。それでも、いつもは鋭するどい眼まな差ざしが潤み、僅わずかにぼやけている。

「しかしなぁ……。その顔は大だい丈じよう夫ぶには見えねえぞ」

「平気ですっ[image: ]」

　これが、〈幻銃ガン・フアントム〉の効果だ。

　本人の意思も目的も関係ない。発射に伴う強烈な生理的快感は抑おさえられない。強引に力ずくで脳内麻ま薬やくのバルブをこじ開けられ、意識の集中が乱されてしまう。

　熱く、太く、甘あまく、ぬるりとしたものが延えん髄ずいの芯しんに打ちこまれるような──しかも、徐じよ々じよにではなく一気に──快感は、経験のない他人に説明できるものではない。

　対策はない。慣れるしかない。

　そして〈幻銃ガン・フアントム〉に慣れるというのは撃うつという事。悦えつ楽らくを何度も浴びるという事。

　敵にまみえ、破壊するという事。

「三射目、行きますっ[image: ]」

　必要はないが、己を引き締めるために勇生は発声し、次のトリガーを引いた。着ちやく弾だん点が散らばる。強烈な快感が集中を、そして肉体の制せい御ぎよを乱しているのだ。ある程度まで慣れる事は可能でも、完全な制御などできない。飢き餓がや尿によう意い、あるいは射精にも通じる純じゆん粋すいに生理的な反応だ。

「やはり三連発くらいが限度か？」

「いえ……もっと……僕の《アルゴル》は威い力りよくが弱いですから。連射を活いかして、ダメージの総量を向上させないと……」

　ちらりと優毅を見やり、勇生は〈幻銃ガン・フアントム〉を構えようとする。しかし、額は汗あせに濡ぬれ、膝ひざは微かすかに震ふるえている。

「おいおい、無理をするな。現場での戦果も上がってるんだ。焦あせる必要はないぞ」

「僕はまだ、ブレスレスを倒たおしていません」

　勇生は既すでに何度も出動を重ね、ブレスレスと対たい峙じしている。だが、ブレスレスに最終的なとどめを刺さした事はまだない。連射性を有し、命中精度や射程も充じゆう分ぶんではあるが一いち撃げきのダメージが小さいため、牽けん制せいや足止めには使えても決着は付けられないのだ。

　優毅と勇生が組む事が多いのは単に縁えんがあるだけではない。〈幻銃ガン・フアントム〉の性質が丁度よくかみ合っているからでもある。

「失礼します……って、あれ？　先約？」

　場ば違ちがいな明るい声に優毅は振ふり返る。

　肩かたに届くか届かないかのショートカット、引き締まったスレンダーな身体を黒い戦せん闘とう服に身を固めた岬みさき理り緒おが立っていた。コードネームはプリケリマ。星をデザインしたエンブレムを胸や上じよう腕わんに飾かざっている。〈ＳＴＡＢ〉に属するハンターで、優毅にとっては高校のクラスメイトでもある。

　右手に持っているのはみっつのシリンダー弾だん倉そうが互たがい違ちがいに押おしこめられた不合理なリボルバー。彼女の〈幻銃ガン・フアントム〉を模した白しろ塗ぬりの練習用だ。

「アルゴル、実物で訓練してるんだ？　あたしもそっちにすればよかったな。やっぱりこんな玩具おもちやよりも本物の方がずっと気持ちいいもんね」

　ショートカットから覗のぞく首筋にパッドをセットしながら、理緒は頬を染めて笑う。彼女も勇生と同じローテーション明けだ。

「岬さん……いえ、プリケリマ。あなたは、そんな理由で〈幻銃ガン・フアントム〉を撃つんですか？」

「どういう意味よ？」

　硬こう質しつな声で問いかける勇生に、理緒も言葉を尖とがらせる。

「僕たちはブレスレスを駆く除じよする使命のために〈ＳＴＡＢ〉に所属しているんです。遊びや楽しみのためじゃない」

「そ、そんな事わかってるわよ[image: ]　あたしの方がハンターとしてのキャリアは長いんだもの[image: ]　あたしに助けられたのを忘れたわけ？」

「僕には使命……目的がある。そのために自分を鍛きたえているんです。あなたとは違う」

　理緒を無視して、勇生は標的を見み据すえる。その態度が、ますます理緒を苛いら立だたたせる。

「……何よ。自分は恋こい人びとを殺されたから、復ふく讐しゆう者だからあたしたちとは違うっていうの？　そんなの私し怨えんじゃない。それが自じ慢まんなわけ？」

「自慢じゃありません。きっかけは個人的な怒いかりであっても、僕はそれをブレスレスを倒すための力に変えている」

　勇生は《アルゴル》を正面に向けた。理緒は自分のシューティングレンジから飛び出して、勇生の肩をつかむ。

「もう止めろ、お前ら[image: ]」

　岩切の制止も聞かず、理緒は力ずくで勇生を自分に向かせた。細く華きや奢しやな体格は、女の手にも抗あらがいきれない。

「実際言ってるじゃない、自分だけ特別だって[image: ]　不幸自慢なんてみっともない[image: ]」

　端たん正せいな顔に怒りと苛いら立だちをむき出しにして、理緒は勇生の肩を揺ゆする。襟えり首くびをつかもうとしたが、〈ＳＴＡＢ〉の戦闘服は頑がん丈じようで伸しん縮しゆく性は乏とぼしい。

「僕は、自分が受けた不幸を目的を達成するための動機にしたいと考えているんです。自慢したり、舞まい上がったりしているつもりはありません」

「……止せよ、高出水くん。そういう言い方は……」

　優毅と勇生が出会ったきっかけは、ブレスレスが引き起こした事件だ。中学校ひとクラス分が死んだその事件で、ふたりは共通の親しい人を失った。優毅の妹であり、勇生にとっては恋人だった櫂原智ち笑え美みを。

　そして、ブレスレスとなった妹のクラスメイトによって両親まで殺されたが、優毅は居合わせた勇生とともに理緒や岩切たち〈ＳＴＡＢ〉に助けられ、〈幻銃ガン・フアントム〉を発現できるとわかってハンターになったのだ。







[image: ]







「ほら[image: ]　シリウスは家族を失ったのに冷静じゃない[image: ]　あなたみたいに自分を特権階級扱あつかいしてないわ[image: ]」

「特権階級って……取り消してください[image: ]　大切な人を失ったのに、そんな言い方をされる謂いわれはない[image: ]」

「現に自分を特別扱いしてるでしょ[image: ]　あたしなんかとは違う、かっこいい悲劇の復讐者って思いこんでるじゃない[image: ]」

「落ち着け、ふたりとも[image: ]」

　岩切が間に入ってふたりを割った。勇生の手首を押さえている。

「アルゴル[image: ]　実じつ銃じゆうによる訓練は中止だ。〈黒革ブラツクスキン〉を脱ぬげ[image: ]」

「岩切さん……」

「命令だ[image: ]」

　勇生はしぶしぶ〈黒革ブラツクスキン〉を外した。ハンターはブレスレスに対たい抗こうしうる最強にして唯ゆい一いつの戦力として尊重されるが、正規の強行班員の命令には従わなければならない。

「……ったく……。俺に言わせりゃ、お前たちみたいなのが銃持って化け物と戦ってるのは全部特別だ。命賭かかった現場で組む仲間なんだ。つまらねえ事で仲なか違たがいするな」

　トランクに施せ錠じようしながら、吐はき捨すてるように呟つぶやく。

「特別……」

「お前たちみたいな……それは、子供っていう意味ですか？」

　夢見るように呟く理緒と、鋭するどく問いつめる勇生。

「そうじゃねえんだ。子供かそうかじゃなく、素人って事だ」

「訓練は積んでいます。不足だというなら、もっと練習させてください」

「そういうレベルとは違ちがう。できるってだけでやってる奴やつはアマチュアだ。だから、俺たちがフォローする」

　ブレスレスを傷つけられるのは〈幻銃ガン・フアントム〉だけ。岩切たち強行班の警察にはあるまじき重武装も一切通用しない。彼らの役目はブレスレスの動きを牽けん制せいし、ハンターを守る事だ。必要とあれば、自らの命を盾たてにしてでも。

　もっとも警察や自衛隊の中から厳選した強行班でも、実戦経験が充じゆう分ぶんな者は少ない。つい人間相手の常識で判断ミスを犯したり、油断したりする。先日、優毅たちが出動した高速道路のケースでも、それでひとりが死んだ。

　ハンターは必要不可欠の存在であり、貴重な戦力だが、無敵の戦士でも万能のヒーローでもないのだ。

　優毅は、じっと右手を見た。

「優毅さんはどうです？　智笑美さんの仇かたきを討つという目的を忘れていませんよね？」

「違うよね？　櫂原くんは個人的感情で〈ＳＴＡＢ〉にいるんじゃないでしょ？」

「……俺は……」

　家族を失い、ブレスレスと戦う力が自分にあるのを知った時、勇生が言う通り妹の仇を討てると考えなかったわけではない。しかし、それ以上に状じよう況きように流されたというのが優毅の実感だ。

　積極的に戦おうと主張する勇生と、家族の死後の生活をフォローしてくれるという〈ＳＴＡＢ〉の申し出に押おし切きられてハンターとなった。その後も、義務感や使命感、そしていくらかの復ふく讐しゆう心しんを未整理で抱かかえたまま戦ってきたのだ。

　まだ名前の付いていない〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うてないという明確な課題が目の前に提示されていたせいもあって、何故、何のため戦うかという事を考えるより、発射する事そのものが目標になっていた。目標にして、深く考える事から逃にげていた。

「あなたは智笑美さんの兄であり、彼女が信じていた英えい雄ゆうなんです。彼女の無念を晴らすためにも、もっと自信と明確なビジョンを持ってください[image: ]」

「そうじゃないでしょ[image: ]〈ＳＴＡＢ〉のハンターとしての正しい使命感を持っているだけで充分じゃない[image: ]」

「いい加減にしろ。ふたりとも……[image: ]」

　岩切が言いかけた時、ドアが開いた。

「ここは射しや撃げき訓練場だと思ったんだけど、違う？」

　やはり黒ずくめの装備に身を固めた少女だった。腰こしまで届く長い黒くろ髪かみ、顔立ちそのものは理緒よりも穏おだやかで柔にゆう和わだが、その表情にはどこか冷たく、突つき放はなしたような気配が漂ただよっている。

　制服の上じよう腕わんには、落らく涙るいする女性の顔を描えがいたエンブレム。胸のホルダーに収められたＩＤカードには空くう欄らんがある。

「……ベネトナーシュ……」

　優毅が、彼女の名を呟く。

〈ＳＴＡＢ〉のハンターでただひとり本名も素性も不明。しかし、最強である少女。優毅たちが遭そう遇ぐうした事件で理緒が敵わないブレスレスを仕留めたのも彼女だ。

「口くち喧げん嘩かか演説か知らないけど、訓練が終しゆう了りようしたら出ていって。ここは狭せまいんだから」

「な……っ[image: ]」

　左ひだり端はしのシューティングレンジに入り、ベネトナーシュは虚こ空くうに両手を構えた。右の脇わきを締しめ、微かすかに肘ひじを曲げた左ひだり腕うでを前方に差さし伸のべる。その両手の間を埋うめるように光の線が虚空に交こう錯さくし、〈幻銃ガン・フアントム〉が出現する。

　全長一メートルを軽く超こえるライフルだ。全体の形状は第二次大戦時の対戦車ライフルに近いが、各所に精せい緻ちなアラベスク模様が彫ちよう刻こくされた様はもっと古いフリントロックピストルを連想させる。そして、長い銃じゆう身しんの先には軍用ナイフを思わせる大型の刃は物ものがセットされていた。照星の突とつ起きさえ鋭く伸びたスパイクになっている。

　彼女の〈幻銃ガン・フアントム〉は射撃だけではなく、ハルバードとしてブレスレスを斬きり裂さく事も可能なのだ。

「……今はたまたま岩切さんが立ち会ってるからいいけど、本当はハンターがひとりで〈幻銃ガン・フアントム〉を使うのは規則違い反はんよ」

「ディレクターから許可は出ているわ」

「知ってるわよ[image: ]　だから『本当は』って言ったの」

　現場責任者の肩かた書きを出したベネトナーシュに、理緒は口くち唇びるを尖とがらせる。

　許可が出ているというのは、今回に限った話ではない。以前にも優毅はベネトナーシュがひとりで実銃訓練をしている現場に立ち会った事がある。

「訓練、開始します」

　静かに宣言し、ベネトナーシュはトリガーを引いた。真正面、同心円のターゲットの中心に弾だん痕こんが刻まれる。

「あなたは、どう考えてるんですか？」

　勇生の問いを、ベネトナーシュは無視する。標的の弾痕が増える──否、広がる。ほぼ同じ場所を重ねて射い抜ぬいたのだ。

「どうって……別に。あなたが自分を復ふく讐しゆう者と思いこんで戦えるのなら、それでいいんじゃないの？　大切なのは、ブレスレスを倒たおす戦力が充じゆう実じつする事だから」

　静かな声に続いて発射音、硝しよう煙えんの匂においはない。三弾だん目も命中。ほとんどズレはない。

　ここに染みついているきな臭くささは、強行班員の訓練によるものだ。

〈幻銃ガン・フアントム〉に実体はなく、匂いもない。手に感じる重ささえ架か空くうのものだ。

「……僕は、大切な人を殺されたんです。そんな風に割り切った言い方をされるのは、正直不ふ愉ゆ快かいです」

「あなたの感情は関係ない。意見を求められたから、答えただけ」

　苛いら立だちを強引に押さえこんだ勇生に対し、ベネトナーシュの声はあくまでも静かだ。

　さらに《ベネトナーシュ》が二連射される。喋しやべりながらでもまったく乱れない。五つの弾痕が綺き麗れいに重なる。

「五発命中、訓練終了」

　静かに宣言して、銃を下ろす。長大なライフルが空中に滲にじむようにして消える。

「ただ……ひとつだけ付け加えるなら……」

　ベネトナーシュの顔に、微かに表情が宿ったように優毅には見えた。それが、どんな感情なのかまでは判別できないが。

「あなたは、被ひ害がい者しやじゃないわ」

「何ですって？」

「被害者は、殺された女の子でしょ。あなたじゃない」

「どういう意味ですかっ[image: ]」

「文字通りの意味よ。どれだけ悲しもうと、泣なき叫さけぼうと、被害者の恋こい人びとも、親友も、家族も被害者本人じゃない」

〈黒革ブラツクスキン〉を脱ぬぎながら、勇生の方を見さえせずにベネトナーシュは告げる。

「……あなたは……っ[image: ]」

「落ち着け、高出水くん」

　食ってかかろうとする勇生の肩を押おさえる。一いつ瞬しゆんだけ、優毅の方を見やってベネトナーシュは部屋を出ていった。機械めいた、一定のリズムを保った足音が遠ざかる。

「……何よ。自分はディレクターに特別扱あつかいされてるからって……」

　閉じたドアに向けて理緒が吐はき捨すてた。

「ごめんなさいね」

　そのドアが開き、スーツ姿の女性が微笑ほほえみながら現れた。

「か、狩野かのうディレクターっ[image: ]」

　理緒が慌あわてて背筋を伸ばした。

「モニターしてたら射しや撃げき訓練場で言い争いしてるんだもの。びっくりしたわ」

「申し訳ないです。自分がいながら規律を乱してしまって」

「規律なんてそんなに厳しくしなくてもいいけど、安全には配はい慮りよしないとね」

　やはり姿勢を正す岩切に、片手を上げる。

　狩野奈な槻つき──まだ二〇代前半でありながら、ミッションディレクターとして〈ＳＴＡＢ〉の作戦行動全てを指揮する現場責任者だ。スレンダーな体格からはイメージしにくいが、彼女自身七年前にアメリカでブレスレス事件が発生した時にはハンターとして〈幻銃ガン・フアントム〉を手に戦ったという。

　いつもセミタイトスカートのスーツをきちんと着込み、柔やわらかな髪かみをショートボブに整えた知的な美女。二二歳さいになったばかりだが、見た目の印象はそれよりみっつかよっつ上。怪かい物ぶつと戦う秘密部隊の指揮官よりも、エッセイストやコラムニストという肩かた書きが似合いそうだ。

　ただ、激務のせいだろうが。今日はどこか顔色が悪いように優毅には思えた。

「ご、ごめんなさい……じゃなくて、申し訳ありません。あの、その、あたし、別にディレクターの方針に不満があるわけじゃなくて……」

「いいのよ」

　しどろもどろの理緒に、奈槻は笑いかける。

「確かに彼女──ベネトナーシュの扱いには異論もあるでしょうね。だけど〈ＳＴＡＢ〉は本来はあり得ない、存在してはならない組織だし、あなたたちはそれぞれ事情を抱かかえた未成年よ。それをできる限りケアして戦えるように、そして普ふ通つうの生活が送れるようにするのがわたしの役目。いろいろ不満もあるだろうけど、ひとりずつの事情もあるし、理解してほしいな」

「……それはわかりますけど……ハンター内に差別っていうか、変な区別があるのは、あたしは嫌いやです」

　理緒は不満そうに俯うつむく。

「僕は別にベネトナーシュみたいに特別扱いされている訳じゃありませんよ。単に、僕自身のモチベーションの問題です」

「自分で自分を特別だと思ってるじゃないの[image: ]」

「それはあなたとは無関係でしょう」

「ふたりとも落ち着けよ[image: ]」

　またつかみ合いになりそうなふたりの間に優毅が割って入る。岩切も無言で、勇生の肩を引いた。

「そうね……難しい問題だけど、みんなには考えてほしい事でもあるわね。お茶でも飲みながら、腰こしを落ち着けて話しましょうか？」

　細い指を眉み間けんに当て、奈槻は苦笑しながら場所を変える提案をした。

〈ＳＴＡＢ〉本部には喫きつ茶さ室もある。ドリンクや軽食も充じゆう実じつしているが、完全セルフサービスだ。厨ちゆう房ぼうに人を配すれば、それだけ情報漏ろう洩えいのリスクが増すからだ。そのせいか清潔というよりもどこか寒々とした雰ふん囲い気きを優毅は感じてしまう。

「あ、あたしがやります」

　奈槻が全員の飲み物を用意しようとするのを遮さえぎり、理緒がオーダーを確認する。勇生と岩切がブラックコーヒー、優毅は野菜ジュース、理緒自身はオレンジジュース。そして、奈槻はミネラルウォーターだ。

　小さなテーブルを挟はさみ、男三人と女ふたりが向かい合う。

「ディレクターも、僕の考え方に問題があるとお思いですか？」

「おい、高出水くん」

　単刀直入に切り出す勇生を、優毅は肘ひじで小こ突づいた。

「別にいいわ。アルゴル──高出水くんのそういう真っ直ぐなところは、好きよ」

「からかわないでください[image: ]」

「馬ば鹿かにしているわけじゃない。本当に評価してるのよ」

　勇生は不満げに熱いコーヒーをあおった。彼は、子供扱いされると極きよく端たんに反発する。実際、まだ一五歳の中学三年生でしかないのだが。

「そうね。一種のパズルというか、思考実験として聞いてくれる？　ふたりの通とおり魔まがいたとするわ。思考実験だから両方とも年ねん齢れい性別、それに前科や殺害方法も同じ。ただの快楽殺人者よ。そのふたりが、それぞれ何の理由もなくたまたま街ですれ違ちがった相手を刺さし殺ころした。繰くり返すけど、特別の理由もなく、ね」

　まるでパーティの余興にクイズでも出題するように、穏おだやかな、むしろ明るいとさえ言える口調で奈槻は語り始めた。セミタイトスカートの脚あしを組む。







[image: ]







　一方の被ひ害がい者しやは家族から愛され、職場でも責任ある地位を務めている。優しく誠実、穏おん和わで公正。近所の評判もよく、余よ暇かにはボランティアに参加している善良な市民だ。

　もう片方は先の被害者と同じ年齢、同じ性別だが、暴力的で冷れい酷こくな性格。社会の中で何ら有意義なポジションを持たず、法にこそ触ふれないものの迷めい惑わくと不快を撒まき散ちらしながら生きている。家族さえ、内心ではその人物の死を願っていた。

「さて、このふたりの犯人に量りよう刑けいの差をつけるべき？　櫂原くんはどう思う？」

「え……」

　いきなり水を向けられ、優毅は言葉に詰つまった。

　殺された人間の差は大きい。しかし、その人間性の違いは「殺された理由」とは無関係なのだ。解きがたいパズル。ナチュラルな心の動きを、理性が肯こう定ていしてくれない。

　奈槻をまっすぐに睨にらんだまま、勇生も口くち唇びるを噛かむ。

「もうひとつ付け加えましょうか？　第三の通り魔が殺したのは、脱だつ獄ごくした死し刑けい囚しゆうだったら？　もちろん相手が囚しゆう人じんとは知らないで殺した」

　放っておいても殺されるはずだった相手。しかもそれは「正当で公正な殺人」だ。しかし、殺す側は死刑囚だから殺したわけではない。では、この殺人者は何を理由に罰ばつせられるべきなのか。

「……意地の悪い質問ですね。そんな条件を出されたら、同じにするしかないと答えるしかないでしょう。つまり、遺のこされた人間の感情には何の意味もないと、そう言いたいんですね」

　勇生の口調は、素直な解答というより問い返し、挑ちよう発はつめいた響ひびきが込められている。しかし、奈槻は目を細め微笑ほほえんだ。

「そうよ。法の下に人間は平等。殺された被害者が善人だろうと悪人だろうと、死ぬ事が決まっている人間でも、同等に罰する。誰を殺したかではなく、殺人という行こう為いそのものが処しよ罰ばつの対象なの」

「あ、あたしはディレクターの意見に賛成です[image: ]　どんな人が殺されたかは問題じゃないですよね。人を殺したなら、償つぐなわないと」

　理緒が早口を挟む。

　人を殺した者は処罰される。では、自分たちがやっている事は何だ──優毅は口唇を軽く噛んだ。

　怪かい物ぶつ化しているが、ブレスレスは元々人間だ。それを殺すのは罪ではないのか。殺すという言い方は適切ではない。ブレスレス化した時点で既すでに彼らは死人として扱あつかわれる。人殺しではなく、あくまでも危険な怪物の駆く除じよだと優毅たちは教えられている。

　だが、理り屈くつはそうでも感情や感覚は受け入れてくれない。堕壊コラプシヨンし、見た目も奇き怪かいな化け物になっているならまだしも、普ふ通つうの姿のままのブレスレスにも銃じゆうを向けなければならないのだから。

「櫂原くん──シリウスはどう思う？」

「……俺は……よくわかりません。だけど……理由はどうあれ、他人を殺すのは……いけないと思います」

「結局、この設問だとそういう回答になっちゃうのよね。法律っていうのは、個別の特とく殊しゆなケースにまでは細かく対応していないし」

　法は、ひとりひとりの人間を守らない。殺人罪の刑けい罰ばつが規定されているのは、誰かが誰かを殺すのが「起こり得る事」「想定の範はん囲い内」だからだ。

　逆に、決して公にできないあり得ざる脅きよう威いであるブレスレスに対たい抗こうする〈ＳＴＡＢ〉の活動は法に則ったものではない。想定外の出来事だ。

「法が守護するのは、個別の命じゃないのよ。人間が人間を勝手に殺さない事を前提に成立している、現在の社会秩ちつ序じよと規き範はんなの」

　瞳ひとみに不満をたたえる勇生を諭さとすように、奈槻は説明する。

「……でも、実際にニュースなどで耳にしますよ。遺族の感情を勘かん案あんして量刑を決めたって。あれは、間ま違ちがっているんですか？」

「間違っていないわ」

　慎しん重ちように言葉を選んで問い返した勇生に、奈槻はあっさりと返答する。

「……それなら、僕の主張も……」

　音もなく右手を掲かかげ、奈槻は何か言おうとする勇生を遮さえぎる。

「家族が死んだら悲しい、っていうのも守るべき社会秩序の一部。だから、守るの」

　勇生は黙だまりこんだ。

　自分の肉親が、恋こい人びとが、仲間が、理り不ふ尽じんな死を与あたえられたら人間は怒いかり、悲しむのが当然だ。いや、憤いきどおり、嘆なげくべきだ。大切な人が死んでも感情的にならず、冷静で公平であり続けるなど、人間として不自然な態度なのだ。

　世間は期待する。素直な感情の発はつ露ろを、激げき怒どを、悲ひ嘆たんを、応報の望みを。だから、人間はそのように振ふる舞まう。たとえ明確に自覚はしていなくても。

　犯罪にわかりやすい動機を求める心理も同根だろうと、優毅は考える。

　理解できない理由で他者を殺すのは認められない。若者の心の闇やみだとか異常心理だとか、そういうレッテルを貼はって「例外」の棚たなに分類して鍵かぎをかける。

　それは、逆に言えば「通例」として納得できる理由の殺人が存在するという事だ。

　金銭欲。愛あい憎ぞう。そして、復ふく讐しゆう。

「だから、どんな人間を殺したかではなく、何故殺害に至ったかの方は情じよう状じよう酌しやく量りようの対象になるのよ。親しい人の復讐とかね。そういうケースは、私し刑けいはいけないっていう秩序と、家族を殺されたら怒おこるべきっていう、両方の秩序の間でバランスを取るのね」

「……まさか、それで彼女はベネトナーシュですか？」

　無理に笑みの形に曲げた口くち唇びるで、勇生は皮肉っぽく呟つぶやく。

　ベネトナーシュというコードネームは、北ほく斗と七しち星せいのひとつから採られている。元々の意味はアラビア語で『泣き女』だ。

　しかし、これはただ『涙なみだを流す女性』と言う意味ではない。葬そう儀ぎの席で殊こと更さら大げさに泣なき喚わめき、故人がいかに素晴らしい人物であり、その死が惜おしまれているかをアピールする職業を差す。同様のものは日本や中国、朝ちよう鮮せん半島などにも存在した。

　人が死ねば悲しい、故人は惜しまれるべき。それは、今も昔も変わらない、道徳や感情とは別の、社会を成り立たせる風習である。

　報道される被ひ害がい者しや遺族が冷静だったら、世間では疑念や不ふ審しんを覚える。「記者会見で泣いていない」と一点で、容疑者扱いされる事さえあるのだ。

「別にそういう訳じゃないんだけど」

　口元に手を当て、奈槻は苦笑する。

「まあ、ちょっと脱だつ線せんしたけど、ここにいるみんなも覚えておいて。法や警察機構は個別の人間を守るために作られているわけじゃない。だけど、個々の人間が安全に生活できる環かん境きようや社会を維い持じしなければ、誰も心安らかに生きていけないわ。超ちよう法規組織の〈ＳＴＡＢ〉もそれは変わらないっていう事を」

「はいっ[image: ]」

　大声で即そく答とうしたのは理緒だけだ。

　納得できずに優毅は俯うつむき、勇生は奈槻を睨にらみつける。

「現場ではもちろん命令に従ってもらわなければならないけど、何のために戦うのか、なぜ戦うのかを自分なりに考えるのはいい事よ。もちろん、その答はひとりずつ違ちがうものであっても構わないの」

「つまり、僕の在り方を認めるという事ですね？　推すい奨しようしないまでも、容認はすると」

「あくまで、動機としてよ。心の中は、他人が強制できない聖域だもの。内心の自由は法律も認めているわ。けど、その事を理由に命令を破ったりするのは駄だ目め」

　微び笑しようしながら答える奈槻に、理緒が微かすかに眉まゆを顰ひそめる。

　さらりとしているはずのジュースが優毅の喉のどにもたれる。

　戦う理由──優毅にはわからない。

　家族を殺され、復讐の力を手に入れ、〈ＳＴＡＢ〉から生活の支し援えんも受けている。だが、それはすべて外部の状じよう況きようだ。優毅自身に勇生のような戦う意志が、目的があるのかと問われれば即答できない。

「ま、真しん剣けんなのはいいが、あまり堅かたく考えこむな。俺は志願して警察官になったが、お前らはほとんど偶ぐう然ぜんで〈ＳＴＡＢ〉のハンターになっただけだ。心構えができてなくても仕方がない。ブレスレス事件が片づけば元の生活に戻もどっていくんだからな」

　ふたりの肩かたを岩切が叩たたく。それが合図になって、優毅の全身に根を張っていた緊きん張ちようがすっと崩くずれた。

「だがな」

　大きめの口で笑い、岩切は左右の腕うでで優毅と勇生の肩を抱だき寄よせた。

「俺としては、お前らふたりはいい資質持ってると思うぜ。普ふ通つうの暮らしに戻った後、将来の選せん択たく肢しに警察ってのも考えてみてくれ。その時はこんなコソコソした仕事じゃない。まっとうな本物の警察官だ」

　そこまで言ってから、真顔で付け加える。

「そのためにも……しっかり生き残るんだ」

　リゲルというコードネームを持つハンターは、優毅の家が襲おそわれた事件で命を落としている。奈槻以外の四人は、全員その場に居合わせていた。

　ブレスレスの力で首をもぎ取られ、しかし〈幻銃ガン・フアントム〉発射の快感でとろけたように笑っていた顔の記き憶おくが、優毅の脳裏をよぎる。

「……考えておきます」

「よーしっ[image: ]」

　厚く大きな手が、さらに優毅の肩を叩く。

　将来について、明確なビジョンを持った事など優毅にはない。岩切には生返事を返したが、警察官というのは最も不向きなもののひとつだろう。

　三年前、優毅は他人に重傷を負わせた事がある。妹の智笑美に暴行を働こうとした男の頭を石で殴おう打だしたのだ。状況が状況だったので罪には問われなかった。しかし、自分の中にある暴力と破は壊かいへの衝しよう動どうは自覚せざるを得なかった。己を律するために空手を始めても、獲かく得とくした強さに不安は増すばかり。

　そして、智笑美は同級生がブレスレス化した事件で死に──死体は確認されていないが──それをきっかけに優毅と勇生は出会い、〈ＳＴＡＢ〉のハンターとなった。

　さらにはかつて智笑美を襲った犯人がブレスレス化した事件も担当し、これを「処理」した。優毅にとっては初めての〈幻銃ガン・フアントム〉発はつ砲ぽうだった。

　力だけはあり余り、しかしそれを適切に制せい御ぎよできない。そんな自分が警察官など、悪あく趣しゆ味みな皮肉だと優毅は思った。

　あの記憶が、優毅に正しさを確信させない。どれほど理を尽つくそうと、言葉を積み重ねようと、相手から浴びた返り血のぬるりとした熱さと異い臭しゆうの記憶は消えない。美化も正当化もできない。

「……話はそこまでですか？　でしたら、僕は訓練に戻ります。岩切さん、格かく闘とう場、つき合ってください」

「ん？　まあいいが、あまり根を詰つめるなよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。まだまだ鍛きたえたりませんからね」

　飲みかけのコーヒーを残し、ふたりは席を立った。

「さて……と。わたしも失礼するわ。実は昨日から徹てつ夜や続きでね。仮か眠みんをとらないと」

　わざとらしく口元に手を当て、奈槻も立ち去る。

「ディレクターも大変だな」

　終夜態勢でブレスレスに備える〈ＳＴＡＢ〉では、ハンターや強行班員はローテーションで交代する。ハンターの人員が不足していると言っても、一二人存在しているのだ。しかし、ディレクターは奈槻ひとりしかいない。

　彼女が不在の時は科学班チーフのミア・クレイトーが代理を務め、機動隊から出向している強行班チーフが補助する事になっているはずだが、少なくとも優毅は奈槻が本部を空けたところを見た事がない。

「……ディレクターはすごい人よ。あの若さで組織を率いて、冷静で、綺き麗れいで……本当に特別っていうのは、ああいう人の事。あたし、あの人の期待に応こたえたい……」

　理緒の目は真剣だ。

　だが、それが見つめているのは何もない目の前の空間だった。

「岬……」

「違ちがうわ、シリウス。ここにいる時は、プリケリマよ」

　ハンターは本名ではなくコードネームを名乗り、呼び合う──作戦行動中は遵じゆん守しゆすべき規則であり、訓練や待機の間も推すい奨しようされている。

　しかし、優毅はまだそれに慣れない。シリウスと呼ばれる事も、プリケリマやアルゴルと呼ぶ事も。特にふたりはハンター仲間である以前にクラスメイトとして、あるいは妹の恋こい人びととして顔を合わせていたのだから。

「ねえ、シリウス」

「……ん？　ああ、何だ？」

　だから、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれる。

「シリウスは偉えらいよね。家族を殺されたのに、その事をじっと抑おさえて冷静にハンターとしての任務に励はげんでいるんだもん。私情挟はさみまくりのアルゴルとは違ってさ」

「……そうじゃない」

　奈槻の話を思い出す。

　大切な者を失えば感情的になるのが、期待される自然な反応だと。つまり、勇生の方が当たり前で優毅の態度は不自然なのだ。

　三年前の事件以来、己の感情を抑える事を常としてきた。妹が事件に巻きこまれ、両親は目の前で殺された。だが、その時は悲しみを感じる余よ裕ゆうなどなかった。肉親を殺害されても、殺人者が目の前にいればわき上がる感情は悲ひ嘆たんよりも恐きよう怖ふだ。悲しみというのは、ある程度の余裕があって初めて生じる心理なのだ。

　怒いかりも感じている。だが、勇生のようにそれをエネルギーにする事ができない。動機にする事にはいつもためらいと後ろめたさが付きまとう。

「岬は……〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして戦っていて、その……迷いとか、ないのか？」

「ないわ」

　即そく答とうだった。紙コップに残ったオレンジジュースを飲み干し、ドリンクサーバーから次の一いつ杯ぱいを注ぐ。ソファには戻もどらず、立ったままで理緒は話を続ける。

「あたしはシリウスやアルゴルみたいに、事件に巻きこまれてハンターになったんじゃない。偶ぐう然ぜん──本当に偶然適性が見つかってスカウトされたの。だから、特別な理由なんてない」

　一気に二杯目を口に注ぎ、次はスポーツドリンクを汲くむ。

「あたしには何もない。どこにでもいるつまんない女の子だった。だけど〈ＳＴＡＢ〉に来てから変わったの[image: ]　普ふ通つうの人が知らない真実に触ふれた。人殺しの化け物と戦う使命も授かった[image: ]」

　熱っぽい口調で、理緒は訴うつたえる。手にした紙コップが揺ゆれ、スポーツドリンクの飛沫しぶきが縁ふちから飛び出す。

「岬……」

「プリケリマよ[image: ]」

　教室ではいつもひとりで、友達も作ろうとしない岬理緒。

〈ＳＴＡＢ〉では妙みように陽気でテンションの高いハンターであるプリケリマ。

　このギャップの原因を、優毅は初めて理解した。

　彼女は、平へい凡ぼんな人間だ。たまたま隣となりの席でなかったら、殊こと更さらに周囲を拒こばむような態度を取っていなければ、優毅自身も岬理緒という個人をどれほど意識しただろうか。名前さえ記き憶おくしてないかも知れない。

「……それなのに〈ＳＴＡＢ〉の中でも、本当に特別なハンターとそうでない人の区別があるなんて嫌いやよ……[image: ]　何だかわかんないベネトナーシュとか、自分だけがブレスレスを憎にくんでると思いこんでるアルゴルとか……。もっと特別な人たちがいて、あたしはやっぱりどうでもいいありふれた存在なんて……」

「落ち着けよ、プリケリマ」

　コードネームで呼ぶと、口の中が酸っぱくなったように感じる。

　特別というなら、優毅は特別な存在だ。

　家族は全員ブレスレスに殺された。最初は発射できない〈幻銃ガン・フアントム〉というのも過去に例がない。それ以前に、妹が暴行されかけた現場に立ち会い、相手の男を半殺しにした経験の持ち主など滅めつ多たにいないだろう。

　だが、どれひとつとして誇ほこりでも喜びでもない。聖せい痕こんですらない。ただの、傷きず跡あとだ。

　理緒が渇かつ望ぼうする「特別である事」は優毅にとっては重く忌いまわしい十じゆう字じ架かだ。

「ねえ、シリウス。あなたならわかってくれるよね？　復ふく讐しゆうとか、そんな特別の理由がなくても、使命感だけでハンターをやってもいいんだよね？」

　泣いているとも作り笑いともつかない、奇き妙みように強ばった表情で理緒が優毅を見下ろしている。

「俺には……わからない……。もう、帰るよ。明日、学校でな」

　いたたまれないような気持ちで、優毅は席を立った。

　まだ電車で帰れる時刻だ。本部内にも仮か眠みんのベッドはあり、自由に宿しゆく泊はくできるが、夜勤の時以外にここに寝ね泊とまりはしたくなかった。身体の細さい胞ぼうのひとつひとつにまで〈ＳＴＡＢ〉の成分が染みこみ、元通りの自分ではなくなってしまうような気がする。

　人気のない廊ろう下かを早足で歩きながら、優毅はふとベネトナーシュの事を思い出した。

　奈槻だけではない。彼女も、他のハンターとは違ちがい本名もプライベートも一切わからない。〈黒革ブラツクスキン〉を強行班員に管理させない特別待たい遇ぐうといい、彼女はまるで最初から〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして生まれ、存在しているかのようだ。

　優毅が恐おそれるものだけを純じゆん粋すいに煮に詰つめて固めたような人間。〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うっても眉まゆひとつ動かさないのは「慣れている」からなのか。それとも何か理由があるのか。

　そして、今まで冷れい淡たんだった彼女が、勇生に答える時に初めてみせた感情めいたもの。

　彼女はどちら──いや、誰の同類なのだろうか。

　事件に巻きこまれ、ブレスレスを敵として執しつ拗ように狙ねらう勇生と。

　家族を殺されているのに、強きよう烈れつな憎しみを抱いだく事を躊ちゆう躇ちよする自分と。

　そして、ハンターである事を誇りに感じている理緒と。

　それとも、誰とも異なる存在なのだろうか。

　いつかそれを聞ける日は来るのだろうか。

　その日まで、自分も勇生も、理緒やベネトナーシュも、生きていられるのだろうか。




　創倫学院に、いわゆる愛校心というものなど感じた事はない。

　世間では名門と言われているが、ほとんどの生徒はプライドばかりが高く、教室には惰だ性せいと倦けん怠たいが溢あふれている。歴史の浅い成金学校だ。教師も変わらない。世間体が悪い事さえ起きなければ──いや、起きても表おもて沙ざ汰たにならなければ給料がもらえるとばかりに、保身だけを考えている。

　一部の運動部は全国大会上位常連だが、それは金でかき集めたスポーツしか能のない奴ど隷れい。闘とう技ぎ場で殺し合いを娯ご楽らくにされるローマの剣けん闘とう士しのようなものだと勇生は考えている。

　それでも、創倫に通っていてよかったと思う点がある。

　ひとつは、智笑美と巡めぐりあえた事。彼女が通う淑鵬女学院と創倫に交流があり、互たがいに生徒会やクラスの役員を務めていたからだ。

　そしてもうひとつ。エスカレーター式なので中三の秋でも時間が充じゆう分ぶんに取れる事。級友たちのように遊あそび呆ほうけるためではない。まずハンターとしての勤務や訓練。そして、今日のように区の図書館に通う事もできる。

　外部の高校を受験しても大たい概がいの志望校に合格するだけの実力はある──奢おごりではなく客観的評価として勇生はそう判断しているが、お互いの学校を良くするという智笑美との約束を果たさずに創倫から離はなれるのは逃にげだ。

　だが、それよりもまず今はブレスレスと、〈ＳＴＡＢ〉の事を優先しなければ。

「……やはりか……」

　眠ねむい目を擦こすりながら、勇生はパソコンの画面から顔を上げる。

　ここ半年以上の新聞を調べるのは学校の図書館では不充分だったし、もっと古い六年前、一八年前の資料を調べる必要もあった。最近の資料でも、週刊誌のバックナンバーは学校では調べられない。

　首しゆ都と圏けんで頻ひん発ぱつする殺人事件は、テロや薬物中毒者によるものだと報道されている。例えば先日勇生たちが対応した高速道路での一件も、単なる暴走車による事故扱あつかいだ。

　マスメディアによる報道だけではなく、ネット上の書きこみやブログなどでも、信しん憑ぴよう性せいの低い情報が大量に飛び交い、事件の実像を不明確にしている。自分が〈ＳＴＡＢ〉に所属し、実像を知った上でチェックしてみると、単に報道を規制しているだけではなくさまざまな形で欺ぎ瞞まん工作が行われているのが見て取れた。

　特に、大量殺人や一連のテロの陰かげには人喰くいの怪かい物ぶつが存在しているという都市伝説をよく見かける。人間が変化するとか、若者だけだとか、ディテールを言葉で拾えば実態に近いが、読めば一笑に付したくなる陳ちん腐ぷに誇こ張ちようされた内容だ。某ぼう国こくが作ったウイルスに感染した者が化けるとか、性せい行こう為いで感染するとか。特定の外国人や身障者が変化するらしいと言い出す者がいて、それを「偏へん見けんと差別を助長する妄もう言げん」と批判する者がいる。「愛国心に欠ける」「某国の回し者」と煽あおり返す。

　そんな不毛な罵ば倒とう合戦の末に、最終的には参加者の大半があきれ果てて書きこみそのものが自然鎮ちん火かする。

　勇生の目には、対立する双そう方ほうが〈ＳＴＡＢ〉関係者の書きこみに見える。

　例えば、智笑美を死に追いやった事件──淑鵬中等部の「爆ばく弾だん」事件は、扇せん情じよう的てきな記事で知られる写真週刊誌では「インターネットで手に入れた爆弾製造法とともに入手した非合法薬物により、恐きよう怖ふ感や痛覚が麻ま痺ひしていた。それ故に、最初の爆弾でも生き残り次弾を作動させたのだ」という記事が掲けい載さいされていた。

　よりアングラ性を強調した別の雑誌では、女生徒のイニシアルと薄うすいモザイクの写真とともに、若者の間に密かに蔓まん延えんするという噂うわさの──実在しない──薬物の恐おそろしさを強調している。中毒性が強く、筋力を増強させ、痛みを感じなくなり、怪物じみた行動を起こすとも。

　ネットではさらに安易な「現代の吸きゆう血けつ鬼き伝説」も流れている。犯人の本名を流し、閉へい鎖さされたサイトの存在も報道されていた。

　レベルの異なる様々な「真相」が飛び交っていれば、人はその中から好みの真実を選び取って安心する。選せん択たく肢しの中には正解がないと気づきもせずに。

　強引に秘ひ匿とくするより、大量の屑くず情報を蔓延させて信憑性を下げた方が効果的なのだ。

　理由は不明──あるいは教えられていないが、ブレスレスの出現は人口密集地に限られている。今は東京を中心とした首都圏だけ。つまりそれは、目もく撃げきされる確率が高いという事だ。カメラ付き携けい帯たいの普ふ及きゆうなどを考えれば、〈ＳＴＡＢ〉当局がこれまでブレスレスの存在を隠かくし通とおしてこられたのは奇き跡せき的てきな幸運と言える。恐らくは強行班や捜そう査さ班と同等かそれ以上のマンパワーが情報操作に注ぎこまれているはずだ。

　それも、やむを得ないか──。

　声には出さず、勇生は瞼まぶたの上から疲つかれた眼球をマッサージする。

　ブレスレスは人間に「感染」して増える。だが、フィクションに登場する吸血鬼やゾンビのような無条件の増ぞう殖しよくではない。奇き妙みような条件がハードルになっている。

　第一に、十代からせいぜいが二〇歳さい程度の若者である事。第二に何らかの強い願い、自らの生命や存在と引き替えても叶かなえたいほどの欲求を抱いだいている事。そして最後に、ブレスレスになる事、人間を辞める事への同意。

　この三点が揃そろわなければブレスレスには変へん貌ぼうしない。

　だから、ブレスレスの存在や感染の仕組みを伏ふせる事は増殖を抑おさえるために必要な事だ。ブレスレスに何ができるのか、どうやったらなれるのかを知れば、むしろ志願する者さえ現れるのは想像に難くない。

　事実を伏せるやり方に賛同はできないが、現状で有効なのは認めざるを得なかった。それに全てがオープンになってしまえば、他に方法がないとわかっていてさえ、未成年者がハンターとして戦うのも反対される。そうなればば智笑美の仇かたきを討てない。

　勇生は〈ＳＴＡＢ〉を完全に信用していない。組織の性質上ある程度の秘密があるのは仕方ない。しかし、その一方で仰ぎよう々ぎようしいエンブレムやコードネームを与あたえるのは不自然だ。物わかりのいい奈槻の態度にも、こちらを懐かい柔じゆうしようという作さく為いを感じる。

　ただ「狩野奈槻」が本名らしいと確認できたのは幸運だった。

　過去二回、ニューヨークにブレスレスが出現したという一連のケースに関しては外国という事もあり、ほとんど手がかりが見つからなかった。ただ、日本人少女のホームステイを受け入れていたホストファミリーが皆みな殺ごろしになった事件だけは『銃じゆう社会アメリカの病根』として新聞や雑誌で取り上げられていた。

　その中に、当時高校生だった狩野奈槻の名を見つけたのだ。

　加害者に比べ、被ひ害がい者しやのプライバシーに無む頓とん着ちやくなのは昔も今も──そしてマスコミも大衆も変わらない。

〈ＳＴＡＢ〉の全容や真意を探る事は難しいかも知れないが、こうして少しずつでも情報を集めていく。単なる〈ＳＴＡＢ〉の駒こまで終わらず、ブレスレス事件の真相を探り、智笑美の仇を自らの手で討つという目的のために。

　データベースで検けん索さくして目当ての資料の在処を確認すると、勇生は立ち上がって閉へい架かに収蔵されている新聞縮刷版の閲えつ覧らん請せい求きゆうをカウンターに出した。

「ちょうど、他の方が閲覧中ですね」

「……そうですか……」

　司書の返答に落らく胆たんする。閉館時間が近い。戻もどってきても、今日中に調べるのは難しいかも知れない。

　ちょうどその時、その縮刷版をカウンターに持参する者がいた。目が合う。

「最近、よく会うね」

　緊きん張ちようする勇生に、学生服姿の若者は笑いかけた。

　確かにここしばらくの図書館通いで幾いく度どとなく見かけた顔だ。確か三、四日前にも同じ資料を求めてかち合った事がある。

　背は優毅と同じくらい高い。だが、彼のような鍛きたえられた筋肉質とはほど遠い。胸板は薄く、肩かたのラインもなだらかだ。短髪で四角っぽい輪りん郭かくと眼鏡の組み合わせが実直そうな印象だった。ただ、顔色がやや悪い。青白いというのではなく、体調を崩くずしているような微かすかに濁にごった色だった。

「俺も調べ物でね。申し訳ない」

「いえ。公共の図書館ですから。お気き遣づかいなく」

　彼から司書を経由して渡わたされた資料を調べ、閉館時間ぎりぎりに出ようとすると、また鉢はち合わせした。男は、図書館ロビーの給水器で喉のどを潤うるおしているところだった。肩には大きめのバッグを掛かけている。

「今、お帰りですか？」

「ああ。君は、中学生かな？」
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　頷うなずく。最近は鍛えているといってもいきなり体格が向上するわけではない。もともと背は高くないし華きや奢しやな方だ。年ねん齢れいは一見で判断できるだろう。

「俺は、関かん陵りよう高校三年の鴨かも志し田だ雅まさ文ふみ。君は？」

　同じ区内の中ちゆう堅けん進学校の名を挙げ、自己紹しよう介かいする。知性と純じゆん朴ぼくさが調和した、人ひと懐なつっこそうな笑顔だ。

「高出水勇生と言います。創倫学院中の三年」

　礼れい儀ぎとはいえ、名乗る時にはいつも些さ細さいな抵てい抗こうを感じる。

　誇ほこりを覚えられない校名にも、姓せいにも。

「そっか。これも何かの縁えんだ。よろしくな、高出水くん」

　レンズの下の目を細め、鴨志田が右手を差さし伸のべてきた。勇生もそれを握にぎりかえす。武道で鍛えた優毅のそれとは違ちがうが、大きく骨張った手だった。

「よろしければ、名前の方で呼んでもらえませんか。勇生、と」

「ん？　そっか。君がそういうなら」

　同じく与えられたものであっても、親と同じ名字よりは固有の名の方がまだ好きだ。本当なら優毅にも同じように頼たのみたいのだが、さすがに同じ発音なので収まりが悪い。

「俺は金きん融ゆう関係の事件を調べてるんだけど、君は？」

「え？　えっと……」

　唐とう突とつな問いかけと「金融関係」という言葉に、勇生は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。

「ああ、言いたくないならいいんだ。ただ、新聞の縮刷版とか何冊も調べてるみたいだったから、何か調べ物があるのかと思ってさ。あれって手間だろ？　もし、ある程度共通したテーマとかだったら分担とかできないかと思ってさ。違ってても、お互たがいがお互いの欲しい情報を見つけたら教えあうとかもできるんじゃないか？」

　図書館を出て、地下鉄の駅までの道を歩きながら鴨志田は提案する。

「確かに助かるかも知れませんね。僕は最近の都内でのテロや殺人事件の資料を調べているんです。個人的な興味というか、野次馬根性で。ただ、毎日図書館に来るわけではないので、お役に立てるかどうか……」

「ああ、いいよいいよ。そんなきっちりした分担とかじゃなくて、気ぃ利かせあう程度でもさ。資料のかち合いを避さける程度でも。勇生くんの内容次第じゃある程度重なるところはあると思うよ」

　穏おだやかで耳に優しいが、大きめでよく通る声だった。

「俺、ジャーナリスト志望だったんだ。金融関係っていっても経済問題じゃなくて、消費者金融がらみで起きてる事件な。強引な取り立てとか、心中とか、最近多いだろ？　そういうの調べてるんだ。だから、結構協力しあえるぜ」

「……そうですね。じゃあ、僕が図書館に行く日はそちらに連れん絡らくしますか？」

　一瞬口ごもった後、勇生は返答する。

「あ、悪ぃ。俺、携けい帯たい持ってないんだ。番号教えてくれると、こっちから連絡するよ」

「そうですか？　でも、僕の方が不規則ですし……」

「俺もバイトとかあるし、タイミング合わせるのも大変かもな。俺の連絡先も一応教えておくか」

　鴨志田が渡した紙片には電話番号と『松倉』という名字が書かれていた。

「親しん戚せきんトコで世話になっててさ。俺の名前言えば呼び出してくれるけど、なるべくこっちから連絡するから。な」

　なるほど。ジャーナリスト向きかも知れない──目を細めて笑う鴨志田に、勇生はそんな感想を抱だいた。人当たりがよく、声も明めい瞭りよう。取材が上手そうだ。人見知りというか、他人に厳しいタイプの自分が、こうしてすぐにうち解けてしまったのだから。

「俺も助かるし、嬉うれしいよ。こういう問題とかって、クラスの連中とか全然関心ないからさ」

「そうですか。僕もです。いえ、事件について調べるのは僕の個人的な事なんですけれど、それとは別にみんな学校全体や社会の事に興味がないっていうか……」

「ははは。普ふ通つう、そうだよな」

　いつの間にか口くち唇びるが尖とがり気味になっていた勇生に、鴨志田は陽気に笑った。口調は明るい。あるいは顔もただの地色なのかも知れない。

「ま、そういう意味でもお互い知り合えたのは幸運だな。得難い仲間ってわけだ」

「はい。そうですね」

「ん。じゃあ、俺はもう少し歩きなんだ」

「はい。ご提案、ありがとうございました。それじゃ」

　大きく手を振ふる鴨志田に別れを告げ、勇生は地下鉄の駅へと下りた。いくつかの路線を乗のり継つぎ、そこからさらに歩いて自宅へ向かう。

　都内でも有名な、古くからの高級住宅街の一角に高出水家はある。

　勇生の父はいくつもの会社を傘さん下かに収めるハイファウント・ホールディングスの社長だ。昔からの地主、名家が多いこのあたりでは数少ない成り上がりである。

「お帰りなさいませ、坊ぼつちゃま。旦だん那な様さまと奥様おくがお待ちでございます」

　出迎むかえた家政婦の大おお仰ぎような言葉遣いには、もう反発する気さえ湧わかない。大時代な言い回しは雇やとい主ぬしである父の趣しゆ味みだ。

　ダイニングには、珍めずらしく両親が揃そろっていた。父の史し朗ろうと、一〇歳さい以上年下の母・操。

　外見は、どちらも立派と言えるだろう。史朗は穏やかな紳しん士し然としているし、操はまだ三〇過ぎでも通じる美び貌ぼうだ。あくまで、外見は、だが。母が美貌を維い持じするための滑こつ稽けいなほどの努力とコストの投下も勇生は知っている。

「僕の分は、部屋に運んでください」

「待ちなさい、勇生。たまに早く帰宅できたんだ。家族の団だん欒らんもいいだろう？」

　史朗を無視して家政婦に告げたが、父の方は見み逃のがしてくれない。渋しぶ々しぶ、勇生もダイニングの席に着く。

　広いテーブルに並んでいるのは、ごく普通の和食だ。ただし、材料は一級品だけを特別に卸おろさせている。おかげで、勇生は舌が変に肥えてしまった。友人と外食しても物が不味く感じられてたまらない。

「最近帰りが遅おそいな。何をやってるんだ？」

「あなたには関係ありませんよ」

「勇生くん、お父様にそういう口の利き方はいけませんよ」

　本人はしっかりした母、上品な家庭の夕ゆう餉げを演じているのだろうが、とてもギャラを弾はずむ気にはなれない大根だ。父にも母にも他に愛人がいる。そして、勇生にはそれが露ろ見けんしていないと思いこんでいる。

　サラダも、煮に魚ざかなも、黙もく々もくと口に運んでも、ほとんど味など感じない。一流のプロが調理しているはずなのだが。

「まあ、創倫だから受験の心配はないが、悪い遊びとか覚えるんじゃないぞ」

　冗じよう談だんめかして史朗が笑う。実際には聞こえていないのに、口元ではくちゃくちゃと咀そ嚼しやく音が鳴っているようにさえ感じる。

「……いい加減止めましょう。こういう無意味な家族ごっこは」

　箸はしを置き、告げる。

「……どういう意味だ、勇生？」

「簡単な内容ですが、ご理解いただけませんか？　お互たがいに敬意も信しん頼らいも、それに愛情もないのに、世間体のために仲がいいふりをするのは無む駄だだと言ってるんです」

「いい加減にしなさい[image: ]　誰のおかげで生活できていると思ってるんだ[image: ]」

「ほら。それが本心だ。お金の話にすり替える」

「金の話なしに社会が回るか？　持たざる者が嫉しつ妬とを潔けつ癖ぺきさにすり替えて自分を正当化する[image: ]　私たちの助けなしには一日だって生きていけない子供なんだ、お前は[image: ]」

　史朗が、椅い子すから腰こしを浮うかす。

　すぐに金銭の影えい響きよう力りよくを持ち出すが、その力の負の側面には無む頓とん着ちやく。いや、充じゆう分ぶん理解して利用していながら、伴ともなう責任からは逃のがれている。そんな父を浅ましいと思う。

　鴨志田との会話を勇生は思い出した。父の資本傘下にある消費者金きん融ゆう「スプリングス・ローン」でも、ソフトで明るいテレビＣＭとは裏腹の違い法ほう寸前の厳しい取り立てが二、三年前に問題になった。あくまで「違法寸前」なので行政処分などはなく、自じ粛しゆくという事で収まったが、要するに隠いん蔽ぺいがより巧こう妙みよう化したという事だ。

　例えば、返済が難しくなった客を別の金融に紹しよう介かいする。表向きは無関係だが、実際には史朗の息がかかった闇やみ金だ。そこで新たに借金をさせ、スプリングスの借金を返済させる。これでスプリングスの営業成績は維持され、厳しい取り立てをする必要もなくなる。しかし、客には闇金からより過か酷こくな取り立てが襲おそいかかるだけなのだ。

　法の内と外で、役割を分けたに過ぎない。

　金融だけではない。強引な買収やマネーゲームで他人を路頭に迷わせるのは史朗にとっては日常の「業務」だ。そうやって苦しめた人間の数を勲くん章しよう扱あつかいするのが、勝者の証だと考え、我が子に隠かくそうともしない。むしろ、見習わせようとしている。

　しかもその上で、善良な父親の仮面も維持したがっている。

「……ま、まあ、お前も年とし頃ごろだ。親や社会に反はん抗こうしたくなる事もあるだろう。だが、私はわかっている。お前は聡そう明めいな子だ。すぐに、世の中の仕組みを理解できる」

「そうよね、勇生くん。あまりお父様に迷めい惑わくをかけては駄だ目めよ」

　呼吸を整え、今度は見せかけの余よ裕ゆうで己を優位に置こうとする。母も追従する。

　もう、嫌いやだ。

　料理に混じっているはずもない砂の味と歯ごたえを感じる。

　狩野ディレクターはできる限り普ふ通つうの生活を続けろという。だが、こんな生活は断じて「普通」ではない。




「おーい、櫂原。帰り、どっか寄ってかねえ？」

「いや、いいよ。ちょっと用事があるから」

　帰りのＨＲが終わると、すぐにクラスメイトの平口が声をかけてきた。優毅は、曖あい昧まいな作り笑いで首を振ふる。

「その……お前さ。家族の事とか気の毒に思う。まだ二か月だしな。けど、少し気持ち切り替える事考えないと参るぜ。最近、何だか顔色も悪いし」

「ああ。ありがとうな」

　心配そうな平口に答え、ちらりと隣となりの席を見る。岬理緒は今日も不在だ。

　以前から彼女は欠席や早退が多かった。優毅自身も所属して、〈ＳＴＡＢ〉に時間が取られるからだとわかったが、同じ立場の優毅よりも休みが多い。現に、昨日も夜の当番で今日は普通に登校できるはずだが、自宅で休養しているのか。

　優毅は日中の当番や徹てつ夜や明けでどうしようもない時以外はできる限り授業に出るようにしているが、それでも他人から見れば休みがちなのは変わらない。平口たちが心配するのもそのためだろう。

　明日の金曜はオフだが、明後日には昼当番がある。今日は身体を休めたい。

　自宅と言っても、優毅が住んでいるのは〈ＳＴＡＢ〉が用意したマンションだ。家族が死に、祖父から受うけ継ついだ家も土地も売ばい却きやくされた。立地が悪くないとはいっても殺人事件が起きた凶きよう宅たくがスムーズに処理できたのは、警察が手を回してくれたからだ。売却益や保険金などは優毅名義の預金となり、諸もろ々もろの手続きも助けてくれた。

　学校と都の中心──〈ＳＴＡＢ〉本部の中間に位置するマンションに帰宅する。

　玄げん関かんの前に、意外な人物が立っていた。

「こんにちは。いえ、もうこんばんは、ですね。優毅さん」

「高出水……くん？」

　グレーの詰つめ襟えりは創倫の制服。黒い学生鞄かばんの他に、大きめのバッグをもうひとつ持っている。

「いきなり押おし掛かけて申し訳ないです。住所や自宅の電話は知っていたんですが、考えてみたら携けい帯たいの番号をお伺うかがいしてませんでしたね。間の抜ぬけた話です」

　確かに最初に会った時から、〈ＳＴＡＢ〉本部や現場で顔を合わせる事は多いがプライベートで話した事はほとんどなかった。優毅の方も、勇生の連れん絡らく先を知らない。そんな情報を交こう換かんするよりも先に、事態の方は急速に進んでいたからだ。

「……それはお互たがい様さまだが……何の用だ？　急ぎでない話なら、明後日は同じローテーションだったはずだ」

「不ぶ躾しつけなお願いをします。何日かで構いません。優毅さんのところに泊とめていただけないでしょうか？」

「……え……？」

　意外で、唐とう突とつな申し出だった。

「ま、まあ、とりあえず中に入ってくれ」

　オートロックを解除し、エレベーターで四階に上がる。思えば、勇生に初めて会ったのも彼がいきなり自宅に訪ねてきたからだった。

「とりあえず入ってくれ。汚きたないところだけどな」

「……確かにそうですね。ご迷惑でしたら、お暇いとましますけど？」

　マンションは１ＤＫの独居者用だ。ベッドやクローゼットなど、最低限の家具も最初から〈ＳＴＡＢ〉が用意してある。

　だが、入ってみると寸法よりも狭せまく見える。脱ぬぎっぱなしの衣類、コンビニ弁当の空き箱やペットボトルが分別されずに詰めこまれたゴミ袋ぶくろなどが、あたりに散らばっているためだ。

「その……。恥はずかしい話だけど、生活にけじめっていうか、締しまりがなくなってな」

　靴くつ下したやシャツを拾い集めながら、優毅は苦笑する。ここに引ひっ越こして二か月近くになるが、掃そう除じや洗せん濯たくをまともにやっていない。下着が足りなくなり、コンビニで慌あわてて買い足した事も一度や二度ではなかった。

　学校と〈ＳＴＡＢ〉の二重生活の疲つかれで、気が回らないせいもある。しかし、それ以上に私生活というものを見失っていた。この部屋は、ただ睡すい眠みんを取るために戻もどる基地のようなものだった。

「僕の方も恥ずかしい話ですけど、父と喧けん嘩かしてしまいまして。実のところ、他に頼たよれる友人もいなくて……」

「あ、そんな事しなくてもいいって。適当に、その辺りに座っててくれ」

「座る場所がありませんよ。もちろん、掃除を手伝ったからって無理にお願いはしません。ひとり暮らしで、〈ＳＴＡＢ〉の仕事もあるんですから、忙いそがしくて掃除や洗濯が雑になるのは理解できますよ。いい事だとは思いませんが」

　勇生には珍めずらしい砕くだけた笑顔で、散らばったゴミを拾ってポリ袋に詰め始はじめる。

「そんな風に言われると逆に断りづらいな。まあ、独り暮らしだし俺の方は別に構わないけど、一応親には連絡しておけよ。心配するぜ」

「心配というか、世間体は気にするでしょうけどね。僕の父は、そういう人間ですよ。家族と言っても……。あ、ポリ袋と総菜のトレイは別にしてください」

「ん？　そうなのか？」

「ポリ袋はプラスティックゴミで、トレイはリサイクル用に回収してるはずです」

「……高出水くん、詳くわしいんだな」

　ひとり暮らしを始めてニか月近いのに、優毅は細かい分別を気にした事はない。ずっと親元で暮らしている勇生に教えてもらうとは思わなかった。

「なるべく父に頼りたくないので……。自分で生活する事を考えて、自治体の公報とかにはひと通り目を通すんですよ。実際にはまだ目処も何も立ってないんですけどね」

　勇生の父が経営する投資会社の世評は優毅も耳にしている。自分に引き寄せて考えても、家族だから無条件に信しん頼らいしあっているとも思わない。

「けど、俺だっていつまでも君を預かっていられるわけでもないんだ。無事って連絡くらいは入れておけよ」

「……そうですね。大事になれば優毅さんにも迷めい惑わくがかかりますし」

　勇生は携帯を取り出し、自宅に連絡した。通話の相手は親ではなく家政婦だったが、優毅も挨あい拶さつして家族への伝言を頼たのむ。

「あの……さっきはごめんなさい」

　携帯を閉じ、勇生は深く一礼する。

「ん？」

「ご家族を亡なくしたばかりの優毅さんの前で、無神経な事を言ってしまいました」

「いいよ。別に気にならなかった。家族って言ってもいろいろあるだろうしな」

　掃除を再開し、優毅は笑った。

　生せい硬こうで性急、強引なところはあるが、筋を通し礼れい儀ぎ正ただしいのは勇生の美点だ。

「ありがとうございます。しかし、お世話になる身で言うのも何ですが、もう少し日ひ頃ごろから清潔にした方がいいです。僕も同じ境きよう遇ぐうですから大変なのはわかりますけど、やはり自分の私生活をきちんとするのが基本ですよ」

　苦笑いしながら、勇生が汚よごれた靴下をつまみ上げる。

「……まあ、そうだな……」

　小一時間掃除をし、どうにか部屋を片づける。

「高出水くん、ありがとう。助かったよ。自分ひとりじゃなかなか掃除なんてしないだろうからな。夕食、どうする？　ピザでも取るか？」

「よければ、僕が作りますよ。台所、貸していただけますか？」

「え……？　まあ、いいけど……」

「作ると言っても簡単なものですけどね。僕も、料理が得意なわけではないので」

　優毅が同意すると、勇生は手際よく鍋なべを取り出して洗い、湯を沸わかす。バッグの中に入っていたパスタを茹ゆで始める。ソースはレトルトパックだ。

「……準備いいな……」

「他人のところに転がりこむんですから、食料ぐらいは持参した方がいいと思ったんです。それに、こんなものでも外食やコンビニ弁当よりはましかと。飲む物も買ってきたので、冷やしておきますよ。……何にも入ってないんですね」

　勇生が空けた冷蔵庫の中にはスポーツドリンクのペットボトルが二本きり。他には食品はおろか、調味料すら入っていない。

「狩野ディレクターの言う事を一〇〇パーセント信じるわけじゃありませんけど、〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして活動する事で自分自身という個人を疎おろそかにしてしまったら本ほん末まつ転てん倒とうですよ。それじゃ利用されて終わりです。むしろ、己をしっかり保ってこっちが組織を利用するくらいの気構えでいかないと……できましたよ。どうぞ」

「あ……ああ、ありがとう。いただきます」

　茹で上がったパスタに出来合いのソースをかけただけの、料理とは言い難い代物だ。それでも、自分の部屋で鍋を使って熱を加え、皿に盛ったというそれだけの事でいつもの弁当とは違ちがう。栄養の補給、空腹の充じゆう足そくではなく、食事だと優毅には感じられた。

　そういえば、この部屋で「いただきます」と声に出したのは初めてだった。

「……美味いな」

「そうですね……」

　無言のまま、ふたりはそれぞれ、パスタを食べる。

「ただのインスタントなんですけど、敬意を持てる相手と一いつ緒しよに食べるのは、幸福なんだと思います」

　どこか寂さびしげに、勇生がフォークを回す。

「カルボナーラか……」







[image: ]







「智笑美さんが、好きだったんですよね」

「クリームとか卵とか、そういう味が好みだったからな。逆に辛からいモンは苦手で」

「ええ。あと、ピクルスが駄だ目めでしたね。サンドウィッチとかハンバーガーに入っていると嫌いやがって、でも、抜ぬかずにちゃんと食べるんです。彼女らしいっていうか……」

　優毅と勇生が出会う前からのふたりの絆きずな。どちらにとってもかけがえのない少女。そして、既すでに失われた命。

　智笑美たちはブレスレス化したクラスメイトに襲おそわれて全ぜん滅めつした。厳密には、全滅ではない。ひとりは新たなブレスレスとなって優毅の家を襲った。更さらに言えば、智笑美の遺体も見つかっていない。三〇余人に及およぶ被ひ害がい者しやが出たが、損そん壊かいが激しい上にブレスレスに生命エネルギーを吸われてＤＮＡ鑑かん定ていすら不可能な者も多く、正確な被害者の数は〈ＳＴＡＢ〉にも判定不能なのだ。

　少なくとも、優毅たちはそう聞かされている。

「智笑美さん、家では料理とかしたんですか？」

「おふくろの手伝いくらいかな？　家の事をやるより、自分の部屋で本とか読んでる事の方が多かったな。後は、ゲームしたり」

「ゲーム、ですか？」

　勇生が意外そうに首を傾かしげる。

「反射神経いまいちだからアクションとかは駄目なんだけどな。パズルとか割と好きだったな。あと、シミュレーションってのか？　牧場とか経営して遊ぶような奴やつ」

「……そうですか。僕には、そういう話をしてくれなかったから……」

「高出水くん、ゲームとか全然やらないだろ？」

　優毅が訊たずねる。勇生はパスタを噛かみながら、無言で頷うなずいた。

「だから、そっちの話題は避さけたんじゃないか。あいつ、そういうところは気を遣いすぎるっていうか遠えん慮りよ深ぶかいところがあったからな」

「でも、残念です。まだ信しん頼らいされてなかったのかな……って」

「あいつは、嫌きらいな奴とか興味ない奴とは話もしないよ。近づかないようにする。むしろ高出水くんの事が好きだったから、話を合わせたかったんだろうし、君に好かれるような真面目な子に見られたかったんだろう」

「それならいいんですけど……」

「学校じゃどんなだったんだ、あいつ？」

「そう言われても、創倫と淑鵬ですからね。知っているのは生徒会交流会とかの時だけですよ」

「それでもいい。話してくれないか？」

「……そうですね。あくまで僕の印象ですけど、決して目立つわけではないですが、人の話をちゃんと聞いて、論ろん旨しをまとめるのが上手っていうのが第一印象でした。会議が脱だつ線せんしそうになると、さりげなく軌き道どう修正してくれて……」

　奇き妙みような感じだった。生きている時には壊こわれ物もののように近づき難かった智笑美の姿が、こうして語らう事で浮うかび上がってくる。

　決して心ここ地ちよいだけではない。砕くだけた塑そ像ぞうの破片を拾い集め、復元するような作業だ。決して元には戻もどらない事を確かめる行こう為いでもある。

　それでも、大切な人の思い出を持ち寄り、継つぎ合わせ、補い合うのは、温かかった。

　櫂原智笑美を、ただ失われた命や復ふく讐しゆうの動機としてではなく、かつて確かに生きていた人間として扱い記き憶おくをわかちあうのだから。

　パスタの皿が空になり、烏ウー龍ロン茶ちやのグラスが乾かわいても、まだ優毅と勇生の会話は続いていた。

「あ、そうだ。合い鍵、渡わたしておいた方がいいな。俺が来るまで部屋に入れないのはまずいだろ。ナンバーキーの暗証番号も……」

「ありがとうございます。ただ、多分明日は優毅さんより帰宅は遅おそくなると思いますよ。図書館に寄ってきますから」

「図書館？」

「ブレスレス絡がらみと思われる事件が、どう報道されているかを調べているんです。僕たちが、直接関わった物も含ふくめて」

　智笑美とは別の、もうひとつの共通の話題。

　鞄かばんから小こ振ぶりのノートを取りだし、勇生は説明を始めた。彼は最初から〈ＳＴＡＢ〉に全面の信頼を寄せていない。むしろ疑いを抱だいているのは優毅も知っている。

「ある程度資料固めが進んだら、ネットに餌えさを撒まく事も考えているんです。真実の断片的なリークに対して〈ＳＴＡＢ〉の情報操作スタッフがどう動くのか……」

「止めろ。危険だ[image: ]」

　相手は警察機構だ。しかも、社会から身を隠かくして危険な任務に従事している組織である。迂う闊かつな挑ちよう発はつは何を招くかわからない。

「承知しています。だけど、〈ＳＴＡＢ〉は僕たちを蔑ないがしろにするわけにはいかない。ハンターは貴重で、簡単に補ほ充じゆうもできないんですからね。正せい攻こう法ほうで訊ねても適当にあしらわれるだけでしょうが、こっちが握にぎっている手札を向こうも無視できない。だったら、多少強引でも向こうを賭かけのテーブルに引きずりだすだけです」

　先刻までとは違ちがう、暗く熱い眼まな差ざしで勇生は告げる。

「……わかった。だが、焦あせるな。俺は高出水くんみたいに頭は良くないけどな。動く時は一いつ緒しよだ」

「優毅さん。それじゃ……[image: ]」

　勇生の瞳ひとみが輝かがやく。

「だから、ひとりで勝手な真ま似ねはするな。調べた事ややろうとしている事は、俺にも話してくれ。いいな？」

「はい。わかりました」

「じゃあ、今日はここまでにしよう。時間も遅いし、そろそろ寝ねよう。目覚ましは七時で。ここから創倫だったらそれで大だい丈じよう夫ぶだよな？　朝飯はどうする？」

　タイマーをセットし、優毅は自分の枕まくらをベッドからソファに移した。

「インスタントの茶ちや漬づけもありますから、それでよければ。あ、僕が床ゆかでいいですよ。居候なんですし」

「飯までご馳ち走そうになったし、主あるじが客よりいいベッドに寝るわけにはいかないさ」

　来客用の布団などないので、夏用の予備を押おし入いれから出して、毛布を足す。

「でも……[image: ]」

「いいから。兄貴の言う事を聞けよ」

「兄貴って……」

「妹の彼氏なんだから、弟みたいなもんだろ」

　ふたり分の寝ね床どこを用意して、優毅は笑った。

「別に年上風吹ふかすつもりはないんだ。いろいろあって普ふ通つうに話す機会もなかったが、縁えんあって知り合いになったんだ。〈ＳＴＡＢ〉のハンターだとか、ブレスレスがどうとかってだけじゃなく、普通の友達づきあいみたいな事も考えようぜ。家を出て、俺のところを頼たよってきたっていうのは、そっちもそういう気持ちがあるんだろ？」

「……そうですね。では、お言葉に甘あまえさせていただきます」

　ぎこちないが、勇生が一礼するのを見て優毅は安あん堵どする。

「じゃあ、電気のスイッチはそっちの手元にあるから頼たのむ」

「はい。お寝みなさい」

　それぞれベッドとソファの寝床に入り、挨あい拶さつを交わして灯あかりを落とす。

　闇やみの中、優毅は考える。

　いきなり訊たずねられたのには驚おどろいたが、彼が来て掃そう除じをしたのはいいきっかけかも知れない。目的も展望もなく、ただ流されるままに〈ＳＴＡＢ〉のハンターになった。勇生のように復ふく讐しゆうや家族の死を、現状を受け入れる理由にするのにもためらいがある。理緒のように己を選ばれた存在だとも考えたくない。

　だが、自分の身近な人を大切に考え、その命を守る──せめてこれだけは拠より所どころにしたい。それさえ簡単に暴力の言い訳に堕だしてしまうし、絶対に正しいとは言い切れないのはわかっている。

　それでも〈ＳＴＡＢ〉での殺し合いは永遠に続くものではない。

　奈槻たちの説明と勇生の推理が正しければ、いつかはブレスレス事件は決着し、自分たちは普通の日常生活に戻もどるのだ。それなら、先走りそうな勇生を押おしとどめ、危機から遠ざける事を当座の目標にしよう。

　憎ぞう悪おでも憤ふん怒ぬでも、復ふく讐しゆう心しんでもなく、彼を死なせない事を。

　クラスメイトがひとり残らず死に、その中のひとりは智笑美を恨うらんで怪かい物ぶつになって両親を殺した。智笑美に近しい人間はもう自分と勇生しか残っていないのだ。

　完全に割り切れる訳ではないが、それが優毅が現状で選べる妥だ協きよう点だった。




　翌日の放課後、優毅は近くのスーパーマーケットに立ち寄った。

　勇生との共同生活が何日になるかはわからないが、その間だけでも自じ炊すいしようと思ったからだ。勇生が持参した食料は、一日か二日分しかない。冷蔵庫は大きいものがあるのだし、そのまま料理を習慣にしてもいい。

「失礼。櫂原優毅くんだね？」

　缶かん詰づめを選んでいると、不意に声をかけられた。

　くたびれたスーツと薄うすいコートの男性だ。背は低いが猪い首くびで筋肉質。目つきが鋭するどい、というより悪い。岩切同様、耳は柔じゆう道どう経験で潰つぶれている。年ねん齢れいも岩切よりも少し上、三〇過ぎというあたりだろうが、どこかくたびれた感じがする。

　こういうタイプは最近何度も会っている。〈ＳＴＡＢ〉の強行班員に雰ふん囲い気きが似ている。しかし、どこか空気が違う。警官特有の傲ごう慢まんさだけではなく、卑ひ屈くつなものを感じさせる。現役ではなく、元警官だろうと優毅は判断した。

「いや、緊きん張ちようしなくていいよ。別に怪あやしい者じゃない。高出水勇生くんの家族から依い頼らいされてね」

　やや背を屈かがめ、露ろ骨こつな愛想笑いを浮うかべながら、男はツナの缶詰を手に取った。買い物籠かごは持っていない。ただ、手の中で金属の低い円えん筒とうを弄もてあそぶ。

　相手に言われ、優毅は自分が身構えている事に気づいた。空手の経験と〈ＳＴＡＢ〉での格かく闘とう技訓練で、敵対する意志には無意識のうちに身体が反応してしまう。

「社長から言こと伝づてを預かっててね。息子の事を宜よろしく頼むと」

　そう言いつつ懐ふところから厚手の封ふう筒とうを出し、強引に優毅の手に握にぎらせる。巧たくみな動きと意外に強い力で逆らえない。中身は恐おそらく紙し幣へいだ。枚数は三〇枚か四〇枚。

　この男は高出水社長のボディガードか、あるいは雇やとわれた探たん偵ていというあたりだ。

「……何のつもりですか？」

「男の子がひとり転がりこんできたんだから、いろいろ物入りだろ？　迷めい惑わく料もコミでね。それで、勇生くんになるべく早く家に帰るように言ってくれれば助かる」

　男は上から手を重ね、優毅が封筒を手放す事を許さない。

「生あい憎にくですが、受け取れません」

　その手を力ずくで解いて、相手に押しつけ返す。単純な筋力は優毅の方が強い。

「俺は友人を泊とめてるだけです。別に迷惑だとか思っていません。あいつは、気持ちに整理がついたら自分の判断で家に帰りますよ」

「つ……っ[image: ]」

　優毅に捻ひねられた手首を大おお仰ぎように押さえながら、男は上うわ目め遣づかいで睨にらめつける。

「あっ[image: ]　す、すみませんっ[image: ]」

　咄とつ嗟さに謝罪の言葉が口を出る。

「君ねぇ、櫂原くん。ご両親亡なくしたばかりでいろいろ大変なんだろ？　素直にもらっておいた方がいいんじゃないかな？」

　萎い縮しゆくしていた気持ちが一気に消し飛んだ。気がつくと、拳こぶしに力が籠こもっている。

　その場で静かに深呼吸を繰り返し、身体の中に生まれて渦うず巻まく余よ剰じようのエネルギーを吐はき出し、冷ます。

　一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬だが、目の前の顔を殴なぐりつけたい衝しよう動どうに駆かられた。

「調査済みってわけですか」

　やはり警官崩くずれの探偵か。しかも一流ではない。はっきり名乗らない癖くせに安易に手の内を明かす。恐らくは昔のコネクションに頼たよって仕事を片づけてきたのだろう。

　相手がしつこく封筒を取らせようとするので、優毅は手を強く握り締しめるしかない。接せつ触しよくを拒こばむ形、敵に攻こう撃げきする形、ただ破は壊かいのための形に。

「高出水氏に伝えてください。本当に勇生くんに話があるのなら、ご自身で出向いた方がいいです、と」

　男を無視し、レジに向かう。諦あきらめたのか、それ以上のアプローチはなかった。

　主婦に混じって列に並びながら、天てん井じようを仰あおいでもう一度呼吸を整える。不快なやり方だった。金を押しつけようとするのは癇かんに障ったが、理解できないわけではない。しかしいきなり尾び行こうし、使いを寄よ越こすのは納得できなかった。

　連れん絡らく先もこちらの素性も伝えてあるのだ。多た忙ぼうかも知れないが、せめてひと言連絡があってもいいはず。これが高出水社長のやり方だというなら、勇生が父親を嫌けん悪おする理由も理解できる。

　その時、ポケットの中で携けい帯たいが震ふるえた。

「もしもし？」

『優毅さん？　僕です。高出水勇生』

「ああ。どうかしたか？」

　騒さわがしい店内だがレジ待ちの列は他人が近い。声を潜ひそめて訊たずねる。

『僕の方からあんな提案をしたのに申し訳ないんですが、今日の夕食、ひとりで済ませていただけますか？』

「俺は構わないけど。高出水君は？」

『図書館で知人と会ったんです。それで、一いつ緒しよに食事をする事に』

「そうか。じゃ、帰る前に一度電話入れてくれ。俺はこれから戻もどるところだから」

『はい。では』

　それだけ言って電話は切れた。

　勇生が帰ったら、さっきの男の事は話すべきだろうか。自分がどうこう言うより、勇生は父のやり方を知っているはずだ。ただ、家を飛び出してきた彼の気持ちに、必要以上の波風を立てたくはない。

　缶かん詰づめやインスタント食品を入れた籠かごが、妙みように重く感じられた。




「はい。では」

　用件を優毅に伝え、勇生は携帯を閉じて振ふり返った。

「用件は、もう済んだのかい？」

「ええ。お待たせして申し訳ないです」

　答えたのは雨う月げつ鎮まもる。去年、創倫中等部で生徒会長を務め、今は高等部に進んでいる勇生の先せん輩ぱいだ。芸術家然とした整って柔にゆう和わな顔立ちで体格も細身だが、均整が取れていて貧弱なイメージはない。隣となりに立っている鴨志田の方がやや猫ねこ背ぜ気味の姿勢のせいもあって、背は高いのに頼りない印象だった。

　今日も図書館で鴨志田と出会い、互たがいに協力しながら資料調べを終え、ロビーで話をしていたら鎮が声をかけてきたのだ。初対面のふたりをそれぞれ紹しよう介かいすると、鎮が食事に誘さそってきたのである。

「まあ、申し出はありがたいけどな。正直、俺は会ったばかりの君にメシをご馳ち走そうになる理由がない」

　困った表情で、鴨志田が頭を掻かく。彼は高校三年生で、鎮は一年。年下に奢おごられる事への戸と惑まどいや不満を隠かくそうともしていない。

「ご迷めい惑わくでしょうが、僕のプライドと虚きよ栄えい心しんを満たすお手伝いをしてください」

　肩かたを竦すくめ、冗じよう談だんめかして鎮が笑った。

「はっきり言うね、雨月くん」

「良心とか、ノブレス・オブリージュと言っても同じ事ですよ。自身の良心が満たされる事は僕にとっては素晴らしい喜びだけれど、他人にとってそれは何の価値もない。相手が受ける具体的なメリットは、副次的なものでしょう。ある種、ギブ・アンド・テイクが成立していると言ってもいい」

　そう言いながら、鎮は先に立って歩き始める。鴨志田と勇生も後に続き、一〇分ほど歩いてたどり着いたのはステーキハウスだった。

「ちょっと意外ですね。雨月さんのイメージだと、渋しぶい店構えの蕎そ麦ば屋とか、そういう路線を想像していました」

「おいおい。僕だって高校生だよ。そんな枯かれたイメージで見られるのは心外だな。ボリュームのあるものだって好きさ。ここはブランド肉じゃないけど、国産を使っていて値段の割には美味おいしいんだ」

　まず鎮が、次いで勇生が一五〇グラムのカットステーキセットを注文する。鴨志田のオーダーはいちばん安いチキングリルだった。

「遠えん慮りよしなくてもいいんですよ。さっきも言った通り、僕の自己満足なんですから。それに、せっかくビーフステーキが売りの店です。看板料理を味わっていかないと」

「チキンでいいよ。しかし、それって面白い考え方だな」

　鴨志田が小首を傾かしげた。レンズの下で、目が微び妙みように細められる。

「世の中のためとか他人のためとかっていうのも、結局は『善行すると気持ちがいい自分のため』なんだと思います。というか、そう考えた方が精神衛生にいいんですよ。見返りを期待するんじゃなく、完全なエゴイズムです。だけど、多くの人間がそういうエゴイストになれば、世の中はもうちょっとましになるんじゃないでしょうか？」

「理想論だな。人間、そこまで善良な連中ばっかりじゃない。いい事をするのはむしろ恥はずかしくてかっこ悪いって思ってる連中の方が多いし、自分の欲望や都合が優先、他人は後回しってのが普ふ通つうだ」

　ウェイトレスが運んできた水を一気に飲み干し、鴨志田は鎮に答えた。

「ええ。理想論──空論ですよ。けど、そうなったらいいと思いませんか？　全ての人間が、他人や社会に貢こう献けんする事を自らの喜びとする。自発的な感情、自分自身の内なる欲求として、ね」

　確かに理想論なのだろう。ただ、奇き妙みような理想論だと思う。

　以前、勇生は〈ＳＴＡＢ〉での事で悩なやみ、たまたま再会した鎮に相談を持ちかけた事がある。もちろん具体的な事実には触ふれず、抽ちゆう象しよう的てきにぼかした形ではあるが。その時も似たような事を言われ、感かん銘めいと違い和わ感かんを同時に覚えていた。

　ほどなく料理が運ばれてきた。黒い鉄のプレートの上では分厚い肉が脂あぶらの爆はぜる音と香こうばしい香かおりを撒まき散ちらして勇生の食欲を刺し激げきする。

「さあ、熱いうちに」

　鎮に勧すすめられ、ナイフを入れる。スムーズに切れた断面から肉にく汁じゆうが溢あふれ、鉄板の上で新たな音を奏でる。

「どうだい？　高出水くん？」

「美味しいです。柔やわらかさと歯ごたえがあって、肉汁が豊富で……」

　自然に賞賛の言葉が湧わいてくる。門歯犬歯でほどよい抵てい抗こうの後で切れた肉を、奥おく歯ばで噛かみしめるとジューシィな風味が口中に広がった。オーソドックスなオニオンソースも、柑かん橘きつ類の隠し味あじが全体を引き締しめている。素材が優すぐれているだけではなく、丁てい寧ねいな仕事を感じさせ、しかもボリューム感のある皿だった。

　自宅での空くう疎そな食事とは違ちがい、鎮や鴨志田と一いつ緒しよなのも美味の理由だろうが。

「そうだろう？　連れてきた甲か斐いがあるよ。胡こ椒しようの香りも抜ばつ群ぐんだろ？」

「ええ。そうですね」

　言われるまで気がつかなかったが、確かにブラックペッパーもありきたりなステーキとは違う。鮮せん烈れつなのに、刺激的すぎない。多分、新しん鮮せんな挽ひきたてのものをぎりぎり量を抑おさえているのだ。

「創倫に通うような皆みなさんはグルメでいらっしゃる」

「気に障ったのでしたら失礼。ですが、さっきも言った通り僕の自己満足ですから。鴨志田さんも素直に味わってください。ジャーナリスト志願なら、自分の五感で感じた事を表現するのが仕事でしょう？」

「言うね」

　一いつ瞬しゆん苦笑を浮うかべた鴨志田が、すぐに真顔になる。

「九〇年代以降、働き盛りの中高年の自殺が増えてるんだ。俺が調べてるのは、そういう事と繋つながっている」

　警察省の資料によれば今世紀に入ってから年間自殺者数は三万人を超こえる。そのうち一万二千から三千は四〇代から六〇代。動機別の分類では、全自殺者の三分の一が経済的問題や職場の悩みだという。

　メモの類を見る事もなく、鴨志田は細かい数字を列挙した。

「現実には、君が言うみたいに良心の喜びを満たそうとする奴やつなんてほとんどいない。他人を陥おとしいれたり、蹴け落おとしたりして……死なせても平気な連中ばかりさ。結局、善意とか良心とか考えている人間が先に食い物にされる。狡こう猾かつな奴がのさばるってわけだ」

　厚いチキンの胸肉を、食べずに執しつ拗ように切り分ける。ほとんど手だけが自動的に動いているようだった。

「胃が痛くなるような話ですね。食事の席向きじゃない」

　苦笑しつつ、鎮は付け合わせのグリーンアスパラガスを口に運んだ。ゆっくりと咀そ嚼しやくし「うん、美味い。新鮮だ」と小声で呟つぶやく。

「ですが、鴨志田さん。それが現実として、あなたはそれでいいと思ってるんですか？」

「違う」

　ようやく小さく切り分けたチキンにフォークが刺ささる。

「……君とは違う。高こう邁まいな理想なんか語るつもりはないさ。ただ、今よりももうちょっとましな世の中になれば……そう思ってる。ずっと思ってた」

「僕も、同感です。身近なところから、社会に関かん与よする方法はあると思います」

　勇生も答えた。

　社会全体と言われると手に余る。だが、己の周りだけ見回しても悪意や不正、怠たい惰だも欺ぎ瞞まんも溢れている。例えば〈ＳＴＡＢ〉。例えば父親。

　思えば智笑美と親しくなったのも、お互たがいの学校にあるいじめなどを無くそうという事で意見が一いつ致ちしたのがきっかけだった。

　その智笑美も、今はいない。

　彼女の仇かたきを討つために、今の自分は〈ＳＴＡＢ〉という超ちよう法規的組織に身を置いている。矛む盾じゆんだった。しかし、その矛盾の中でしか目的は果たせない。

　自己の良心の充じゆう足そくだけを目指す鎮は、ある意味で達観しているのだろう。だが、勇生はその境地には到とう達たつできない。もっとリアルな、触れられる範はん囲いに懸けん命めいに手を伸のばして何かを成そうとする鴨志田の方に共感する。

　できる事は小さくても。

「別に僕のもそんな立派な話じゃない。言った通り、他人を幸福にするのも世の中を良くしたいと思うのも、僕自身のエゴ。趣しゆ味みみたいなものだからね」

「気楽でいいね」

　目を細めステーキを噛かむ鎮に、鴨志田の言葉は冷れい淡たんだった。その場の空気が鼻から侵しん入にゆうしてきて肉の味を落としているように勇生には感じられた。







第二章　囚われ人たち







「ただいま」

「お帰りなさい。出動は？」

〈ＳＴＡＢ〉での待機を終えて夜に帰宅した優ゆう毅きを、勇ゆう生きが床ゆかに座ったまま振ふり返って出迎むかえる。ノートパソコンを広げたガラスのテーブルが低いため、やや前のめりの猫ねこ背ぜ気味の姿勢だ。

　着き替がえは何着も持参していないので、優毅の予備のスウェットを部屋着にしている。体格が違ちがいすぎるので弛ゆるんだ袖そでを捲まくって押おさえているのが、どこか滑こつ稽けいだった。

「今日はなかった。それより、机使えばいいのに。それじゃやりづらいだろ？」

　制服のネクタイを緩ゆるめる。

「あそこは優毅さんの場所でしょう？　僕は居候ですからね。それに、この姿勢も慣れるとそんなに辛つらくありませんよ。優毅さんも、どうですか？」

　コーヒーのカップを掲かかげる。中身はインスタントだ。勇生が押し掛かけてくるまで、この部屋にはそれさえ常備してなかった。

「……考えてみりゃ帰ってきた時、家に誰かいるなんて妙みような感じだな……」

　微び笑しようしながら、優毅は上着をハンガーに掛けた。これも、ひとりの時には脱ぬいだまま適当に放りっぱなしにする事が多かった。自分以外の人間がいるだけで、習慣が引き締しめられる。

　勇生が来るまでは「ただいま」の挨あい拶さつさえない、無言の帰宅だったのだ。灯あかりも音もない部屋に、ただ睡すい眠みんのために戻もどるだけだった。だが、今は違う。単なる生命の維い持じではなく、人間らしい生活をしているような実感がある。

「僕もですよ。帰っても家政婦さんしかいないと、何か寒々しい感じがしてました」

「家が広いから余計に、か？」

「そう言うつもりはないですけどね。どうぞ」

「お、サンキュ」

　湯気を上げるマグカップを差し出され、優毅は素直に受け取った。

　インスタントだから、〈ＳＴＡＢ〉喫きつ茶さ室のオートドリッパーに比べても香かおりも味も下だ。それでも温かく、胸に染みる。

　優毅と勇生が一いつ緒しよに暮らして、五日が過ぎた。その間、〈ＳＴＡＢ〉の勤務が何度かあったが、ブレスレスの発生と出動はなかった。

「ディレクターが笑ってたよ。一緒に住んでると連れん絡らくの手間が省けるわねってさ」

「まあ、緊きん急きゆう召しよう集しゆうがあっても一か所でふたりですしね。確かに合理的ではあります」

　深夜に複数のブレスレス事件が同時発生した場合など、待機中のハンターに召集がかかる事もある。その際、コンディションや〈幻銃ガン・フアントム〉の威い力りよくも考こう慮りよされるが、独居者が優先される。家族にも〈ＳＴＡＢ〉の存在を秘ひ匿とくしている以上、親と同居している家にパトカーが駆かけつけるのは目立つからだ。もっとも、そこまで切せつ迫ぱくした事態はこれまでにも一、二度しか発生していないが。

「夕食は、どうしますか？」

「本部で喰くってきたよ。高たか出いず水みくんこそ、まさか俺を待って腹空かしてたとかじゃないだろうな？」

「僕も、もう済ませました。でも、あそこのは基本的にインスタントか冷れい凍とう食品ばかりですからね。小腹は満たせても、栄養面では問題ありますよ。野菜ジュースかサプリメントでも構いませんから、意識的にビタミン類を補うようにしましょう」

「そ、そうだな」

　優毅は戸と惑まどう。

　外食では腹が膨ふくれれば細かい事は気にしない方だし、家での食事はずっと親任せだった。今もひとり暮らしではずっと雑な食生活だった。勇生が来るまで栄養の事など気にした事はなかったのだ。

「お風ふ呂ろは、どうしますか？」

「いい。出る時、向こうでシャワー浴びてきたから。晩飯も喫茶室で済ませてきたし」

「そうですか。バスルーム、洗っておきましたよ。シャンプー、そろそろ買い足した方がいいですね」

「ありがとう。助かる」

　前の家にいた頃ころは、浴室の掃そう除じなんて時々手伝いを命じられてやったくらいだ。無む駄だに広い庭の草取りは優毅の仕事だったが。ここに来てからもシャワーしか使わない事もあって、手入れは滞とどこおりがちになっていた。〈ＳＴＡＢ〉の勤務がある日は別にしても、勇生はそれをほぼ毎日隅すみ々ずみまで洗ってくれる。

「それと、シーツも洗せん濯たくしておきました」

「え？　シーツって……」

　さすがに予想外の言葉に、優毅は目を丸くする。

「乾かん燥そう機もあるんだし、やってみるとそれほど手間じゃなかったですね。着ているものを勝手に洗うと嫌いやがるかと思ってシーツだけにしたんですが……ご迷めい惑わくでしたか？」

「い、いや。助かるけどさ。俺、どうしてもその辺は無精だから」

　返答に困り、思わず頭を掻かく。

「別に、そこまで気ぃ遣わなくてもいいのに。母親とか奥おくさんじゃないんだぜ」

「そ、そういうつもりじゃありません[image: ]　僕は居候している身として、少しでも恩返ししたいのと、優毅さんも生活のメンテナンスに配はい慮りよすべきという考えから……[image: ]」

　今度は、勇生の方があからさまに狼ろう狽ばいした。

「智ち笑え美みも苦労しただろうな。結けつ婚こんしたら、毎日窓のさんに埃ほこりが溜たまってないかとかチェックされたりしてな」

「そんな事しませんよ[image: ]　ぼ、僕は……。家事は夫婦で公平に分担すべきだと思ってますし……っ[image: ]」

　顔まで赤くなっている。

「冗じよう談だんだよ」

　自然に笑いがこみ上げてきた。優毅自身朴ぼく念ねん仁じんな質たちだが、勇生の生真面目さはそれ以上だ。学校と〈ＳＴＡＢ〉と自分の調べ物、忙いそがしい中で時間を作って家事をこなしているのはありがたいが、まだ遠えん慮りよがちなところもあるし、ちょっとした言葉にも過か敏びんに反応する。

　優毅にしても、ひとりきりなら智笑美の事をこんな風に話すまでにはまだ時間がかかっただろう。

　誰かがいる事は、救いだ。だから失いたくない。勇生を守る事を、目的だと思える。

「……高出水くん、少しリラックスした方がいいぜ」

「そうですか？　自分としては当然の事をしてるだけのつもりですけど？」

　本気できょとんと目を丸くする勇生に、優毅はコーヒーを吹ふき出しそうになった。

「まあ、確かに人にはよく堅かたすぎるとか言われますけど……」

「冗談じゃないなら、少し自覚した方がいいぞ。俺も、前に空手の師し匠しようにも言われた事がある。必要な時に強い力を出すには、脱だつ力りよくしているのが肝かん心じんだって。案外、ディレクターが普ふ通つうの暮らし続けろっていうのも、それが理由かも知れないな」

　ソファに座り、中身が半分になったカップをテーブルに置く。

　テレビのスイッチを入れると、夜のスポーツニュースだった。

　事件以来、テレビを楽しむ余よ裕ゆうもなくなっていたが野球やサッカーなど、格かく闘とう技以外のスポーツを見るのは好きだ。

「高出水くんは、テレビとか見るのか？」

「普通に、ニュースとか、ドキュメンタリーとかくらいは」







[image: ]







「それ、中三としちゃあまり普通でもないぜ」

「智笑美さんにも言われた事がありますよ。バラエティ番組の話題を振ふられて、全然受け答えできなかった時に」

　苦笑だった勇生の眉まゆ根ねに、一いつ瞬しゆん不快そうな皺しわが浮うかぶ。視線が画面に向いていた。映っているのは、今日のプロ野球の結果。ジャイアンツが勝っていた。

「高出水くん、アンチ巨きよ人じんだろ？」

　思わず笑みがこぼれた。

「あまり野球には興味ありませんけど、強いて言えばそうですね。それが何か？」

「いや。らしいなって思ってさ。俺も、あまり好きじゃないけど」

　出会ってからまだふた月足らずというせいもあるが、一いつ緒しよに暮らすと〈ＳＴＡＢ〉だけではわからない勇生の一面を知る事ができた。まめなだけではない。生魚や椎しい茸たけが苦手だったり、時々寝ね言ごとを言ったり。間食はあまりせず、コーヒーと一緒に甘あまいものを少々嗜たしなむ程度。

「……俺のところは両親どっちもひとりっ子だし、東京生まれの東京育ちだから経験ないけど……歳としの近い親しん戚せきが遊びにきたりするってのは、こんな感じなのかな」

　慎しん重ちように「子」という言葉を避さける。

「そうかも知れませんね。僕の方は親戚が少ないわけではないですが、田舎に遊びにいったり、泊とまりに来たりした事はありませんし」

　経済的に成功した高出水史朗の元には、数多くの親類縁えん者じやが金を無心にやってきた。ある者は卑ひ屈くつに、またある者は情に訴うつたえ、別の者は半ば脅おどしのように。そんな連中に対して、史朗は有用と見れば恩着せがましく貸し付け、価値がないと見ればどれほど近い仲であってもあっさりと切り捨ててきた。

「僕は、小学生の頃ころからそんな現場を何度も見てきたんです。父は、意図的に僕にも立ち会わせているような節もありましたね。利用価値がある人間とそうでない人間を区別させ、親類の情に流されない術を学ばせるために。あるいは、親戚が僕に泣きつくのを防ぐ意図もあったのかも知れません。……本当に、軽けい蔑べつすべき人間ですよ」

「だけど、いつまでも俺のところにいちゃいけないぞ」

「やっぱりご迷惑ですか？」

「そうじゃない。確かに、ああいう親なら腹も立つだろうが、ずっと逃にげてるわけにもいかないだろ」

　史朗から遣つかわされた探たん偵ていの事は勇生にも伝えてある。コンタクトがあの一度だけというのが奇き妙みようと言えば奇妙だが、しつこく迫せまられるよりはずっといい。

「そうですね……。でも、今の調べ物に目処が立つまでは、お願いできませんか？　優毅さんにも知っておいてもらいたい事ですし」

　ノートパソコンを動かし、勇生自身も優毅に肩かたが触ふれそうな位置に移る。画面に映っているのは、検けん索さく画面だった。

「ネットで大まかな検索をして、雑誌や新聞のバックナンバーを調べて、そこで拾ったキーワードをもう一度検索にかけて……そういうプロセスを何度も繰くり返して、時には無関係かも知れない情報にも当たってみました」

　解説しながら、勇生はいくつかのページを開いてみせた。

「目もく撃げき者がほとんどいない大量殺人。未成年者による犯行。それらを中心にピックアップしてみました。ほぼ一年前から、明らかに頻ひん度どが上がっています」

　次に提示したのは、勇生自身がデータをまとめたグラフだった。横よこ軸じくが二年前からの各月、縦たて軸じくは事件の発生件数だ。

「この件数って高出水くんが選んだんだろ？　間ま違ちがってるって危険性もあるよな？」

　あまりに急激な折れ線の上じよう昇しよう角に、優毅は疑問を挟はさむ。

「ええ。自分ではなるべく明確な基準で機械的に処理して、主観が混じらないようにしたつもりです。未成年者による殺人と、三人以上の被ひ害がい者しやが出て、しかもスピード解決した事件に限定したグラフにしました」

「スピード解決？」

　予想外の単語に、語ご尾びが上がる。

「見てください。これが確実にブレスレス絡がらみだとわかっている事件のリストと、新聞記事です」

　淑鵬女学院や櫂かい原ばら家の事件に始まり、先日のバイク化したブレスレスまで。優毅や勇生が現場に立ち会ったり、ハンター仲間から出動の話を聞いたものなどが一覧表にまとめられていた。

　新聞報道ではそれらは全て普ふ通つうの事件や事故として扱あつかわれているが、容疑者不明のまま長引いたものはない。どれも即そく座ざに犯人が逮たい捕ほされ、あるいは射殺されたり逃とう走そう中の事故で死んだという扱いになっていた。

「偽にせ情じよう報ほうは流したい。だけど、本当はこの世にいない犯人がいつまでも逃げ続けて市民が不安を覚えるのは避けたい。未決事件ならマスコミも警察発表だけじゃなく独自調査を進める。だから、こういう形になりがちなんでしょうね」

　全く実在しない架か空くうの犯人がでっち上げられている可能性も、勇生は指し摘てきした。

　大量殺人や猟りよう奇き事件ではマスコミも犯人の過去を追求するが、犠ぎ牲せい者しやがひとりかふたりで金目当ての強ごう盗とう殺人のようなわかりやすい動機を与あたえられたケースは、報道もすぐに収束する。

「ブレスレスのせいで見かけの殺人事件数が増えている事そのものが、真相の隠いん蔽ぺいに役立っているんです。個々の事件のニュースバリューが相対的に低下していますから」

「……俺には、そこまで考えられなかった……」

　勇生の知性と意志に圧あつ倒とうされる。

「図書館であった鴨かも志し田ださんの話はしましたよね？　彼は、ジャーナリスト志望としてそういう風潮に疑問を抱いだいてましたよ」

「まさか、その人に話したのか!?」

　思わず、優毅は身を乗り出す。

　鴨志田雅まさ文ふみという高校生の話題は、食事時の雑談などで何度か出ている。聞いた限りでは生真面目で潔けつ癖ぺきな美質を持ちながら、全体的な雰ふん囲い気きは砕くだけていて親しみやすいという。

　勇生が真面目と評するのだから、多分その通りなのだろう。

　学校や級友に良い感情を持っていない勇生の口に上る数少ない「友人」だ。他には、去年生徒会長だったという先せん輩ぱいくらいしかいない。もっとも、あまり友達がいないという件に関しては、優毅も他人の事を言える立場ではないが。

「〈ＳＴＡＢ〉やブレスレスに関して、具体的な事は何も話してませんよ。事件の資料調査のコツとか、いろいろ教わっただけです。安易に巻きこむような真ま似ねはしません。僕だって、それくらい考えてます。ただ、真実や正義のために行動しようとしている時、ジャーナリストを志している人を蚊か帳やの外に置くのはむしろ失礼でしょう」

「……その、真実や正義ってのはやめろよ」

「優毅さんは、僕が間違っていると考えているんですか？」

　語気が強まる。

「そうじゃない……そうじゃないが……。慎しん重ちようになろうって事だ」

　勇生の言う事も、理性では理解できる。だが、激情を正しさと混ぜ合わせ、両手を血で濡ぬらした経験を持つ優毅は二の足を踏ふむ。

「もし、何か行動を起こすとしたら、事前に優毅さんには相談しますし、鴨志田さんにも紹しよう介かいしますよ。僕は、同志のつもりですから」

　同志という硬こう質しつで非日常的な言葉を、勇生はさらりと口にする。

「高出水くんは、智笑美とも同志のつもりだったのか？」

「そ、それは……。半分はそうですけど……。お互たがいの学校のために……」

「要するに半分は普通に男と女で好きになったって事だろ。そういう言葉に全部押おしこめるのはやめろよ。普通に縁えんがあって知り合った、仲良くなった、共感したとかでもいいだろ。例えば、俺と高出水くんだってそうだ」

「……それも、わかります」

　うろたえながら肯こう定ていする勇生に、優毅も胸を撫なで下ろす。

「鴨志田さん、少し優毅さんに似てますね。顔とかじゃなくて、雰囲気が。お会いすれば話があうんじゃないですか？」

「遠えん慮りよしとくよ。俺、図書館とか苦手だからな」

　聞いた印象では、自分よりもむしろ勇生自身に似た性格だと優毅は感じていた。知的で、行動力があって、正義感が強くて──。

　己の力を揮う事に怯おびえて、何事にも二の足を踏んでしまう優毅とは違ちがう。

「今は〈ＳＴＡＢ〉が忙いそがしくて時間が取れませんし、鴨志田さんもバイトがあるって言ってましたからね。いつか優毅さんにも紹介しますよ。僕の友人として。優毅さんが言う通り、縁があったんですから」

「そうだな」

　ただ、学校に通って授業に出るというだけではない。〈ＳＴＡＢ〉とは別に維い持じするべき普ふ通つうの生活というのは、友がいて、食事を美味おいしいと感じ、掃そう除じや洗せん濯たくに煩わずらわされる事なのだろう。

「一応、パラメータを変へん更こうしたグラフもあります。多少の変化はありますけど、基本的な形は変わりません。それに、これです」

　話を戻もどし、勇生がパソコンを操作する。画面に現れたのは、ネットには疎うとい優毅も名前を知っている巨きよ大だいＢＢＳ群のログだ。

「ほとんど信しん憑ぴよう性せいゼロの思いつきや、自じ称しよう関係者の作り話です。ですが、多少なりとも真相に近づきそうな話が出ると、それの価値を下げるような書きこみがある。恐おそらく〈ＳＴＡＢ〉の情報操作でしょう。ただし、ごく希には事実に近いものもあります。もちろん、ただの偶ぐう然ぜんかも知れません。だけど……」

　勇生に顔を付けるほど近づいて、画面をのぞき込む。

「あれだけ事件が起きてるんだ。目もく撃げき者を完全にゼロにするのは無理だろう」

　断片的なキーワードが目に付く。

　黒い装備の特とく殊しゆ部隊。短たん剣けんのマーク。怪かい物ぶつ駆く除じよ──一部は、優毅のクラスメイトも口にしていたものだ。

「文体に癖くせがある書き込みもいくつかあります。多分、〈ＳＴＡＢ〉は真実に近い情報を流している相手をアクセス禁止にしたり、拘こう禁きんしたりはしていない。下手に素性を探ったり圧力をかけたりして藪やぶ蛇へびになるのを恐れているんでしょうね。だから、クズ情報に紛まぎれさせながら、人間そのものは放置する」

　抑おさえてはいるが、勇生の声はひと言ごとに力が、熱が、意志が増していく。

「この発言者に接せつ触しよくできたら……〈ＳＴＡＢ〉本部が気づいていないのなら、僕たちにとってアドバンテージになるかも知れないんです」

「……そうかも知れないが、焦あせるなよ」

　勇生の真っ直ぐさが、優毅を不安にする。

「目的はブレスレスに復ふく讐しゆうする事だろ？〈ＳＴＡＢ〉と敵対する必要はない」

「ただ従順に従うつもりもありません。〈幻銃ガン・フアントム〉についてもブレスレスについても、上層部は隠かくし事ごとをしている。ただ言いなりに使われるだけの駒こまで終わらないためにも、独自に情報収集をしたり、向こうに対たい抗こうできる手札を用意しておくべきなんです」

　勇生の強い意志と行動力、それに知性には驚きよう嘆たんする。

　だが、この性急さは危うい。

　やはり何とかフォローしてやらなければ──優毅はそう思う。

「優毅さん。〈ＳＴＡＢ〉のエンブレムやコードネームをどう思いますか？」

「どうって……前に説明は受けたが……」

　コードネームは不法に参加させている未成年者の素性を隠すため。エンブレムは、揃そろいの戦せん闘とう服で顔もヘルメットで見えないので個人の識別のため。

　しかし、勇生はこの理由に納得していない。

　例えばカルト集団ではメンバーに新しい名前を与あたえる。それまでの生活で培つちかったアイデンティティを切り捨て、教義を受け入れやすくするためだ。名前を失う事は自我や誇ほこりを失う事。軍隊で、新兵を訓練する際に侮ぶ辱じよく的な渾あだ名なをつけたり、捕ほ虜りよを番号だけで呼ぶのも同じ理由である。

　だが〈ＳＴＡＢ〉で与えられる星の名は単純にそういう目的だとも思えない。ＩＤに本名が記き載さいされるのは当然としても、可能な限りハンターになる前の学校生活も継けい続ぞくする事が推すい奨しようされているのだ。

　コードネームが、〈ＳＴＡＢ〉への帰属意識を高めるためなら、これは不自然だ。ただでさえハンターの絶対数は不充じゆう分ぶんだというのに。

「それに、あのエンブレムです。ブレスレスに関する情報や〈ＳＴＡＢ〉の全容について、僕たちにも教えていない事がある。それだけ秘ひ匿とくに気を遣つかっているのに、あのエンブレムは目立つ。区別のためなら、ただの番号だけでもいいのに」

「確かにな……」

　目立つまい、情報を外に出すまいとする〈ＳＴＡＢ〉の基本方針と、派手なエンブレムは矛む盾じゆんする。制服もそこそこ人目を引くが機能から決定したデザインだし、バイク用のツナギとプロテクターに見えない事もない。現に優毅は最初にベネトナーシュを目撃した時、奇き妙みようだとは思ったがそれ以上に追求する気は起きなかった。

「あれにもきっと裏の意図があるんです。僕は、コードネームは受け入れた。だけど、ただ〈ＳＴＡＢ〉のアルゴルとして操られるつもりはない。櫂原智笑美の仇かたきを討つためにブレスレスと戦う高出水勇生である事を忘れないし、捨てません」

　真っ直ぐに画面を見つめながら、勇生はマウスを操作し続けた。




　万全のセキュリティを謳うたい文もん句くにしていても、一いつ般ぱんの建物などたかが知れている。特に、専門家の手にかかれば──そう自負していたのだが、このマンションは妙みようにガードが堅かたく、常じよう駐ちゆう警備員や管理人の目が厳しい。

　ブルーグレイのツナギの襟えり元もとを抑えながら、中年男は正面玄げん関かんの前から八階建ての建物を見上げた。工具箱を手に電気工事の作業員を装い、身分証も用意しているがもちろん本物ではない。男の本職は興信所調査員。つまり、探たん偵ていだ。

　家を飛び出した我が子の身辺の監かん視しと警護だけではなく、一時逗とう留りゆうする友人の部屋にまで盗とう聴ちよう器を仕し掛かけるのがクライアントの望みだった。調査対象は午後七時じ頃ごろに帰宅し、部屋の主も先刻戻もどってきた。本来なら、機械による盗聴で詳しよう細さいに監視しなければならないのだが、まだ仕掛けが出来ていないので、今は外から窓の灯あかりと出入り口を確認するのがせいぜいだ。

　この時間だと、この車が停まっているのも不自然だ。なるべく早く交代要員に来てもらった方がいい。その上で、明日こそどうにかして盗聴器を仕掛けなければ。

「……ったく。若い奴やつは子供の使いも満足にこなせねえんだからな」

　ほとんど音を出さず、口の中だけで呟つぶやく。

　数日前、若い社員が目的のマンションの住人・櫂原優毅に接触した。本当なら、その時に高出水社長の意向を伝えて金を手て渡わたし、そのまま彼自身に盗聴器を仕掛ける算段までつけるはずだった。それが、相手に現金の受け取りを拒きよ否ひされてそのまま戻ってきたのである。

　去年まで制服を見せてＩＤさえ出せば相手が平へい伏ふくするという仕事をしていた若造だ。そのやり方が通用しない状じよう況きようにはまだ不慣れなのだろう。

　率直に言うと、櫂原という高校生に金銭を渡わたすというやり方が賢けん明めいとは思えないが、依い頼らい人にんの命令だから仕方がない。警察時代の上司に誘さそわれ、この仕事に就いて三年。高出水社長の依い頼らいを受けた事も多いが、あの人は無理矢理であれ金を与える事と恩を着せる事はイコールで、それだけで相手に影えい響きよう力りよくを及およぼせると考えている節がある。

　それでも、依頼は依頼だ。取りあえずは監視を続けるか。

　そう考えて状況報告のため携けい帯たい電話に手をかけようとした時──。

「──さん」

　不意に、名前を呼ばれた。なるべく自然に、周囲への警けい戒かいを怠おこたらないようにしながら声の方を振ふり返る。

「岩いわ切きり？　久しぶりだな？」

　顔もそうだが、何よりまず体格に見覚えがある。警官としても大おお柄がらな岩切とは、現役時代に何度か仕事をした事があった。

「申し訳ないんですが、ここから立ち去って頂けますね」

　形式だけは質問だが、明らかに返答を期待していない。懇こん願がんでもない。

　命令だ。相手に強制力を発する事に慣れた者の、ごく自然な口調。

「仕事だって事はわかってます。誰から依頼されたかも。ですが、もう話はついてますんで。そちらの社長に問い合わせてください。あいつらの監視も安全の確保もこっちでやります。報告書もそれらしいモンを作りますから、クライアントにそのまま渡してくれればいいですよ」

　上を指差し、岩切は大きめの口をへの字に曲げる。

　まるでタイミングを測ったかのように携帯が震ふるえた。出ると、相手は社長。岩切から受けた説明と同じだった。

「……岩切……お前、今どういう事件扱あつかってるんだ？」

　事前に調査した限りでは、高出水社長の息子もあの部屋の主も、犯罪に関かん与よしている様子はない。櫂原という少年は事件に巻きこまれて家族を失っているが、どちらの事件も犯人は特定され、捜そう査さも済んでいるはずだ。

　ただ、昔のコネを使って調べた際に多少妙な臭においを嗅かいでいた。

　資料は整い、不ふ審しんな点はなかった。だが、優等生的すぎる。本物の事件というのはもっと理り不ふ尽じんで割り切れない要素が混ぜこまれているはずなのに、それが感じられなかったのだ。まるで現物ではなく、精密に組み立てられた事件の模型だ。その時は自分が捜査の現場に居合わせず、人づてに聞いたからが故の違い和わ感かんだと思ったが。

「自分の、今の所属に関しては外の方には教えられません。まあ、今日は使いっ走りみたいなモンですけどね。とにかく人手が足りなくて」

　表情が苦い。何かを隠かくしている顔だ。逮たい捕ほ術や射しや撃げきは一級だが、聞きこみや尋じん問もんのようなメンタルでデリケートな事はさほど得意な男ではなかったはずだ。

「……何かあるんだな」

「首を突つっ込まない方がいいですよ。……はっきり言って、ろくでもない仕事です」

　こうして現職が出張ってきて、社長が引き下がる事を決定した以上、もうどうする事もできない。おとなしく引き下がり、当局から提供された「報告書」なる代物に話を合わせるしかないのだ。

「……じゃあな」

　去り際に挨あい拶さつする。走り出した車から一いつ瞬しゆん振ふり返ると、岩切は忌いま々いましげにマンションの窓を見上げていた。




「……うん、そう。……わかったわ。では、岩切巡じゆん査さ長。その場は引き上げて結構です。すぐに帰投してください」

　興信所の人間を追おい払はらったという通信を受け、奈な槻つきは電話を切った。

「あの人も大変ね。手が足りないから仕方ないけど、性に合わない仕事をやらされて」

「あなたはいいでしょうけど、わたしだって別に肌はだに合った事をやっているわけじゃないわ」

「あは。それもそうか」

　そばかすの残る顔に苦笑を浮うかべて理り緒おに答えたのは、白衣を羽織った白人女性だった。

　ミア・クレイトー。〈ＳＴＡＢ〉科学班チーフである。

　小こ柄がらで、童顔。飾かざり気のない眼鏡と無造作に束ねた髪かみは理系の学生と言われても通用する。いや、事実、彼女は奈槻よりも更さらに若い。普ふ通つうなら大学に通っている年ねん齢れいだ。

　七年前、一三歳さいで既すでに大学に入って医学者、生化学者としての道を進んでいたミアは、嫉しつ妬とした友人が変じた怪かい物ぶつに殺されそうになった。そこを助けられ、合衆国政府の対策機関の一員となり、ブレスレスおよび〈幻銃ガン・フアントム〉研究の第一人者になったのだ。

　本部内、ディレクタールーム。最初に優毅たちが案内された時には壁かべに偽ぎ装そうされていたスクリーンが上がり、いくつものモニターが露ろ出しゆつしていた。

　喫きつ茶さ室や待機室など、本部内の光景だけではない。個人宅の様子もいくつか映し出されている。天てん井じようから見下ろしたり、斜ななめに傾かたむいたりしている不自然なアングルは、この映像が隠しカメラによるものである事を物語っていた。

　ベッドに潜もぐっている者がいる。未成年なのに飲酒している者もいる。

　苦笑しながら、奈槻は細い指でデスク脇わきのコンソールを操作する。モニターのひとつに『Ｓｏｕｎｄ　Ｏｎ』の表示が現れ、スピーカーから音が流れてくる。

『〈ＳＴＡＢ〉本部が気づいていないのなら、僕たちにとってアドバンテージになるかも知れないんです』

『……そうかも知れないが、焦あせるなよ』

　勇生たちの会話を聞いて、奈槻は苦笑する。

　高出水勇生──確かに頭は回る。観察力もあるし、意志も強い。無批判に命令を聞くだけのハンターよりもよっぽど見所があると言える。

　ただ、賢さかしいようでもやはり子供だ。優毅のマンションはこちらが用意し、提供したものなのに、警けい戒かい心しんがなさすぎる。〈ＳＴＡＢ〉がダーティな手段さえ辞さない組織だと理解しているなら、当然監かん視しを警けい戒かいするべきなのに。

　高出水社長の家に盗とう聴ちよう器類を仕し掛かけるのは難しかったので、組織に忠実とは言えない勇生が優毅のところに転がりこんだのはむしろ好都合だった。

　彼の言うとおり、現状での報道規制は必ずしも万全ではない。現代の東京で、完全な統制など不可能だ。ブレスレス事件の発生頻ひん度ども、携けい帯たい電話やデジタルカメラの普ふ及きゆうも過去とは違ちがいすぎる。人や予算をどれだけ投下しても隠しきるなど不可能だ。

「……せめて、露ろ呈ていしてしまう前に決着すればいいんだけど……」

　ブレスレスの存在は、原因未解明の難病のようなものだ。対たい症しよう療りよう法ほうで少しでも苦痛や被ひ害がいを軽減するしかない。
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「まあ、なるようにしかならないだろうけどね」

　冷めた口調で、ミアは鼻をハンカチで抑おさえた。来日以来、彼女はアレルギー性鼻び炎えんに悩なやまされている。

『優毅さん。〈ＳＴＡＢ〉のエンブレムやコードネームについて、どう思いますか？』

　高性能の隠しマイクは、勇生たちの会話を余さず拾っている。

「無む邪じや気きといえば無邪気よね。奈槻の気持ちも知らないで」

「仕方ないわ。彼らに知られたら、効果は低いもの」

「自分たちの二の舞は踏ふませたくない？」

　奈槻は小さく頷うなずいた。

「昨日、ワシントンから連れん絡らくがあったわ。ライアンが死んだって」

　ミアの言葉に、奈槻の柳りゆう眉びが一いつ瞬しゆん震ふるえた。

「死因は？」

「殺されたの。刑務所内でトラブルを起こして、作業所で他の囚しゆう人じんと喧けん嘩かして……」

「そう……。これで、七年前の生き残りは正しよう真しん正しよう銘めい、わたしひとりになったわけか」

　奈槻は愛おしげに己の右手を左手でさすった。細くしなやかな指。リングの類はひとつもない。かつては〈幻銃ガン・フアントム〉を生み出し、何体ものブレスレスを破は壊かいした手だ。

「……そうよね。一度知ってしまったら、忘れるのは難しい……。失ったら代わりを求める……。満足できないとわかっていても……」

　細くしなやかな両手の指十本が軟なん体たい動どう物ぶつの触しよく手しゆのように踊おどり、ゆっくりと絡からみ合う。

「……ライアン、キャシィ、ミゲル……。ディック、エレン、リーミン……」

　かつて共に戦った仲間の──今は失われた命の名を唱えながら、奈槻の左手が右手の表面を愛あい撫ぶする。しっとりと汗あせばんだ皮ひ膚ふはまるで粘ねん膜まくのように張り付き、解け合い、火照っていく。細められた瞼まぶたの隙すき間まで瞳ひとみが潤うるみ、薄うすい紗しやの幕がかかったようにぼやける。かたちよい口くち唇びるが小さく開き、熱い吐と息いきが漏もれる。

「ナツキ[image: ]」

「えっ[image: ]」

　ミアの声が、奈槻を正気に引き戻もどした。

「しっかりして。奈槻。あなたまで……」

「あ……ああ。ごめんなさい。つい、ね」

〈幻銃ガン・フアントム〉の発射は強きよう烈れつな快感を伴ともなう。その経験は、撃うてなくなっても忘れられない。

　奈槻の場合、アメリカでの生活自体がイレギュラーだった。事件後は帰国して、満たされない肉体を持て余し、身み悶もだえし、喘あえぎながら、強引に日常に適応するしかなかった。死し闘とうと悦えつ楽らくの日々を過ぎ去った夢──あるいは悪夢と見なして。

　だが、他のメンバーにとってはブレスレスとの戦いとその後の日常は継つぎ目めのない地続きだった。自分の住む街で起きた忌いまわしい秘史なのだ。

　薬物に溺おぼれた者がいる。〈幻銃ガン・フアントム〉の代わりを求めて通常の銃じゆうを乱射し、連続殺人犯になった者もいる。ニューヨークを離はなれて南部の田舎に隠いん遁とんしようとしたが、なじめずにライフルを乱射した者がいる。ほぼ全員が、対ブレスレス組織の活動休止から三年と立たずに死んだ。

　日本という安全な環かん境きように「隔かく離り」された奈槻とは違い、銃や麻ま薬やくを入手するのが比ひ較かく的てき容易なのも彼らを破は滅めつに導いたのだろう。

　ライアンは奈槻よりもひとつだけ年上。当時はまだハイスクールの生徒だった。枯かれ草くさ色の髪かみにそばかすだらけの顔の、やせっぽっちの白人。

　気弱な彼もブレスレスとの戦いの中で、どんどん攻こう撃げき的に、好戦的になっていった。そして、戦いの後もその性質を拭ぬぐい去さる事ができなかった。

　そして、罪を犯したのだ。

　ライアンが今まで生きていたのは、別に自制心や理性に優すぐれていたからではない。人を殺そうとして最初のひとりで失敗し、死し刑けいではなく長期の懲ちよう役えきを科せられたからというだけの話だ。

「刑けい務む所しよ内で問題行動があったのは聞いてたけど……とうとうって感じね……」

「頼たのむわよ、奈槻。死なないで」

　姿勢を崩くずし、背もたれに体重を預ける奈槻を、ミアは心配そうに見下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶ……。わたしは死なないわ。それに、あの子たちも死なせない……」

　奈槻はモニター群に視線を向けた。優毅と勇生だけではない。何人もの若者が映っている。〈ＳＴＡＢ〉本部にいるハンターは派手なエンブレム付きの戦せん闘とう服だ。

「あの子たちは、エンブレムに込めた奈槻の気持ちを知らないのね」

「よしてよ。照れくさい」

　さっきとは違ちがう、自然な笑みで奈槻は頬ほお杖づえを突ついた。

「純じゆん粋すいなのよ。櫂原優毅も高出水勇生も」

「そうね……純粋だわ」

　ミアの言葉に答える。

　確かにあのふたりは純粋だ。己の正しさをひたすらに信じる勇生も、己の罪をいつまでも忘れられない優毅も。だが、ふたりが持つ鋭するどさや硬かたさは危うい。ただ〈幻銃ガン・フアントム〉に耽たん溺できする他のハンターよりも危険かも知れない。

　刃やいばを研とぎ澄すますという事は、薄く、折れやすくする事でもあるのだ。

「あたしは奈槻のやり方、いいと思うわよ。ベトナム時代みたいな方法論は通用しないもんね」

　ベトナム戦争──祖国にとってあまり誇ほこれない史実に思うところがあるのか、ミアは大げさに肩かたを竦すくめた。彼女にとっては生まれる前の出来事だが、現代史や軍事パラダイムの変化を考える上で欠かせないポイントでもある。

　現代社会では、殺人を絶対的な悪だと教育する。しかし、いざ戦争状態に突とつ入にゆうすれば敵を速やかに、迷いなく殺せるのが優ゆう秀しゆうなソルジャーだ。だから、平和な日常を生きる市民を兵士へと作つくり替かえるためには、まず徹てつ底てい的てきにそれまでの常識を破壊した上で、敵を人間と見なさないように教育しなおす。映画などで何度も描びよう写しやされた事だ。

　だが、一度外部からの強制で価値観を叩たたきつぶされ、殺す事を是ぜとされた人間が完全に元通りになる事は難しい。ましてや、戦場から帰ってくるとリベラル派も愛国者も彼らを白眼視した。前者は上から命じられた殺人があたかも個人的な悪行であるかのように非難し、後者は敗北の事実を詰なじった。

　どこにも安息の地がないまま、人を殺したという事実、人を殺せと命じられた心だけはどこまでもついて回る──これが、帰き還かん兵に社会不適応者が続出した一因である。

「湾わん岸がん戦争では兵器のハイテク化が進んで、モニター越ごしに相手の命を奪うばうやり方がゲーム的って非難された。けど、そういう批判をする人たちって、直接対面して殺すやり方の方が上等だとでも思ってるのかな？　どっちにしたって最低なのにね」

　偽ぎ悪あくの笑みで、ミアは眼鏡を外してセーム革でレンズを拭った。

　遠えん隔かく操作の兵器は、ただ米兵の身体の安全を守るためだけのものではない。戦争に携たずさわるメンタルなストレスを軽減するためでもあるのだ。

「だけど、ブレスレス相手ではそういう手法は使えない……」

　ブレスレスを破は壊かいする唯ゆい一いつの手段は、遠隔操作できない。直接敵を目視し、声も聞こえ、返り血──正確には血ではないが──もかかるほどの距きよ離りが有効射程だ。使う人間も、性格的な適性で選ぶわけにもいかない。

　そして、ブレスレスは彼ら自身と同じ年とし頃ごろの若者。

　だから、奈槻は考えた。規律を課しながら、ゲームめかす事で彼らを守ろうと。

　エンブレムもコードネームも、〈ＳＴＡＢ〉と日常を切り離すため。その意味では、勇生の推察は正しい。一五歳さいでそこまで読み解くだけでも評価していいだろう。

　だが、真の目的は全くの反対だ。〈ＳＴＡＢ〉の一員として組織の奥おく深ふかくへ誘さそいこむためではなく、殺さつ戮りくと戦いの日々から平へい穏おんな生活を保護するためなのだ。

　超ちよう法規機構の一員として怪かい物ぶつと戦うのは、高出水勇生という個人ではなくアルゴル。そうすれば「高出水勇生」としての生活は穢けがれずにすむ。もちろん、完全に分ぶん離りするのは不可能だが、どんな些さ細さいであっても効果があると思われるなら実行する。

　仰ぎよう々ぎようしいデザインのエンブレムも、わざとらしい組織のネーミングも、ハンターたちの心理状態をコントロールするためのデザインだ。ゲームやコミックのヒーローのような気分を誘い、この死し闘とうを一種の「ごっこ遊び」のようにしてしまうための。

　だが、それがどこまで有効なのか。

　ハンターの中には、明らかに特別な地位に溺おぼれ、戦闘と破壊を楽しみ、〈幻銃ガン・フアントム〉のもたらす快感に酔よっている者がいる。

　彼らが「壊こわれて」しまう前にブレスレス事件を収束させるしかない。しかし、そのためにはハンターに〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うたせるしかない。そうすれば子供たちに禁断の快楽を教える事になる。

　どうしようもない矛む盾じゆんを生み出す回路だ。

「奈槻、入るわ」

　ノックに続いて、返答よりも先にドアが開く。

　長い黒くろ髪かみ。黒い戦せん闘とう服。そして、穏おだやかに整いながらどこか冷たい顔──ベネトナーシュだった。

「あたしはお邪じや魔まみたいね」

　入れ替わりにミアが退室する。それを確認すると、ベネトナーシュはドアに鍵かぎをかけた。

「……またチェックしてるの？」

　並んだモニターを見ながら、ベネトナーシュが淡たん々たんと呟つぶやく。

「ええ」

「無む駄だ、かも知れないわ」

　肌はだにぴったりとフィットした戦闘服の尻しりが、デスクの上に乗った。

「知ってしまったら、普ふ通つうの暮らしには戻もどれない」

「戻れるわ……[image: ]」

　静かな、抑よく揚ようの乏とぼしいベネトナーシュの声に、奈槻は強く反はん駁ばくする。

「奈槻も、戻れなかったんでしょ？　もう、普通じゃ満足できない。普通には生きられない」

　手て袋ぶくろをしたままの手がそっと伸のび、人差し指が奈槻の頬ほおを撫なでる。スーツの背筋が、一いつ瞬しゆん痙けい攣れんして強こわ張ばる。

「〈幻銃ガン・フアントム〉って、そんなにいいの？」

「何度も、聞かないで。忘れたいんだから」

「ごめんなさい……」

　奈槻の答に、ベネトナーシュは微び苦く笑しようを浮うかべる。

「……完かん璧ぺきは無理かも知れないわ。だけど、ひとりでも多く、生き残らせて、普通の生活に戻してやる……それが、わたしにできる唯一の事よ」

　既すでにひとりハンターから殉じゆん職しよく者を出している。ハンターを守るため強行班員を何人も死なせた。

「それに、わたしもね」

　ベネトナーシュの口元に、微かすかな笑みが浮かぶ。

「ベネトナーシュ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。気にしてないわ。わたしは、ただ一体でも多くブレスレスを倒たおして、あいつに……〈起源者オリジン〉にこの手で引導を渡わたせればそれでいいの」

　ベネトナーシュの声に、熱が籠こもる。

〈起源者オリジン〉──他者からの「感染」ではなく、自然発生するブレスレスだ。

「今まで駆く除じよした中に混じっている可能性はゼロじゃないけどね。もし、今も存在しているとしたら、恐おそろしい相手だわ」

　机の上のコンピュータを操作し、奈槻は七年前の資料を呼び出した。

　アメリカでも、最初に自然発生した〈起源者オリジン〉はいた。何故、どういう原因で現れたのかはわからない。厳密に言えば証しよう拠こもない。発言の断片から、他者から感染を受けたのではなく、ある日突とつ然ぜんブレスレス化した事が窺うかがい知れただけだ。

　その男は、七年前の一連の事件のうち、四体目として処理されている。最初の一件が確認されてから、一か月後の事だ。その〈起源者オリジン〉から感染したブレスレスから二次、三次の被ひ害がい者しやが広がり、最終的に一八体が確認されたのだ。

　だが、今日本で起きているケースでは既に半年以上が経過し、三〇体近いブレスレスを駆除しているにも関わらず、〈起源者オリジン〉は確認されていない。

　ブレスレス化している期間が長ければ、それだけ堕壊コラプシヨンした時に強大な怪物になるという仮説がある。櫂原優毅が初発射に成功し、シリウスのコードネームを受けた一件から推測されたものだ。

　もし〈起源者オリジン〉がまだ存在しているなら、これまでにない強敵になる。

「大丈夫。堕壊コラプシヨンする前に始末すればいい。もし堕壊コラプシヨンしても、わたしが倒す。わたしなら、倒せる。絶対に」

「信じてるわ、ベネトナーシュ」

「……奈槻……」

〈黒革ブラツクスキン〉に覆おおわれた右手が、首のホックを外す。僅わずかにファスナーを下ろし、胸元を広げる。黒と黒の間に、白い肌のエリアが細く覗のぞく。

「いいわよ、ベネトナーシュ」

「ごめんね。わたし、これは──これだけは我が慢まんできないから……」

「わかってるわ、ベネトナーシュ。あなたが望み、わたしは受け入れた。お互たがいのためにね」

　奈槻の声に、ベネトナーシュは一いつ瞬しゆん目を伏ふせ、それから顔を上げる。

　コンソールに触ふれて灯あかりを落としてから、奈槻はデスクに両手をついて上体を高く差さし伸べる。

　ベネトナーシュの顔が上から、少しずつ近づいていく、

　腕うでを絡からめない。手を取り合わない。それでも迷いなく、正確で、デリケートな動き。

　口くち唇びるが接して、止まる。

　微び妙みように光量を変え続けるモニターの光を背景に、シルエットは繋つながり、重なり、溶け合って凝ぎよう固こしていた。
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　資料はほとんど集まった。だが、これで何ができるわけでもない。

　図書館のロビーでソファに腰こし掛かけ、鴨志田は大きなため息をついた。

「……こんなの、自己満足だよな」

　声に出して呟つぶやく。最初からわかっていた。今さら、何をやっても無む駄だだと。

　こんな無意味な行こう為いに時間を浪ろう費ひするくらいなら、もっとアルバイトを増やすべきだった。せめて高出水勇生と話でもできれば多少の気晴らしになったかも知れない。ここ二、三日、彼は図書館に顔を出していない。以前、他にも用事があると言っていたから、そっちに時間を取られているのだろう。

　勇生なら、真っ直ぐな正義感で自分がやり残した事を完かん遂すいしてくれるかも知れない。彼があんな立場でも──いや、あんな立場だからこそ。

　時間がない。力が足りない。

　予定が変わったおかげでできた時間を、ついこんな調べ物に費やしてしまった。結局は己の無力を自覚するだけなのに。

「鴨志田さん」

　顔を上げると、創倫の制服を着た男がいた。

「雨う月げつ……鎮まもるくんか。先日は、ご馳ち走そう様さま」

「どういたしまして」

　穏おだやかな笑顔で、鎮が答える。

「よければ、今夜もご一いつ緒しよしませんか？　また奢おごりますよ」

「いいよ。君とは一度顔を合わせただけだ。高出水くんのついでならともかく、俺ひとりが世話になる理由はない」

「僕が、あなたを気に入ったというだけでは理由になりませんか？　例えば、そんなストイックでフェアなところをね」

　鎮の笑みに、一瞬鴨志田の視線が釘くぎ付づけになる。

　顔立ちが整っているだけではない。微び笑しようそのものが芳ほう香こうを放っているかのように、耳目を──五感全てを惹ひきつける。

「遠えん慮りよしなくても結構です。こういう言い方はむしろ不ふ愉ゆ快かいかも知れませんが、僕はお金には困っていない。むしろ余り気味で、納得できる使い道を探しているんです」

「雨月……ひょっとして君の父親って……」

「はい。陶とう芸げい家の雨月啓ひろ倖ゆきです」

「いいとこの坊ぼつちゃんってわけだ。懐ふところも暖かくて当然だな」

　普ふ通つうより博識という自負はあるが、鴨志田は芸術には疎うとい。それでも名前を知っているほどの、現代日本を代表する芸術家だ。エッセイストとしても多数の著作がある。海外の日本美術愛好家に評価が高く、皿一枚が数千万円になるのも珍めずらしくない。

「あ、いや。悪かったな。こんな事を言うつもりはなかったんだが……」

　感情的になっているせいか。つい、余計な皮肉が口を突ついて出てくる。

　勇生の時には、必死に自制したのに。

「いえ。気にしませんよ」

　あくまでも穏やかに、柔やわらかく、鎮は笑みを崩くずさない。

「金に余よ裕ゆうがあるなら、俺に飯奢るよりももっと有意義な使い道があるだろ？」

　自分の境きよう遇ぐうには満足していない。鴨志田の現状は単なる不運ではなく、社会システムの不備や他者の悪意と欲望がもたらしたものだからだ。だが、それでも飢うえて凍こごえているわけではない。世界の平均から見れば遙はるかに幸福である事は理解している。

「直接自分の目に見える範はん囲い、手が届く範囲、責任の取れる範囲で善意を満たしてもいいでしょう？　慈じ善ぜん団体に寄付したところで、本当に助けを必要とする末まつ端たんまで届く保証はない。自己満足とは言っても、その程度の配はい慮りよはしますよ」

「そういういい加減な同情はやめてくれ。責任なんてとれないだろ[image: ]」

　一度や二度、食事を奢られたところで問題は解決しない。

　鴨志田を苦しめているのは、親が裕ゆう福ふくという程度の高校生が気まぐれで助けられるような問題ではないのだ。

「失礼。まあ、食事なんていうのはあなたと話をするためのきっかけなんです。正直なところはね。僕もお金なんかで他人の願いを助けられるなんて考えるほど不ふ遜そんじゃありません。その程度で叶かなえられる夢に、興味もない」

　鎮の笑顔は、蠱こ惑わく的とさえいえるものだった。

「本当の夢には、他人の経済的支し援えんなど大した助けにはならない。願いを持っている本人──いわば太い根に支えられた幹があり、自ら光を受けて栄養を作り出す葉がなければ、外からどれだけ肥料を注いでも意味はないんですよ」

　色の濃こい、吸いこまれそうな瞳ひとみだ。まるで澄すんだ水を湛たたえた深いふかい湖のような。

　鴨志田は視線が逸そらせない。

　一歩ずつ近づいてくる鎮を前に、ただ立ち尽くすだけだ。

「僕は、急いでいる人が好きなんです」

「急いでいる……俺が……止せよ」

　誤解だ。急ぎ、焦あせる事などない。もう、何もかも諦あきらめてしまったのだから。

「諦めた人は、憤いきどおったりしません」

　鴨志田の内心を見み透すかしたように、鎮が呟つぶやく。

「怒いかりを抱だいているのは、何か望みがある人です。本当に優しいのは、充じゆう足そくした人間か、あるいは──絶望した人間だけですよ。何の望みも持たず、何も期待しなければ、どこまでも優しくなれる。憎にくしみや怒りは、望みの裏返しです」

　息が詰つまる。喉のどが、強ばる。

「善意を喜びとする人間と、絶望した人間しかいなくなれば、世の中はもうちょっと住み易くなるんでしょうね……おっと、いけない。喋しやべりすぎました。僕が話すより、あなたの言葉を聞かなければならないのに」

　立ちすくみ、口くち唇びるを小刻みに震ふるわせる鴨志田に向かって、鎮は大きく両りよう腕うでを広げた。

「あなたに、夢はありますか？　本当に大切な夢、他のあらゆる事を犠ぎ牲せいにしても達成したい願いがあるのなら、それを叶える手段は──存在するんです」

「あらゆる事を犠牲に……？」

「そうです。あらゆる事です。過去も、現在も、未来も、友情も、恩義も、生命も。ひたすらに自らを純化させ、ひとつの願いのために捧ささげ尽つくす。研とぎ澄まされて初めて鋼が刃やいばになるように。収束された光が紙を焦こがすように。加速された水流が鉄を穿うがつように」







[image: ]







　鎮の言葉は詩であり、声は歌だった。

「本当に、手段があるのか？」

「ええ。僕は、知っています。あなたにそれを提供する事もできる」

　いつの間にか間近に迫せまった鎮の顔からは笑みが消えていた。ただ、真しん剣けんで透とう明めいな、一切の不純物を取り除いた眼まな差ざしが鴨志田を見つめている。余分なものを捨て去るというのなら、この視線こそがそれだ。

　ただ、こちらの真意を、回答を引き出すという意志だけ。それ以外の感情など一切含ふくまれていない。

「どうしますか、鴨志田雅文？　あなたには、チャンスがある。チャンスを手にする資格があると、僕は思いますよ。あなたは、それに値する純じゆん粋すいさを持っている」

　ゆっくり。ゆっくりと顔に向かって伸のびてくる手に、魅み入いられたように鴨志田の口くち唇びるが動き始める。

　そこから、短い言葉が明確な意志と共に吐はき出された。







第三章　傷







〈ＳＴＡＢ〉の控ひかえ室しつは、基本的に退たい屈くつだ。待機シフトに当たっている者は疲ひ労ろうしないよう、当然訓練も制限される。格かく闘とう技や模も擬ぎ銃じゆうを用いたトレーニングは禁止ではないが非推すい奨しようだし、〈幻銃ガン・フアントム〉の本物を使うのは厳禁だ。

　待機室には辞書や参考書、何冊かの雑誌も常備されているし、漫まん画がやゲーム機の持ちこみも容認されている。テレビまで備え付けられている。また、狩野かのうディレクターが本来の生活も維い持じする事を推奨しているので、深夜から早朝にかけての当番は眠ねむく、待機室よりも仮か眠みん室のベッドの方が混んでいる事も珍めずらしくない。

　ただ、あくまでも待機である以上、のんびり寝ねているべきではないと勇ゆう生きは考えている。睡すい眠みん不足で現場に出るのはもちろん厳禁だが、できる限り事前に体調を整えておくのが正しいと思う。

　さすがに〈ＳＴＡＢ〉上層部に対たい抗こうするために集めている資料を本部に持ちこむわけにはいかないので、待機室では学校の予習復習をするのが勇生の習慣になっていた。

　ただ、いつもより集中力が落ちているのが自覚できた。

　先週末以来、鴨かも志し田だと会っていないせいだろうか。特に具体的な用事があるという事ではないのだが、彼と話すのは心ここ地ちよかった。創倫学院には親しい友人はいないし、優ゆう毅きには敬意を払はらっているけれどやはりこれまでの様々ないきさつが胸に引っかかる。

　何の利害も因いん縁ねんもない。〈ＳＴＡＢ〉という特とく殊しゆな立場を共有しているのでもない、その上で共感も尊敬もできる鴨志田を「同志」だと感じていた。優毅が言う事もわかるが価値観を共有し、共通の目標や正義のために協力しあえる仲間は「ただの友達」以上に得難く、価値のある存在であるはずだ。

　教えてもらった番号に電話をかける事も考えたが、家庭環かん境きように事情がありそうだし、急用があるわけでもない現状ではためらわれた。

　こちらから、ずかずかと相手の事情に踏ふみこんでいくのは、無礼だと思う。どれほど込み入った事でも、必要なら向こうから話してくれるのを待ちたい。智ち笑え美みが、そうしてくれたように。

「ふぁわぁああ……。アルゴルって真面目だね。あたしなんか、昼間ガッコで寝ててもまだダルいのにさぁ」

　口を隠かくそうともせず大きな欠伸あくびをしたのは、今日一いつ緒しよに当番を務めるデネブ。本名を藤ふじ村むら志し穂ほという高校一年生だ。勇生が初めてこの本部を案内された時に顔を合わせた相手でもある。

　ブリーチした明るい色の髪かみや、何とか派手すぎないレベルに留まっているメイクが、黒一色の〈ＳＴＡＢ〉戦せん闘とう服から浮ういている。大きめのピアスも、レシーバーには邪じや魔まそうだ。

「別に、好きでやっているだけですから」

　ノートから顔を上げずに答える。上目遣づかいでちらりと見ると、藤村の方は雑誌を広げながら爪つめの手入れをしている。

「テレビ、邪魔なら消そうか？　あたしも別に見てるわけじゃないし」

　点つけっぱなしの画面では通つう販はん番組が終わり、早朝ニュースが始まるところだった。

「別に気になりませんよ。デネブも、何か音がないと退屈でしょう？」

「あはっ。アルゴルって意外に優しいじゃん。最初会った時とか、もっと真面目ちゃんで面めん倒どうくさい奴やつだと思ってたんだ」

「……そういうつもりじゃありません」

　鎮まもるの言葉を思い出す。

　善意の根源は自己満足だ、と。それどころか、藤村のテレビを放置しているのは彼女を気遣ってではなく、どうでもいいからだ。

「愛情の反対は憎ぞう悪おではなく無関心」という言葉があるが、勇生にとってはまさに藤村に興味も期待もないというのが理由だ。恐おそらく相手も同様だろう。「消そうか」などと気遣いを見せたのが、むしろ意外なほどだ。

　いわゆる他た愛あいもない世間話は、勇生にとって苦手な事のひとつだ。自分の意見や価値観をはっきりと表明せず、曖あい昧まいに調子を合わせるという事ができない。鴨志田がしてくれたような、深刻な話題の方が性に合う。

　だから、こういう時に衝しよう突とつを避さけようとすると無視する形になってしまう。視線を教科書に戻もどすと、アナウンサーの口から聞き覚えのある単語が飛び出した。

『昨夜一一時じ頃ごろ、消費者金きん融ゆう大手スプリングス・ローンの西東京支店に何者かが押し入り、ガソリンのようなものを撒まいて放火、店長ら五人が……』

「ね。ちょっとちょっと[image: ]　これってアルゴルのお父さんの会社だよね？」

　興奮した口調で、藤村がテーブルを叩たたいた。

「……ええ」

　いちいち自分から紹しよう介かいしているわけではないが、〈ＳＴＡＢ〉内ではハンターの本名、素性などは普ふ通つうに確認できる。例外はベネトナーシュひとりだ。だから、自然と勇生がハイファウント・ホールディングス社長の息子である事も知しれ渡わたってしまった。

　創倫学院にましな点があるとしたら、あそこでは高たか出いず水み程度の成金はさほど珍めずらしくないので周囲から変に注目されたりやっかまれたりする事が少ない事だ。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　人、いっぱい死んでるみたいだけど」

「支店のひとつですよ。父がそこにいるわけじゃありません。それに、現状経営のトップに立っているわけでもありませんしね」

　昨夜のトップニュース扱あつかいで報道は続いている。

　終夜営業の店てん舗ぽに現れた犯人はペットボトルと思しき容器からガソリンを撒き、その場で放火。一気に炎ほのおが燃え広がり、逃にげ遅おくれた社員らが犠ぎ牲せいになったが、消火は間に合ったおかげで周辺の建物に類焼は及およばなかった。ただし、犯人は黒くろ焦こげの焼死体で所持品などもなく、身元確認は困難。現在も、消防と警察による現場検証が続いているという。

「やっぱ、アレかな？　何年か前に似たような事件あったじゃない？　火ぃつけるぞって脅おどして強ごう盗とうしたの」

「違ちがいますよ。金が目的じゃない。犯人は最初から、自分も死ぬつもりだったんでしょう。実際、焼死してますしね」

　人件費などのコスト軽減と利用者の心理的抵てい抗こうを和らげるため、近年は従来の営業所は減らし、無人のＡＴＭ施し設せつを増やす傾けい向こうにある。金目当ての強盗は人がいる店舗を狙ねらうより重機で機械ごと持ち去るような荒あらっぽい手口が主流だ。

　確かに放火はそれに比べれば遙はるかに手軽なやり口だが、今回の犯人は何の要求も出さずにいきなりガソリンに着火したのだ。

「どういう事？　確かにお金持ってかなかったけど、じゃあ、何でそんな事するわけ？」

「動機は復ふく讐しゆうか、あるいは義ぎ憤ふんでしょうね」

「ギフン？」

　藤村は大げさに首を傾かしげる。実利を伴ともなわない行動というのは、彼女には理解できないのだろう。

「父の会社を、悪と断じたという事です。己の命を引き替えにしても、罰ばつを下したいと考えたんでしょうね、犯人は」

「ひっどーいっ[image: ]　それって変だよ。だって、働いてる人たちは関係ないじゃん。殺すんだったら、アルゴルの親父を……あ、ごめん……っ[image: ]」

　藤村は慌あわてて口を押さえる。

「いえ。父があちこちで恨うらみを買うような事をしているのは事実ですから」

　口にしてから、勇生の口くち唇びるが微かすかに強こわ張ばる。

　犠ぎ牲せい者しやが悪人ならば殺人者の罪は軽減されるのか──先日、奈な槻つきが出したパズルを思い出したからだ。無意識のうちに、父に対する嫌けん悪おと軽けい蔑べつが犯罪への怒いかりを和らげてしまう。直接被ひ害がいを受けた従業員たちに、殺されるほどの罪などないはずなのに。

　事件の様子は契けい約やくしている警備会社のモニターに一部は記録されているが、火が起こってからは現場側のカメラが損そん壊かいしたため、詳くわしい状じよう況きようは不明だと、アナウンサーは解説を続けていた。

『我が社は法律に則って適切な営業をしており、このような理り不ふ尽じんな目に遭あうのは極めて不ふ愉ゆ快かいである。警察の適切な捜そう査さを期待する』

　スプリングス社長のコメントが読み上げられる。史朗ではない。彼はオーナーだ。

「ま、まあさ。これは警察に任せようよ。死んだ人は気の毒だけど、アルゴルの親父は無事だったんだし。あは、ははは……」

　藤村がぎこちなく笑った。

　その通りだ。自分には関係ない。〈ＳＴＡＢ〉のハンターとして警察機構に属しているが、それはイレギュラーな事だ。ブレスレス事件以外には関かん与よする権限も資格も責任もないのだ。

「おっ、いたいた」

　待機室のドアが開き、長身の男が現れた。思わず、不快感に勇生の眉まゆが歪ゆがむ。

「あ、ベテルギウス。おはよ。これから、朝番？」

「お前の親父の会社、とんでもない事になったなぁ。ボクちゃん、こんなところで遊んでて大丈夫ぅ？」

　藤村の挨あい拶さつには答えず、男は睨にらめつけるように、高い位置から勇生に顔を寄せる。

　本名は村むら瀬せ、コードネームはベテルギウスという。空手の有段者で運動能力が高く、〈ＳＴＡＢ〉内でブレスレス駆く逐ちくスコア第二位を誇ほこる男だ。ただし、性格は粗そ暴ぼうで高こう慢まん。ハンターとしての勤務でも、彼とチームを組んだ事が一度しかないのを、勇生は幸運だと思っている。

「父は父です。僕とは関係ありません。それに、遊んでいるわけでもない」

「おぉー、かっこいいねぇ。やっと通用するレベルになっただけの、童どう貞ていも捨ててねぇガキがよ。お前程度の戦力じゃ、遊びと同じなんだよ[image: ]」

　ベテルギウスを無視し、ディレクタールームに通じるインターホンを押おす。

「こちらアルゴル、交代時間なので退出許可を願います」

　すぐに確認と承認が返ってくる。端たん末まつにＩＤをかざし、データを記録させる。

「おい。無視すんな[image: ]」

「僕はこれから帰宅して、登校ですからね。あまり時間がないので失礼します」

「……嫌いや味みのつもりかよ？」

　村瀬がディレクターの方針に背いてほとんど学校に通っていないのは誰でも知っている。時間を見ては〈幻銃ガン・フアントム〉でのトレーニングの申しん請せいをしているが、なかなか許きよ諾だくが下りない事も。

　彼の《ベテルギウス》は銃じゆう身しんが極きよく端たんに短く、ナックルガードと言っていい形状をしている。敵に命中させるためにはゼロ距きよ離りまで肉にく薄はくしなければならず、普ふ通つうの射しや撃げき訓練はあまり意味がないのだ。

　村瀬がぶつくさ言っている間に、もうひとりの交代要員もやってきた。

「んじゃ、あたしは少しコレやってから帰るわ。お疲つかれ」

　人差し指だけを伸のばした左手に右手を重ね、おどけたように銃じゆうを撃うつ真ま似ねをして藤村は勇生と別れて歩き出した。射撃訓練場ではなく強行班員の控ひかえ室しつに向かっているという事は、実銃を使うつもりだ。

　彼女の瞳ひとみが輝かがやいているのは使命感ではなく、発射時の感覚を期待しての事だ。

　僕は、違ちがう──声には出さず、勇生は己に言い聞かせる。

　暴力や快感に溺おぼれる他のハンターとは違う。〈ＳＴＡＢ〉に取りこまれもしない。自分の目的のために、組織を利用してやる。




　ワイドショーやニュースでも大きく取り上げられたから、スプリングスへの放火は最初の事件発生から三日が過ぎても教室の話題になっていた。

「わかんねぇよなぁ。金奪うばって逃にげるならともかく、自分も死んだら意味ないじゃん」

「それが浅はかだってんだよ」

　後ご藤とうの目の前で、平口がわざとらしく立てた人差し指を振ふる。

「自じ爆ばくテロとかってあるだろ。怒りや憎にくしみがあれば、損得勘かん定じようなんか吹ふっ飛とぶんだって。あの犯人の気持ちが理解できないのは、寂さびしい人間なんじゃないの？」

「それも例のサイトの受け売りか？『息を潜ひそめる部屋』だっけ？」

「そうそう」

　後藤がうんざりしているのに、平口は気づいていない。

　教室の昼休み。優毅は頬ほお杖づえを突つき、適当に相づちを挟はさみながらクラスメイトたちの会話を聞き流していた。

「テロならまだわかるぜ。宗教とか政治とか、そういう問題が絡からむんだからさ。だけど、たかが金融襲しゆう撃げきでふたりも賛同者が出るか、普通？」

「実際出たんだから仕方ないだろ？　現実を受け入れろって」

　事件は、一件で終わりではなかった。間に日を挟み、模も倣ほう犯が現れたのだ。

　標的は今度もスプリングス・ローンの支店。手口も、ガソリンを撒まいて自分ごと火を放つという同一のものだ。犯人も焼死体で発見されている。警察が警けい戒かいを強化しているだけではなく、スプリングス各店や同業他社も警備を強化しているとニュースは伝えていた。

　犯人の身元や背後関係は不明。正確に言えば、不明と発表されている。

　勇生ほどではないが、もうマスメディアを素直に信じられないのは優毅も同じだ。

「まあ、あそこの会社ってアレだろ？　二年くらい前に問題起こして業務停止とかされたんじゃなかったっけ？」

　別なクラスメイトが横から口を挟んでくる。

「そんなの、あそこ一社の話でもないって。どうせ自爆テロなら銀行とか役所とか、もっと別なトコ狙ねらえばいんだよ」

「そうそう。警察とかな」

　皆みなにとっては他人事だ。会話の中に笑いが混じる。

　自分が理り不ふ尽じんな死の当事者になる事を、誰も想像していない。すぐ隣となりに、家族を失った者がいるというのに。

「やっぱアレだよな。殺人とかテロとか増えてるから、勢いでこういう真似する奴やつも出てくるんじゃないの？　皆さん、命の重さを忘れてるんですねぇ」

「ンな訳あるかよ。普通、自分の命がいちばん大事だろ。犯行声明とか抗こう議ぎ文とか出すならまだしも、死んだら無意味じゃん」

「わかんねえよなぁ。櫂かい原ばら、お前はどう思う？」

「え……。俺は……俺もわからない」

　ぎこちない笑みを作り、そう口にするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「はは。普通そうだよな。理解不能だよ」

　テレビのコメンテイターは口を揃そろえ、後藤同様に「理解不能」と言っていた。

　金が目的なら納得できる。しかし、自らの命を落としてまで特定の消費者金きん融ゆう会社を襲おそうというのは異常だ、と。

　それなら、自らの死を惜おしみ、金を得るための強ごう盗とうなら理解できるのか。正常だとでもいうのか。

　奈槻が問いかけた「ふたりの殺人者」が頭をよぎる。

　守られるべきは常識、社会の規き範はん。恐おそらくは金を求めて人を殺す事の方が、自らの命を捨てる恨うらみや怒いかりよりはまだしも条理の内側なのだろう。

　その時、教室後ろの扉とびらが開いた。

　席を外していた岬みさき理り緒おが入室してきたのだ。無言のまま優毅の隣に座る。

「あ……」

　話しかけようとして、ためらう。理緒も一いつ瞬しゆん視線を向け、戸と惑まどいの表情を浮うかべただけだ。学校では誰とも話そうとしない彼女も、ハンター仲間である優毅に対してだけはテンションが高く、不自然だ。〈ＳＴＡＢ〉の事を秘ひ匿とくするためには不都合だったから、優毅の方から校内では話しかけないようにと頼たのんでいる。それが現状。優毅が〈ＳＴＡＢ〉に参加する以前と同じよそよそしさだ。

　ただ、理緒のそんな態度を放置しているのも心苦しい。きっかけは〈ＳＴＡＢ〉であっても、勇生とは普ふ通つうの友達に近づいているのだ。理緒とだって何とかなるかも知れない。

　それは、優毅自身が単にブレスレスを狩かるだけの戦士、戦いの駒こまに堕だしてしまわないためにも必要な事だった。




　その夜は、久しぶりに優毅と勇生が一いつ緒しよの勤務だった。

　いつもなら当番以外にも何人かのハンターが訓練したり、特に用もなく詰つめている事が多いが、今日は違ちがう。昨日一昨日と連続で出動があったため、休息や強制待機になっている者が多いのだ。

「今日も、渋しぶ谷やの路地裏で変死体が見つかったそうです。僕たちも出動がかかるかも知れませんね」

　待機室で、教科書を読みながら勇生が呟つぶやいた。

　連日、出現したブレスレスは確実に駆く除じよされている。昨日は優毅がまだ組んだ事のないウルカヌハイというハンターが倒たおした。一昨日の分は、またベネトナーシュのスコアだ。

　それにも関わらず、今日もミイラ化した死体が発見されていた。しかも、一体や二体ではなく、全部で五人。状じよう況きようから考えて、先日のブレスレスが破は壊かいされた後で殺されたものだと判断される。着衣や所持品によれば全員が高校生だった。

「異常なハイペースですよ。誰かが、何かの目的で動いているのかも知れませんね。それこそ、最初のブレスレスとか」

　教科書を閉じ、勇生が顔を上げる。

　ブレスレスの介かい在ざいが確かでも、所在が確定するまではハンターの出番はない。捜そう査さ班と強行班、科学班が協力し、周囲の聞きこみや遺物の検査を進めているはずだが、もう日付も変わったというのに標的は発見されていないのだ。

　今、どこかに確実に一体のブレスレスが存在している。

「……ウチのクラスの奴とか、襲われなきゃいいんだが……」

「そうですね。他人の命に軽重をつけるようですけど、僕も友人が気がかりです」

「例の、鴨志田とかいう？」

「ええ。彼だけじゃありませんが。いつか、余よ裕ゆうができたら優毅さんにも紹しよう介かいします。親しみやすくて、尊敬できる人です」

「その時は、頼むよ」

　正直な話、勇生は気むずかしく、扱あつかいづらい人間だと優毅も思っている。ただし反面、敬意や信しん頼らいを抱だいた相手には誠実に向かい合う。恐らくはだからこそ、智笑美も心を開いたのだろう。

　復ふく讐しゆうや任務だけではない。この戦いに意義があるとすれば、生き残り普通の生活に戻もどるためだ。そうしたら、勇生の友人とも何の気き兼がねもなく笑いあえるだろう。自分も新たな友達や趣しゆ味みを見つけてもいいし、理緒だってクラスから浮いたままでいいはずもない。

　ふと、思う。

　友人を「尊敬」とか浮き世よ離ばなれした言葉で評する勇生は、自分の事を他人にはどんな風に紹介しているのだろうか。

「入ります。あ、アルゴルも一緒か」

　そんな事を考えていると、その理緒が待機室に入ってきた。

「当然でしょう。僕は勤務当番なんですから」

「そういう意味じゃないってば」

　刺とげ々とげしい勇生の物言いに、理緒が口くち唇びるを尖とがらせた。

「そっちの勤務は朝からだろ？　まだ早いぜ」

「ほら。ここ何日か出動が多いじゃない？　だから、万が一の事も考えて早めに控ひかえて置こうとおもってさ。出動は、明るいうちよりも夜の方が多いし」

「無理すんなよ。肝かん心じんの受け持ち時間帯に動けなかったりしたら本ほん末まつ転てん倒とうだろ」

「平気平気。ちゃんと狩野ディレクターにも言ってあるもん」

　椅い子すに腰こし掛かけ、理緒はテレビを付けた。深夜の他た愛あいもないバラエティ番組にチャンネルを合わせる。勇生は軽く鼻を鳴らして、また教科書を開いた。

　若手お笑い芸人が、季節外れの水着姿で媚こびを売るグラビアアイドルをいじる音声が流れる。理緒も画面を見ている訳ではなく、座ったまま己の右手を眺ながめ、何度も握にぎりなおしている。勇生の方は黙もく々もくと教科書を開いてはノートを復習しているだけ。

「俺、少し喫きつ茶さ室に行ってくるかな……」

　気まずさに、そう言って優毅が立ち上がろうとした時、部屋のスピーカーからブザー音が鳴った。勇生が教科書を鞄かばんに詰づめ、理緒もテレビを消す。

『ブレスレス事件発生。アルゴル、シリウス、ベネトナーシュ、プリケリマ、四名は直ちにブリーフィングルームに集合』

「四人も一度に？」

「とにかく急ぎましょう[image: ]」

　通常から外れる人数を不ふ審しんに思う優毅の手を、理緒が引く。思わずその手を振ふりほどき、足を速める。

　人数の多さもそうだが、ベネトナーシュがいるのも不思議だった。〈ＳＴＡＢ〉外の素性や生活が不明というだけでなく、任務上の扱いも異常だ。彼女だけが、ほぼ連日の出動を許されている。

　ブリーフィングルームには既すでに奈槻と八人の強行班員、そしてベネトナーシュが揃そろっていた。

「来たわね。都内でブレスレス事件が二件発生しました。直ちに二班を編制して出動させます。新宿にはプリケリマ、シリウスの両名。小隊長は杉下巡じゆん査さ長並。有明はベネトナーシュとアルゴル。こちらの小隊長は向さき坂さか巡査長。続いて、バックアップ用に自宅待機中のハンターを二名召しよう集しゆうします」

　杉下は自衛隊からの出向組だ。警察と自衛隊、混成チームの〈ＳＴＡＢ〉では指揮を統一し、現場での混乱を避さけるため、仮に警察側の階級に揃えられている。

「優毅さん──シリウスと僕じゃないんですか？　本来のシフトならこの組み合わせのはずです」

　真っ直ぐに奈槻を見み据すえて勇生が訊たずねる。理緒と組むよりはまだしもだろうが、勇生とベネトナーシュというコンビは適切とは優毅にも思えなかった。例の「殺人者パズル」だってこのふたりの言い争いがきっかけで出題されたのだから。

「状じよう況きようや〈幻銃ガン・フアントム〉の性能などを総合的に判断しての配置です。破は壊かい力に優すぐれたものと、連射性や命中精度が高いものを組ませる──当たり前のシフトよ。二件同時発生に伴ともなう柔じゆう軟なんな措そ置ちと考えなさい」

「けど──」

「反論は認めません。出動なさい[image: ]」

「……了りよう解かいしました」

　声を抑おさえ、勇生が敬礼する。それを合図に、全員が倣ならう。

　駐ちゆう車しや場じようでは黒いワンボックスが二台と先導のパトカーがやはり二台、既にエンジンを回していた。それと、ベネトナーシュが使うオフロードバイク。

「杉下班は四号車、向坂班は二号車だ[image: ]　間ま違ちがえるな[image: ]」

　杉下小隊長が大声で誘ゆう導どうする。優毅は、ボディに白で小さく「４」と書かれた車のに入りかけて、振り返る。

「高出水[image: ]」

『くん』のない呼びかけに、勇生の足が止まる。

「気をつけろ……って言うか、死ぬなよ」

「もちろんです。目的を果たすまで、僕は死にません」

「そうじゃない[image: ]　目的とかじゃなくて……戦いが終わるまで生き延びて、その後も、ずっと普ふ通つうに生きていくんだ」

「わかりました」

　力強く頷うなずきあい、優毅と勇生はそれぞれの車に乗りこんだ。ドアが閉まると同時に、全車が走り出す。それぞれの戦場に向けて。




　二号車の車内では、向坂巡査長による状況報告が始まった。三〇目前は、〈ＳＴＡＢ〉強行班員の中ではかなり年長の方だ。ごく初期からの参加者で、出動経験も豊富だという。

「目標元体は男性。現在、倉庫街に追いつめ、包囲中。逃とう走そうの気配はなく、周囲の封ふう鎖さも完かん了りようしている」

「ベネトナーシュは、なぜひとりだけバイクなんですか？　彼女も同乗していた方が」

「ちゃんと無線で伝わっている」

「情報管理の観点からも、極力無線の使用は控ひかえるべきだと思います。二輪の機動性が必要なら、他の隊員にも普ふ及きゆうさせた方がベターじゃありませんか？」

「上が判断した事だ。我々が口出しする事じゃない。それより、気を引き締しめろ」

「……了解です」

　あからさまな不満を口調に込め、しかし勇生は深呼吸して気持ちを切り替えた。優毅に言われた通り、生き延びなければならない。智笑美の仇かたきを討つのも、真実を探り当てるのも、全ては己が生きている事が前提だ。

　まず、目の前の敵──ブレスレスを確実に駆く逐ちくし、生せい還かんしなければならない。

「海か……。まさか、相手が泳いで逃にげるなんて事はないですよね？」

「わかりません。しかし、逃げるとなったら簡単でしょうね。息をしてないんだから、溺おぼれる心配はない」

　強行班員のひとりが口にした疑問にそう答えたが、勇生はブレスレスが逃走する事はないと確信している。ブレスレスは妄もう執しゆうに駆かられた存在だ。呼吸も睡すい眠みんも、生命そのものさえ捨ててたったひとつの願いを追い求める。

　逃げる──これ以上、ブレスレスに不似合いな事はない。

　妄執の標的として狙ねらわれた勇生は、それを皮ひ膚ふ感覚として知っている。

　戦え。倒たおせ。消しよう滅めつさせろ。

　ブレスレスは敵だ。仇だ。不ふ倶ぐ戴たい天てんの存在だ。

　勇生の闘とう志しに応こたえるように、車が止まった。サイレンの音も止む。

「〈黒革ブラツクスキン〉装着[image: ]」

　トランクを開かい錠じようし、向坂が手て袋ぶくろを差し出す。受け取り、右手に填はめる。

　じんっ[image: ]

　皮膚の表面から細長い幼虫が入りこんでくる感覚だ。しかし、侵しん食しよくされる苦痛や不快感はない。まるで甘かん美びな、しかし刺し激げき的な味が舌に染みこんでいくのに似ている。

　もっと、もっと味わいたくなるという衝しよう動どうまで含ふくめて。

「くっ[image: ]」

　左手で右の手首を強く掴つかみ、感覚が上ってくるのを防ぐ。まるで蛇へびに噛かまれた毒の侵しん入にゆうを防ぐように。実際にどれだけ効果があるのかわからない。単なる自己暗示かも知れない。だが、何度かの出動を重ねるうちに自然と身についた行こう為いだ。

　大だい丈じよう夫ぶ。これはコントロールできる。高出水勇生の支配下にある力だ。

　下車し、《アルゴル》を発現させる。

　意識の集中に答えて、不ふ揃ぞろいの銃じゆう身しんを備えた奇き怪かいなリボルバーが出現した。

　実在しないはずなのに、重さで手が数ミリ下がる。グリップの感かん触しよくは硬かたい。

　ベネトナーシュは、既すでに〈幻銃ガン・フアントム〉を手にしていた。

　正確な年ねん齢れいさえわからないが、彼女も十代のはずだ。身長は勇生と大差ない。その身体に、一メートルを優に超こえる大型ライフルが奇き妙みようなほどマッチしていた。あらかじめ備わった肉体の一部であるかと思えるほどに。

　銃じゆう床しようや銃身にはアラベスク模様の精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされ、長い銃身の先せん端たんには巨きよ大だいな銃じゆう剣けんが装備されている。〈ＳＴＡＢ〉でも、最強の〈幻銃ガン・フアントム〉。

　移動中に被かぶっていたヘルメットは脱ぬぎ、長い髪かみと素顔を夜風に晒さらしている。

　海が間近だ。塩の香かおりが強い。爽さわやかというより生なま臭ぐさく感じられ、勇生にとっては好ましい匂においではなかった。

　黄色いコーションテープで封鎖された倉庫の周りを、所しよ轄かつの制服警官が周囲を取り囲んでいる。

　目標が立てこもっているのは、いくつも並んでいるありふれた倉庫のひとつだった。大手商社の系列倉庫会社の名前とナンバーが書かれている。下ろされたシャッターの前には、バリケード代わりにパトカーが何台も並べてあった。

「アルゴルが牽けん制せいして足止め。それで、とどめが刺させるなら刺してしまって構わない。ただし、相手にダメージを与あたえきれない場合は、ベネトナーシュが攻こう撃げきする。いいな？」

「……了りよう解かいです」

　向坂の指令に返答する。

　信しん頼らいされていないのは悔くやしいが、自分の〈幻銃ガン・フアントム〉にそれだけの力がまだないのは、勇生もわかっている。最初からベネトナーシュに任せっぱなしにならないだけ幸運と言ってもいい。

　ちらりと、ベネトナーシュを見る。

　冷静で穏おだやかな表情だ。作戦指示に何の疑問も不満も抱いだいていない。

「ヘルメットは、着用しないんですか？」

「わたしには、必要ないわ」

　確かに、倉庫の中に灯あかりがついているのは確認されている。だから裸ら眼がんでも差し支えはない。しかし、頭部の防護と相そう互ごの通信、そして本部に送る映像のためには欠かせない装備だ。

「ディレクターに許可は貰もらっているから」

「……了解です」

　無む駄だに対たい抗こうする気はない。勇生はフェイスシールドを下ろした。

「久米田はここに残れ。万が一、我々が全ぜん滅めつしたら、扉とびらを閉めて倉庫を封ふう鎖さ。後続が来るまでの時間を少しでも稼かせげ」

　強行班員のひとりに指示を残す。鉄のシャッターが音を立てて上じよう昇しようする。人間が無理なく通れる隙すき間まができると同時に、向坂の指示で全員が一いつ斉せいに駆けこむ。

「ぶふ……っ[image: ]」

　空気が粉っぽい。白いものが漂ただよっている。

　ヘルメットの隙間から微かすかに匂いを感じる。小麦粉だ。

　思わず、左手で空気を掻かき分わけた。

　見つけた。

　倉庫の片かた隅すみに、うずくまる男がいる。床ゆかの上に胡座あぐらをかいて太った背中を丸め、山と積まれた袋ふくろのひとつを破って、素手で小麦粉を掴み、一心に口に運んでいる。既に空にしたのだろう。平たく潰つぶれた袋が二枚、男の傍かたわらに落ちていた。

　食欲。ただ、たっぷりと喰くいたい。

　それが、こいつをブレスレスに変えた欲望だ。

　まだ堕壊コラプシヨンしている様子はない。こちらにも気づいていない。

　何の味も付いていない粉を、黙もく々もくと頬ほお張ばり続けている。顔はもちろん、だらしなく伸のびた髪も真っ白だった。

　まだ遠すぎる。倉庫の端はしから端だ。正確に命中させるには、二〇メートル強まで近づかなければ──左手を挙げて向坂たちを制し、ゆっくりと距きよ離りを詰つめる。一歩ごとに足下で粉が舞まい上がる。

「隊長。粉ふん塵じん爆ばく発はつの危険性は？」

　可燃性の粉体がばらまかれている中で火花が飛ぶと、一気に連れん鎖さ的に引火して大規模な爆ばく発はつが起きる事がある。

「火器の使用は控ひかえよう。〈幻銃ガン・フアントム〉は本物の火が出るわけじゃないから構わないが」

「それじゃ俺たち、できる事なんか何もありませんよ。ハンターに任せましょう」

　若い強行班員がぼやく。

「いざとなれば、身体を盾たてにしてでもこいつらを守るのが我々の仕事だ。気持ちを引き締しめろ。もう、現場なんだぞ」

「いっそ水を撒まいて粉の飛散を収めますか？」

「いや。どうせ牽制にしか使えないんだ。余計な事をしてブレスレスが動き出す方が怖こわい。我々は、ハンターを守る事だけを考えればいい」

「了解です」

　向坂の言葉に強行班員たちが頷うなずき、勇生に続いて半円形に広がる。ベネトナーシュはひとり、包ほう囲い網もうを形成せずに勇生に並ぶように歩いていた。

「……僕が、まず攻撃を仕し掛かけます。わかってますね」

「ええ。指示には従うわ」

　勇生が立ち止まった。ベネトナーシュも一歩下がった位置で止まる。

　シールドの表面が粉で汚よごれる。左の手の甲こうで拭ぬぐう。

「いきます……っ[image: ]」

　誰に聞かせるでもなく呟つぶやく。両手で《アルゴル》を構え、慎しん重ちように狙ねらいを定める。

　目標は、敵の頭。

　トリガーを、引く。

　不ふ揃ぞろいの銃じゆう身しんが回る。

　掌てのひら、手首、心臓。そこから延えん髄ずいに、脳天に。股こ間かんに、足の裏まで。

　甘あまく強きよう烈れつなパルスが迸ほとばしる。

　その刺し激げきでも、勇生の射しや撃げきは乱れない。

　寸刻を惜おしんで重ねた訓練の成果だ。

　五発。連続して放たれた無形の弾だん丸がんが、男の頭に吸いこまれた。

　弾はじける。

　血とは異なる黒い液体が飛び散って床に広がる。小麦粉を染める。

「ふぅ……」

　早はや鐘がねのように鳴らされる心臓を抑おさえながら、勇生は《アルゴル》の銃じゆう口こうを下げた。

　あっけないが、ブレスレスの能力は千差万別だ。中には、この程度の奴やつがいても不思議ではない。

　首の後ろがじんじんと火照る。〈幻銃ガン・フアントム〉から強制される快感だけではない。もっとメンタルな満足感がある。

　初めて自力で仕留めた。ベテルギウス──村瀬の言い方に従えば「脱だつ童どう貞てい」だ。

　まだ、一体目に過ぎない。

　だけど、これで戦える。確信が持てる。

　智笑美の死に、根源の責任を負う者──最初のブレスレスに出会っても、自分の手でとどめを刺させる。確実とは言えないが、それは夢想ではなくなった。

　口の両りよう端はしが綻ほころぶ。

「まだよ」

　だが、そんな勇生の高こう揚ようを、ベネトナーシュは短い言葉でうち消した。

「え？」

　頭を吹ふき飛とばされたブレスレスの手が、再び動き出す。

　自らの体液で汚れた粉の塊かたまりを掴つかみ、首の断面に押おしつける。そこに新たな口が、牙きばが生じて小麦粉を飲みこんでいく。

「……な……」

　何が起こったのか──そう口にする事もできなかった。

「もう、堕壊コラプシヨンしてたの」

「……くっ[image: ]」

　ベネトナーシュの言葉で理解する。

　外見は人間と変わらないが、あれが既すでに堕壊コラプシヨンした状態だったのだ。人のかたちを保っている時以上に、強大な力と特とく殊しゆ能力を発揮できる人ならぬ怪かい物ぶつの姿。人間は、小麦粉を何十キロと食べたりできない。

　勇生の一いち撃げきがきっかけになったのか。ブレスレスの身体が膨ふくれ上がる。

　上着が破れ、ジーンズが引き裂さかれ、ベルトが弾け飛ぶ。

　首のない、締しまりのない肥満体がそのままの形状で倍以上に膨れ上がった。座高もウエストも二メートル以上ある。

「ぶぅおおおぉ……」

　舌も口くち唇びるもない。ただ、頭を失った位置に現れた、ある種の魚を思わせる円まるい口。そこから漏もれるのは声でも言葉でもなく、ただガスが抜ぬける無意味な音だ。

「くそっ[image: ]」

　勇生はトリガーを引いた。

　回る銃身から白い光が放たれ、ぶよぶよに膨れ上がった腹に命中した。

　集中した弾丸が刻んだのはひとつの大きな穴だ。

　だが、ブレスレスはダメージを受けた様子もなく、片手で小麦粉袋ぶくろを引き寄せると、今度は腹の穴に押しこんだ。

　弾だん痕こんが不定形に広がり、小麦粉袋を飲みこむ。さっきまで傷だった部分が、牙を備えた口に変わっていた。

「ぐぐ[image: ]ぉぉっ[image: ]」

《アルゴル》を喰くらった時以上に苦しそうに、ブレスレスは巨きよ体たいを揺ゆする。

「な、何だ、ありゃ？」

　さっき不満と疑問を漏らした強行班員が叫さけぶ。

「苦痛よ。ブレスレスにとって、食事は苦痛なの」

　ベネトナーシュが告げた。

　代謝不要の不死身の肉体を得る反面、食事や性せい行こう為いを苦痛に感じる──アメリカでのデータから推測されている事だ。勇生が遭そう遇ぐうした多賀というブレスレスも苦しみを訴うつたえていた。

　食欲ゆえに怪物化し、味もない粉をひたすら口に詰つめこむ。ブレスレスに変わる時に願った事──一度決めた事はどれほど辛つらくても止められないのだ。

「この……っ[image: ]」

「待って」

　次の攻こう撃げきを仕し掛かけるべく、歩き出した勇生の肩かたをベネトナーシュが掴んだ。

「見たでしょ。あなたの半はん端ぱな攻撃には意味がない。わたしが、行く」

　ヘルメットの中で口唇を噛かむ。

　その通りだ。さっきの命中は、相手に新たな口を増やしただけ。より強力なベネトナーシュに任せるのが理に適っている。

　納得できなくても、今は堪たえるしかない。今、闇やみ雲くもに立ち向かうのは勇気ではなく蛮ばん勇ゆう。特とつ攻こうなど愚ぐの骨頂だ。

　本当に倒たおすべき敵とはまだ巡めぐり会あっていない。ならば、その機会まで生き延び、その機会を無む駄だにしないように鍛きたえるだけだ。

　優毅も言っていた。死ぬな、と。

「……頼たのむ」

「あなたに頼まれる謂いわれはない。ブレスレスを倒すのが、わたしの存在意義」

　ベネトナーシュの手の中で、〈幻銃ガン・フアントム〉が変形していく。

　全体が長く一直線に伸のび、照星部分の突とつ起きが倒れて長く鋭するどいスパイクが起きあがる。対戦車ライフルだったものは、彼女の背せ丈たけ以上の全長を持つハルバードに変わった。

「ぶご……ぶほ……」

　二か所の口から空気漏れの音を吐はきながら、一心に貪むさぼり続けるブレスレスに向かい、ベネトナーシュがダッシュする。

　白い粉を舞まわせて跳ちよう躍やくし、格かく闘とうモードの〈幻銃ガン・フアントム〉を振ふりかぶる。

　そして、一気に振り下ろす。

　腕うでが、切り落とされる。

「ぶふぉおおおっ[image: ]」

　身み悶もだえしながら、ブレスレスが初めて立ち上がった。

　右みぎ腕うでを失った苦痛が、ベネトナーシュに注意を向けさせた。

　落ちた腕は自ら流した体液で白い粉をまといながら転がり、じわじわと異い臭しゆうを上げて分解していく。

　ベネトナーシュの動きは止まらない。

　着地と同時にサイドステップで間合いを開き、再びジャンプして左ひだり腕うでを狙ねらう。

「ぶおっ[image: ]」

　下から上へ、ブレスレスの左腕が振り上げられる。

　バンっ[image: ]

　カウンターのアッパーが、少女の華きや奢しやな身体を殴なぐり飛とばす。

「ベネトナーシュっ[image: ]」

　勇生が叫ぶ。

　天てん井じようまで舞い上がったベネトナーシュが、壁かべにワンバウンドしてから床ゆかに落ちる。

　だが、彼女は同時にブレスレスの左手指を三本、切り落としていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「平気」

　駆かけ寄よろうとした勇生を、ベネトナーシュが制した。感情の籠こもらない、痛みを感じた気配さえない声。

　壁に当たった時にどこかに引っかけでもしたのか。ウェアの一部が数センチ裂さけ、背中の素す肌はだが見えていた。

　肌はだは、白い。流血はしていないようだ。

「ぶふぉ、ぶふぉふぉ、[image: ][image: ]ぉ」

　だが、ブレスレスの方のダメージも小さい。勇生が開けた穴だけではなく、ベネトナーシュに切断された腕や指の断面が全て牙きばを備えた新たな口と化している。

「ひとりじゃ無理です。僕がサポートします[image: ]」

「無理よ。その弱い銃じゆうじゃ奴やつには通じない。ブレスレスを滅ほろぼす役に立たないものは、この場にいる必要はないわ」

　立ち上がり、ベネトナーシュはまた〈幻銃ガン・フアントム〉を構えた。

　まだ粉が舞っている。強行班員もつかず離はなれずの間合いを保つが、粉ふん塵じん爆ばく発はつを恐おそれて発はつ砲ぽうできない。このままで囮おとり役、牽けん制せい役すら務まらない。事実上、戦力はハンターのふたりだけだ。

「無理しないでください。あの高さから落ちたんですよ[image: ]」

「平気。そう言った」

　短く答え、ベネトナーシュは走る。

　小刻みなステップで相手が振り回す腕を避さけ、すれ違ちがいざまにアイスホッケーのスラップショットに似た低いフォームで右の足首を斬きる。

　黒い体液が飛び散る。

　だが、その足首の切断面も新たな口となり、床に散らばった粉を舐なめ始める。

　駆け抜ぬけてすれ違い、敵の背後に回ったベネトナーシュの〈幻銃ガン・フアントム〉がライフル型に変形した。すぐさま、トリガーを引く。

　銃じゆう声せいと閃せん光こう。

　背中から肩かた口ぐちにかけて、ブレスレスの肉が抉えぐられる。

　だが、すぐにその傷が新しい口になる。

　また変形させて斬撃。白くぶよぶよの尻しりに長い傷が刻まれた。さらに背後から正面へと駆け抜けながら脇わき腹ばらを斬る。

　それも、全部口に変わった。

　しかもただ開いただけではなく、周囲が膨ふくれ、盛り上がり、伸のびていく。長くのたうつぬらぬら光る体表と、先せん端たんに開いた円形の口。まるで身体からゴカイやある種の寄生虫が生えているかのようだ。







[image: ]







　指の切り口から生えたものは既すでに二メートル近い長さに伸び、足首のそれと一いつ緒しよに腕そのものとは無関係な動きで周囲の小麦粉をじゅるじゅるとすすり取っている。

　首の痕あとや腹の傷の周りも膨ぼう張ちようしてはいるが、触しよく手しゆというよりは瘤こぶに近い。

　右腕の代わりに生えた触手が、ベネトナーシュの太ふと股ももに噛かみついた。彼女を同じ「餌えさ」と見なしているのか。

　微かすかに眉まゆをしかめ、銃じゆう剣けんでそれを切り落とし、ベネトナーシュは倉庫の奥おくへと走った。勇生や強行班員の位置とは逆。相手の注意を引きつけているのだ。

「スプリンクラーは!?」

　向坂が叫さけんだ。既に堕壊コラプシヨンしている以上、後は戦うだけだ。せめて撒さん水すいで粉を鎮しずめれば注意くらいは逸そらせる。

「駄だ目めです[image: ]　故障しています[image: ]」

「外の消しよう火か栓せんからでもいい[image: ]　水、引っ張ってこい[image: ]」

　指示を飛ばすが、何本もの触手の動きに妨ぼう害がいされる。強行班員たちがまだ無事なのはベネトナーシュが敵を引きつけているからだ。

「待ってろ[image: ]　自分たちが……[image: ]」

「大丈夫よ。来ないで」

　呼びかける向坂に答え、〈幻銃ガン・フアントム〉を発射する。

　彼女の動きを追って振ふり向いたブレスレスの右胸に弾だん痕こんが開く。そこにも、すぐ牙が生えた。

　近づいて切きり裂き、間合いを開けて銃じゆう撃げきする。

　何度も形状を切り替え、正面から、側面から、背後から。敵の周囲で輪舞ロンドさながらにステップを踏ふみ、攻こう撃げきを続ける。

　ベネトナーシュは確かにダメージを与あたえている。全身を少しずつ削けずりとるのが奴には有効だ。

　だが、どこまで続く？

　彼女が特別でも、無む尽じん蔵ぞうに〈幻銃ガン・フアントム〉を使い続けられるのか？

　しかし、迂う闊かつな攻撃は「口」を増やすだけだ。

　ただの口でなく、触手になる事を考えれば《アルゴル》による攻撃はむしろ危険だ。

「……そうか[image: ]」

　一いつ瞬しゆんの閃ひらめきに賭かけ、〈幻銃ガン・フアントム〉を手に接近する。さっきの二発の快感はかなり薄うすれている。まだ、戦える。

「近づかないで[image: ]　足手まといよ[image: ]」

　ベネトナーシュが警告する。

　だが、勇生はそれを無視して数メートルの距きよ離りから〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うった。

　ガガガガガっ[image: ]

　命中[image: ]

　黒い液体が、肉片が弾はじける。

　ベネトナーシュが開けた、尻の口から。

　肥満体のブレスレスがのけぞる。

　既に口になった部分を狙ねらえば、数を増やすことなく相手の肉体を削そぎ落とせる。

　彼女の奮ふん闘とうのおかげで、標的には事欠かない。本体の動きは鈍にぶい方だ。

「次っ[image: ]　次ぃっ[image: ]」

　声を張り上げ、尻に、背中に、脇腹に、〈幻銃ガン・フアントム〉を叩たたきこむ。

　強きよう烈れつな快感に腰こしが震ふるえる。膝ひざが笑う。

　五発、六発。

　緩ゆるみそうになる歯を食いしばり、懸けん命めいに目を見開く。

　ありったけの意志と力を、〈幻銃ガン・フアントム〉を撃つ事にだけに注ぎこむ。

「ぶふぁあああっ[image: ]」

　首の口から大きく息を吐はき、ブレスレスが不ふ揃ぞろいな脚あしで勇生ににじり寄った。

　ベネトナーシュと勇生の攻撃で、既に両りよう腕うでは付け根から消失している。左の脇わき腹ばらは三日月の影かげのように抉えぐれ、全体表の半分近くが口になっていた。

　霞かすみ始めた頭で、何とか状じよう況きようの把は握あくを試みる。

　そうだ。逃にげなきゃ。逃げるんだ。

　だが、下半身が痺しびれる。全身の筋肉が酩めい酊ていしている。

　走れない。いや、歩けない。

　再生した触手の一本が、勇生の左ひだり肩かたに噛みつく。

　じわり。

　血の熱さは感じるが、痛みは小さかった。麻ま酔すいされた感覚だ。

〈幻銃ガン・フアントム〉の快楽が苦痛を打ち消しているのか──ぼんやりとそんな事を考える。

「こっちだ[image: ]」

　向坂隊長が勇生を引き倒たおし、引き寄せる。

　強行班員たちのショットガンが火を噴ふく。束ねられた打だ撃げき力がブレスレスを一瞬だけ押おし戻もどした。

　床ゆかは一面黒く濁にごったペーストに覆おおわれていた。勇生が引きずられた後も、泥どろ道みちの轍わだちのようになっていた。

　ベネトナーシュが攻撃で飛び散らせた体液が、小麦粉の飛散を抑おさえたのだ。

　ふわり。

　ブレスレスの背後で、ベネトナーシュが高く跳とぶのが見えた。

　敵の頭上まで達する跳ちよう躍やく。そこから一気に、〈幻銃ガン・フアントム〉を振り下ろす。

　脳天──いや、首から背筋を通り、尻しりまで断ち割る斬撃。

　衝しよう撃げきでブレスレスが転てん倒とうする。

　背中に開いた巨きよ大だいな傷口に周りがぶくぶくと細かな泡あわが立ち、牙きばが伸のび始はじめる。

　その背に、ベネトナーシュが飛び乗った。

　ザクっ[image: ]

　半分の厚さになった胴どう体たいに、片手で銃じゆう剣けんを突つき立たてる。捻ひねるようにして抉り、傷口を貫かん通つうし、引き裂さく。

「[image: ][image: ]ぁぁぁっ[image: ]　[image: ]ぉ[image: ]ぁあぁっ[image: ]」

　全身の口から空気が漏もれる音を放ち、ブレスレスが総身を戦慄おののかかせる。

　叫さけびを上げる口に〈幻銃ガン・フアントム〉の刃やいばを突き刺さし、手前に引いて裂き広げる。奥おくへと払はらって切り分ける。

　噴き上がる黒液にまみれ、さらした素顔まで汚よごしながら、表情ひとつ変えずにベネトナーシュはブレスレスを解体していく。

　千切れて動きを止めた肉片をさらに切り刻み、削ぎ落とし、すりつぶす。

　既すでに戦せん闘とう行こう為いではなく、淡たん々たんとした作業だった。

　破片は粉を纏まとい、どす黒い塊かたまりと化し、崩くずれ、消えていく。

「おい？　アルゴル？　高出水、しっかりしろ？」

　向坂が勇生のヘルメットを脱ぬがせ、頬ほおを軽く叩く。

　少しずつ、心の焦しよう点てんが合ってくる。

「……あ、大だい丈じよう夫ぶです……つっ……[image: ]」

　頭を振ふる。意識がはっきりするのに呼応して、肩かたの傷口が痛んできた。肉体の浅い部分で、じんじんと疼うずく感かん触しよくだ。

〈幻銃ガン・フアントム〉を消して、手を当てる。熱い感触が伝わる。

「見せてみろ。……ふぅ。大した事はなさそうだな」

　防護服を脱がせて、向坂が安あん堵どの息を吐つく。流血はあるが、さほど深くはない。血を拭ぬぐって見えたのは、ブレスレスに生命を吸われたものではなくごく普ふ通つうの傷口だ。奴やつはエネルギーを吸収するのではなく、単なる肉として勇生に歯を立てたという事か。

「とりあえず止血だけしておく。病院で見てもらえ」

「……はい」

　応急処置を受けて立ち上がる。見回すと、既にブレスレスは完全に消しよう滅めつしていた。多少痛むだけで、腕うでの動きに不自由はない。左手で〈黒革ブラツクスキン〉を外す。少量の血が付いている。

「アルゴル」

　呼ばれて顔を上げる。ライフル状態の〈幻銃ガン・フアントム〉を手にしたままの、ベネトナーシュが立っていた。

「さっきは助かったわ。ありがとう。足手まといなんて言ってごめんなさい」

「え……？」

　意外な言葉だった。

　静かで冷静だが、確かに感情を含ふくむ言葉が鼓こ膜まくを撫なでる。

　今にして思い返せば、ベネトナーシュが勇生に対して「あなたは被ひ害がい者しやじゃない」と言った事そのものが破格だった。最強のハンター、ブレスレスを破は壊かいする事以外には何の興味も持たず、意味も見いださないような彼女が、あの時は勇生を個人的に評したのだ。それが批判や皮肉に近いものでも。

「べ、別に……。任務ですし、ブレスレスを滅ほろぼすのは、僕自身の目標でもある。あなたも言ったでしょう。動機は何であれ、それで敵を倒たおせるならいい事だと」

「……そうね」

　微かすかに、本当に微かにだが、ベネトナーシュの口くち唇びるの端はしが上がった。手の中の〈幻銃ガン・フアントム〉が淡あわい光の塊となり、何本もの線と数え切れない粒りゆう子しになって解け、消える。

「敵を倒した以上、もうここにわたしたちがいる意味はないわ。行きましょう」

　証しよう拠この収集や隠いん滅めつ、それが終わるまでの現場の封ふう鎖さにはハンターは役に立たない。それ以前に、立ち会いが制限されている。以前、あるマンションで起きた事件でに勇生や優毅が鑑かん識しきの現場を見られたのは、担当者の個人的好意によるものだ。

「わたしは本部に直帰する。傷を、早く治しなさい。戦力は貴重だから」

　倉庫の外に出て、ベネトナーシュはバイクに跨またがる。

「ちょっと待ってください」

「何？」

　勇生が呼び止めると、ヘルメットを被かぶりかけていた手が止まる。

「教えてくれませんか。あなたが何者なのかを」

〈ＳＴＡＢ〉内での特別扱あつかいだけではない。さっきの戦いで見せた、人間の限界を超こえているのではないかと思うほどの高い身体能力。そして、〈幻銃ガン・フアントム〉を使っても快感を感じた様子がないばかりか、他のハンターにはあり得ない連続使用をしている。

　発射だけでなく、銃じゆう剣けんで斬きりつけるのも「使う」うちだとすれば、今夜の戦いで二〇回以上を数えているはずだ。

〈幻銃ガン・フアントム〉の威い力りよくと快感は比例する傾けい向こうがある。

　あれだけ使い、顔色ひとつ変えないというのは信じられない。まっすぐ立っているだけでも脅きよう威いなのだ。

「〈ＳＴＡＢ〉のハンター、ベネトナーシュよ。ブレスレスを滅ぼす存在」

「そうじゃない[image: ]」

　叫んだ弾はずみで、傷が痛みが走る。

「〈幻銃ガン・フアントム〉を何発撃うっても平気な理由がわかれば、僕はもっと強くなれる。一いち撃げきずつの威力は不足していても、使い方次第で戦力になるのはさっき証明してみせました[image: ]　僕が強くなるのは、ブレスレスを倒すというあなたの願いにも一いつ致ちするはずだ[image: ]」

「……教えられるようなものじゃない」

　声に力を込める勇生に対し、ベネトナーシュの返答は冷たい。

「その《アルゴル》があなたに与あたえられた力よ。他人に譲ゆずり渡わたす事も、他人から借り受ける事もできない、あなただけの力。〈幻銃ガン・フアントム〉っていうのは、そういうもの」

「嘘うそですね」

　勇生が断言する。ベネトナーシュはヘルメットを被った。

「あなたには何か秘密がある。だからこそ、狩野ディレクターも普通とは違ちがう扱いをしているはずなんだ[image: ]」

「ただの、思いこみよ」

　エンジン音が鳴り、マフラーからガスが吐はき出される。

「ベネトナーシュっ[image: ]」

「さっさと病院に行きなさい。戦力低下は嫌いやだから」

　それだけ言い残し、バイクは遠ざかっていった。

「……くそ……っ[image: ]」

　痛み続ける傷口を押おさえながら、勇生は奥おく歯ばを噛かみしめるしかなかった。




「そう言えば、一いつ緒しよの出動は初めてだね」

「ん？　そうだな」

　車の中、理緒が声を掛かけてきた。同じクラスでふたりが一緒に欠席して目立つのを避さけているのか。同じ当番になる事そのものが珍めずらしい。そして、そのタイミングで出動がかかるのは更さらに希だ。

　ブレスレスは一八歳さい女子。既すでに五人を殺害している。男性がひとり連れ去られているらしいが、その生死は不明。まだ堕壊コラプシヨンは確認されていない。雑居ビルの最上階に追いつめている。

「……最近、多いよな」

　今、二件起きているだけではない。一昨日もベテルギウスが一体仕留めている。

「関係ないわ。あたしたちは、ただ任務を果たすだけ。そうでしょ？　これがあたしたちの使命、あたしたちにしかできない特別な役目よ」

　妙みように陽気な理緒の声に、優毅は頷うなずく事さえできない。ベネトナーシュと有明に向かった勇生が気にかかる。公私の区別は付けられるはずだが、彼女とは反りが合わないだろう。無理をしなければいいが──。

　やがて車は目的地に着いた。盛り場からやや離はなれた、小規模のオフィスビルがごちゃごちゃと密集している地域だ。所しよ轄かつが出動し、周囲を広めに封鎖して野次馬たちを遠ざけている。人目に触ふれないようパトカーの陰かげに隠かくれつつ、ワンボックスはビルの裏口にぴたりと横付けされた。

「こういう現場は困るよな。人目がある」

　強行班員のひとりが呟つぶやいた。

「目標は移動していない。最上階はワンフロア、まるごと空き事務所になっている。比ひ較かく的てき戦いやすいはずだ。突とつ入にゆうと同時に、一気に殲せん滅めつする。プリケリマは冷れい凍とう弾だんを使用する事」

　小隊長の杉下が、奈槻の決定を伝える。

「人質っていうか……人が一緒かも知れないんですよね？」

「ブレスレスの処理が第一だ。次にハンターの生命。人質が生きていたとして、確保の優先順位は三番目になる。作戦行動中に迷うと、死ぬぞ」

　元々警察ではないからか。優毅の問いに杉下の答は冷たい。

「仕方ないわよ。あたしたちの使命なんだもの」

　理緒が、言葉を繰くり返す。

「……ああ」

　シールドで顔を隠し、口くち唇びるを噛みしめる。

　わかっている。

　ブレスレスは恐おそるべき存在だ。躊ちゆう躇ちよすれば、自分の命が危険にさらされる。己が危険なだけではない。杉下ら強行班員は優毅や理緒を守るために必要とあれば自らの身体を盾たてにもする。彼ら自身の命は優先順位が四番目以下なのだから。

　現に優毅は、初めての出動の際に強行班員の犠ぎ牲せいによって救われている。

　だが、それを仕方がないと片づけていいのか。納得してしまっていいのか。

　今は迷うべき時ではない。生死を賭かけた戦いが始まる。

　逡しゆん巡じゆんする自分を、強引に精神力でねじ伏ふせる。

「〈黒革ブラツクスキン〉装着[image: ]」

　杉下の号令が飛ぶ。

《シリウス》は破は壊かい力があるが、即そく座ざに発射できるとは限らない。まず、理緒の《プリケリマ》で相手にダメージを与えつつ動きを封ふうじ、《シリウス》で一気に粉ふん砕さいするのだ。強行班員は余計な手出しはせず、優毅と理緒のガードを優先する。

　それが今回の方針だ。

「了りよう解かいっ[image: ]」

　理緒がヘルメットのシールドを下ろし、手て袋ぶくろを填はめる。華きや奢しやな手の中に彼女の〈幻銃ガン・フアントム〉が現れた。

　基本的な形状はリボルバーだが、弾だん倉そうであるはずの円えん筒とうがみっつ、互たがい違ちがいにボディに埋うめこまれている。どれも、銃じゆう身しんに真っ直ぐ繋つながっていない。元々〈幻銃ガン・フアントム〉から放たれるのは実体のある弾だん丸がんではなく、一種のエネルギーだと言われている。

　優毅の手にもずっしりと重い《シリウス》が現出した。幾いく重えにも封ふう印いんされた、拳けん銃じゆうとは思えないほど巨きよ大だいな拳銃。

「くっ[image: ]」

　手のひらに心臓が移ったかのように、熱い脈動が走る。解放と爆ばく発はつを求める〈幻銃ガン・フアントム〉の圧力が、頭の芯しんに響ひびく。身体が熱い。じりじりと細い炎ほのおで焦こがされるようなもどかしさが全身に広がっていく。

　今すぐにでも引き金を引いてしまいたくなる誘ゆう惑わく。

　グリップを強く握にぎり、呼吸を整え、己を律する。トリガーガードから抜ぬいた人差し指に力を込めて、真っ直ぐ伸のばす。

　ようやく優毅は精神の平へい衡こうを取り戻もどした。

　ヘルメット越ごしでも、理緒の荒あらい息づかいが聞こえてきた。華奢な肩かたが小刻みに上下している。

「よし。行くぞ[image: ]」

　杉下たちもショットガンやサブマシンガンを構えた。

　強行班員が先導し、慎しん重ちように狭せまい階段を上っていく。ビル内の電灯は乏とぼしく薄うす暗ぐらいが、ヘルメットに内蔵された増光システムのおかげで視界に不安はない。現場は空きオフィスで一切の灯あかりがないので、この視野に慣れておく必要がある。

　七階にたどり着く。すぐに突つき当あたる短い廊ろう下かの突き当たりに非常口。外の非常階段は制服警官が配置されているはずだ。壁かべにはひとりしか通れないドアがひとつ。何の表示もない。ここに控ひかえていた警官ふたりが敬礼し、階段を下りていく。彼らにできるのは監かん視しと連れん絡らくだけだ。ブレスレスとの戦いが始まれば足手まといでしかない。

　暗視で確認できるふたりの顔は青ざめていた。

　恐らくは、プロの警官である彼らよりも優毅の方が慣れてしまっている。人が怪かい物ぶつに変じ、異様な殺人を繰り返すという現実に。岩いわ切きりが言った異常な事態が、いつの間にか当たり前になっている。

　ドアの向こうからは、湿しめった音が微かすかに聞こえている。

　ブレスレスは単一の目的に執しゆう着ちやくする。執着というレベルではなく強きよう迫はく観念に駆かられるというべきか。だから、目的達成の障害として逃にげたり反はん撃げきしたりする程度で、積極的に警察等に攻こう撃げきを仕し掛かけてくる事は希だ。

　ブレスレス化した少女も自分が警察に追われ、包囲されている事は認識していても、それ以上に「やりたい事」「やるべき事」「やらなければならない事」を続けているのだろう。

　それは、何か──膨ふくらみたがる想像を、優毅は頭から追い出す。

　杉下のハンドサインを受け、強行班員のひとりがドアを蹴け破やぶる。続いて、優毅たちが殺さつ到とうする。

　学校の教室よりもふた回り広い、家具も何もない空っぽのオフィス。その中央に目標はいた。

　少女は全ぜん裸らだった。

　彼女は少年に跨またがり、ひたすら身体を上下させている。優毅に聞こえた水音の源はそこだった。

　血の音だ。

　溢あふれた鮮せん血けつと、ミンチと化した少年の腹を、肉の薄うすい少女の尻しりが叩たたく音。

　少年の下腹部は潰つぶれ、はみ出した腸がリノリウムの床ゆかに広がっていた。恐らくは整っていたであろう顔は苦痛に歪ゆがみ、目も口も限界まで大きく開かれてだらりと舌がはみ出している。血の気の失せた、青黒い肌はだ。

　不ふ愉ゆ快かいな血臭が汚お物ぶつの臭いと混じり合い、ヘルメットの隙すき間まから優毅の鼻をつく。

「どうして……どうして……」

　焦しよう点てんの合わない目で、口の端はしから唾だ液えきをこぼしながら、痩やせた少女は呟つぶやいている。その表情に悦よろこびはない。現れているのはただ焦しよう燥そうと疑念。

　恐おそらくは性交を求めているのだろう。しかし、もう少年の肉体は機能していない。ただの挽ひき肉にくであり、彼女の行こう為い自体もただ肉叩き器を連打するにも等しい行為だ。

　ブレスレスは満たされない。

　食事も、睡すい眠みんも、性交も、不要にして不能。ただ、特定の目的のためを果たすためだけに存在する──確かに奈槻からはそう聞かされた。一いつ端たんも目にしてきた。

　だが、眼前の光景は優毅にとって想像以上だった。

　人間である事を捨ててでも叶かなえたい願いは、ブレスレスになったからこそ永遠に叶わない。

「ねえ……どうして？　どうして死んじゃうの？　あたし、ずっと好きだったのに。テル君もあたしの事好きなら、ずっとあたしと同じ事考えてたら、死ななかったのに。そしたら、一いつ緒しよに……死なない同士ならきっと気持ちよかったよね？　ねえ？　ねえってば[image: ]」

　優毅たちを全く認識していない。

　腹の下に横たわる者が既すでに命のない肉にく塊かいである事を理解していながら、それに問いかけているのだ。

「わ……わぁああああぁっ[image: ]」

　指示を待たずに、理緒が〈幻銃ガン・フアントム〉を向ける。

　みっつの弾だん倉そうがスロットマシンのドラムのように回り、同時に停止する。

　銃じゆう口こうに純白の光が弾はじける。

　着ちやく弾だん[image: ]

　光が破は裂れつする。

　瞬しゆん時じに、防護服越ごしでも感じるほど気温が下がる。

　少女の肌を白い霜しもが覆おおい、成長して厚さ数センチの氷と化して包む。

　弾倉の位置によって炎ほのおや冷気、あるいは電気など異なる効果をもたらすのが理緒の《プリケリマ》が持つ特とく殊しゆ能力だ。

　水すい晶しように似た煌きらめきに囚とらわれ、目標が動きを止めた。

　巻きこまれ、少年の死体も凍こおりつく。腹部の潰れた断片は、見た目だけなら冷れい凍とうの食用肉と変わらない。

「今だ[image: ]　撃うてっ[image: ]」

　杉下の指示が飛ぶ。

　塞ふさがれた銃口を向け、人差し指に力を込める。

　だが、動かない。

　南なん京きん錠じよう、ダイヤルロック、鍵かぎ穴あな──さまざまな構造を組み合わせた安全装置が小刻みに震ふるえる。掌てのひらが燃えるように熱い。

　それでも、トリガーはびくともしない。

　歯がみしながら、優毅は一歩ずつ凍ったままのブレスレスに近づいていく。

　これが《シリウス》の弱点だ。圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力を持ちながら、単発でしか使えないし、銃口部分のインサートと頑がん丈じようなセーフティで封ふう印いんされている。優毅自身か、周囲の人間の生命の危機を感じなければ発射できないのだ。

　強い暴力衝しよう動どうと、それ以上に強い過か剰じようなまでの自制心の産物。

　少しでも己にプレッシャーをかけるべくフェイスシールドを上げようとしたが、今は視覚をヘルメットの暗視システムに頼たよっている。肉眼では、暗くてほとんど何も見えない事に気づき、左手も〈幻銃ガン・フアントム〉のグリップに戻もどす。

　もどかしい。だが、このもどかしさに安あん堵どを感じている自分がいるのを優毅は知っている。

〈幻銃ガン・フアントム〉に溺おぼれたくない。何の抵てい抗こうもなく発射できるようにはなりたくない。

　考えながら、じりじりとすり足で近づいていく。

　ピシっ[image: ]

　氷に、線が走る。

　引き金にかけた指が微び動どうする。

　しかし、優毅がトリガーを引き絞しぼるよりも早く、氷の拘こう束そく具は一気に崩ほう壊かいした。

　弾け飛んだ破片と水すい滴てきが、優毅の戦せん闘とう服を叩たたいた。

　フェイスシールドが、飛沫しぶきで濡ぬれる。

　反射的に袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

　目の前で、少女の裸ら体たいが変形していく。

　小こ振ぶりな乳ち房ぶさが膨ぼう脹ちようし、骨こつ盤ばんも巨きよ大だいに広がる。反比例するかのようにウエストがより細く引き締しめられる。倍にも伸のびた細い手足とも相まって蜘く蛛もか蜂はちのフォルムだ。

「堕壊コラプシヨン確認っ[image: ]」

　杉下小隊長の声が響ひびく。

　最後に、股こ間かんから喉のど元もとまでが真っ赤に裂さけ、牙きばとも棘とげともつかない突とつ起きが並ぶ。

　異形に変じた身体の中で、顔だけが元の少女のままだった。

　疑問と、憔しよう悴すいと、悲ひ嘆たんが詰つめこまれた顔。

「なんで？　なんで、願いが叶かなったのに……気持ちよくないの？　苦しいの？」

　訊たずねているわけではない。ただ、呟つぶやいているだけだ。

　大きく開かれた目は優毅を見ていない。何も見ていない。

「気持ちよくない気持ちよくない気持ちよくない気持ちよくないっ[image: ]」

　髪かみを振ふり乱みだしながら、ブレスレスが叫さけぶ。声だけなら何の変へん哲てつもない、少女のソプラノだ。

　グロテスクなまでに豊ほう満まんな乳房を揺ゆらし、細い腰こしをくねらせ、倍の長さに伸びてあらぬ方向に曲がった手足でフロアを這はいずる。巨大な裂孔からは半はん透とう明めいの粘ねん液えきが滴したたっている。その他にも、肩かたや脇わき腹ばら、乳房にも無数の口くち唇びるが開いていた。

「こ……このっ[image: ]　このぉっ[image: ]」

　動けない優毅を庇かばうように、側面に回りこみながら理緒が《プリケリマ》を撃つ。

　弾倉が回り、白光と冷気が放たれる。

　だが、着弾の瞬しゆん間かん、ブレスレスの体表でシズル音と同時に水蒸気が弾ける。

　さっきは通用した冷気が完全に防ぼう御ぎよされている。高温化した相手の体表で相殺されているのだ。

「岬、下がれ[image: ]　俺が始末する[image: ]」

「プリケリマよ[image: ]　あたしが倒たおす[image: ]　あたしの力を、証明するんだ[image: ]」

　制しようとする優毅を押おしのけ、理緒が前進する。

　ぶんっ[image: ]

　ブレスレスの長い腕うでがスイングする。

　咄とつ嗟さに飛びつき、理緒を押し倒す。

　腕は、優毅の頭上数センチを通り過ぎていった。

　強行班員たちが銃じゆう撃げきで牽けん制せいする。

　火を噴ふいたスパス15とスペクターＭ４の弾だん丸がんが、白い肌はだの表面で跳はね返る。

　傷も、痣あざも刻まない。それでも、一いつ瞬しゆん相手の動きを止める効果はあった。

「今だ[image: ]」

　隙すきを見み逃のがさず、杉下が叫ぶ。

　それを合図に、優毅は理緒を引き起こして一いつ緒しよに後退した。

「突とつ出しゆつするな[image: ]　隊長たちが戦いにくくなる[image: ]」

「ご、ごめんっ[image: ]」

　理緒が優毅から離はなれ、〈幻銃ガン・フアントム〉を構えなおす。

　しゃっ[image: ]

　全身の小さな口から、ブレスレスが何かを吐はいた。

「きゃっ[image: ]」

「わっ[image: ]」

　突とつ然ぜん燃え上がった炎ほのおが、優毅と理緒を引き離はなした。

　光量補正システムが暗くら闇やみから強きよう烈れつな光へ対応して、視界を修正する。

　熱に追われ、優毅は理緒とは逆の壁かべ際ぎわまで後退した。

〈ＳＴＡＢ〉戦闘服は難燃性で耐たい熱ねつ能力も高いが、完全に防いでくれるわけではない。

　黒いウェア越ごしに伝わる炎の熱がじりじりと肌をなぶる。

　炎は純じゆん粋すいな赤ではなく、黄色や緑が混じっていた。炎えん色しよく反応の実験めいた色しき彩さいだが、ブレスレスそのものが既き知ちの科学から逸いつ脱だつした存在だ。この炎の色も何がもたらしているのか。

「きもちよくないきもちよくないきもちよくないきもちよくないきもちよくないっ[image: ]」

　自らが起こした火か炎えんの中、ブレスレスは変わらぬ飢うえた表情のまま、既すでに炭化した少年の亡なき骸がらに腰を擦すりつけている。直接炎に触ふれても、白い肌には何のダメージも刻まれない。

「消火器[image: ]　下の階から持ってこい[image: ]」

「了りよう解かい[image: ]」

　杉下の指示で、強行班員が階段を駆かけ下りる。

　堕壊コラプシヨンしたブレスレスは形状も能力も千差万別だ。ほとんどは牙きばや爪つめ、触しよく手しゆによる直接攻こう撃げきのみだが、中には溶よう解かい液や毒物を噴ふん射しやするものもある。その全てに、あらかじめ対応するのは不可能なのだ。

　火災発生となれば目もく撃げき者も増える。早めに対処しなければならない。

「あたしがやりますっ[image: ]　あたしなら──あたしにはできます[image: ]」

　理緒が叫び、〈幻銃ガン・フアントム〉を乱射する。

　ブレスレスに向けてではない。

　何か所かで燃え広がる火が標的だ。

　三発目、四発目、五発目。

　放たれた白い光が着ちやく弾だん点の温度を強制的に下げて炎を鎮しずめる。

　だが、まだ完全ではない。ブレスレスが吐いた液体はナパームに近い。強い粘ねん性せいでその場に貼はりつき、高温で燃焼し続けている。

「あはぁ……はぁ……あふ……は……」

　膝ひざを突つき、そのまま座りこむ理緒。〈幻銃ガン・フアントム〉の快感で脱だつ力りよくし、身体を支えられないのだ。壁かべにもたれかけた背中が自身の反動で跳ね返り、不安定に揺れている。

「岬、無理だ[image: ]　もう止めろ[image: ]」

「まだ……まだまだ……っ[image: ]」

　優毅の呼びかけをはね除けるように、座ったままで理緒が六発目を放つ。

　銃じゆう口こうから光が迸ほとばしる。

　最後の大きな塊かたまりが鎮ちん火かした。一瞬、大量の水蒸気が広がる。漂ただよう冷気が優毅のブーツを撫なで、表面に水すい滴てきを結び、霜しもと化す。

「ああ……はァあァっ[image: ]」

　感極まった声が上がる。だらりと垂れ下がった両手の中では《プリケリマ》の三つのシリンダーがからからと空転している。そのまま〈幻銃ガン・フアントム〉は薄うすれ、空気に滲にじんで消しよう滅めつした。空いた両手を床ゆかにつき、俯うつぶせにくずおれる。

　動かなくなった理緒を、強行班員が引きずって部屋の外へ下がらせる。

　訓練で慣れるといっても限界がある。無制限に尿によう意いや睡すい魔まを拒きよ絶ぜつできないのと同じだ。六連発は、彼女にとっても初体験。限界を超こえる行こう為いなのだ。

　まだ、部屋のあちこちでコンロほどの小さな火が燃えている。

　もう理緒にはそれを消す力はない。

　目の前の敵を倒せるのは自分だけ。

　ここで躊ちゆう躇ちよすれば理緒が、強行班員が、外の警官たちが、何も知らない市民に危険が及およぶ。

　そのリスクを避さけるには、己をリスクに晒さらすしかない。

　怒いかれ。焦あせれ。憎にくめ。怯おびえろ。

　あの醜しゆう悪あくな肉にく塊かいを。獰どう猛もうな怪かい物ぶつを。人殺しの化け物を。人間である事を捨てた者を。

　理性の枷かせを外すべく、必死に自分に言い聞かせる。

　ヘルメットを脱ぬぎ捨すてる。リスクを積み上げるために。

「うぉおおわあああああああっ[image: ]」

　優毅は《シリウス》を構えたまま、ブレスレスに肉にく迫はくした。

　迫せまる彼に、長い腕うでが振ふり上げられる。指も数倍の長さに伸のび、ナイフじみた爪が備わっていた。

　振り下ろされる。同時に、乳首に新たに開いた裂孔から液体が放たれる。

　トリガーにかけた指が、力によって動く。引き絞しぼられる。

　爆ばく発はつ[image: ]

　バレルが破は裂れつし、轟ごう音おんと共に閃せん光こうが溢あふれる。

　衝しよう撃げき波が、室内の空気を震ふるわす。

　液体が光こう芒ぼうに飲まれる。

　ガラスに亀き裂れつが走る。

　己に返ってくるバイブレーションが優毅を痺しびれさせる。腕の骨が打楽器になったかのような強い震え。

　少女が変へん貌ぼうしたブレスレスが四散する。

　胴どう体たいが消滅した。支えを失った四し肢しが、頭が、部屋の隅すみに転がる。

　シリウス。

　全天で最も眩まばゆい星。

　焼き滅ほろぼすもの──その名に相応ふさわしい破は壊かい力は、一いち撃げきでブレスレスの肉体を粉ふん砕さいしていた。

「はぁ……はぁ……っ[image: ]」

　跪ひざまずく。まだ力が抜ぬけていく。そのまま座りこむ。歯や骨、身体の硬かたい部分が溶とけていく感覚。

　鼓こ動どうが速い。血ではなく、もっと甘あま酸ずっぱいべたつく液体が全身の隅すみ々ずみまで送り出されているようだ。頭の芯しんがぼんやりと暖かい。

　潤うるみ、ぼやけた視界が徐じよ々じよに戻もどっていく。

　正面の壁かべには、歪ゆがんだ丸形の亀裂とどす黒い染みが広がっていた。さっきまでブレスレスの肉体だったものが《シリウス》で粉砕されたのだ。

　そして、転がった首は最初と同じ何かを求める不満の表情のまま。

　それがゆっくりと崩ほう壊かいし、黒ずんだ汚お泥でいへと変わっていく。

　ただ、両目だけがまだ白い。

　思わず左手で自分の顔を掴つかむ。

　自分の表情はどうだ？

　喜き悦えつで歪んではいないか？　快楽に緩ゆるんでいないか？

　見て確かめる事はできない。ただ、指に力を込めて表情筋を強引に矯きよう正せいする。

　微かすかな痛みが、むしろ心ここ地ちよかった。

「大だい丈じよう夫ぶか、シリウス？」

「あ……はい」

　萎なえた脚あしに力を入れて立ち上がる。ようやく下のオフィスから消火器を調達してきた強行班員が、残り火を丁てい寧ねいに始末する。

「調査班は手が足りないからな。有明優先で、そっちが済んでからになるそうだ。自分たちは、ここの管理に残るが、お前たちはすぐに撤てつ収しゆうしろ」

「……了りよう解かいしました」

　ヘルメットを拾って敬礼し、〈黒革ブラツクスキン〉を外して預ける。

　消火剤ざいのいがらっぽさ、ブレスレスの残ざん骸がいがもたらす生なま臭ぐさい異い臭しゆう、壁や床ゆかの建材が焦こげた臭におい。いろんなものが混じった空気が鼻や口に流れこむ。戦せん闘とうの緊きん張ちようが解けた事を実感する。全身がじっとり汗あせばんでいる。炎ほのおの熱や運動による発はつ汗かんだけではない。〈幻銃ガン・フアントム〉が神経を弄もてあそび、生理現象を暴走させている。

「おい。誰か、付けるか？」

「いえ。平気です」

　足元がふらつくのを見て、心配する杉下にもう一度敬礼し、強引に背筋を伸ばす。

　ただでさえ同時出動で人手が足りない。杉下自身、優毅にひと声かけた後は、白い粉に咳せき払ばらいしながら本部との交信、部下への指示と早口が止まらない。

　部屋から出ると、他の強行班員に支えられている理緒が目に留まった。

　ヘルメットを脱ぎ、胸元のファスナーも二〇センチほど下ろして開いている。空気を入れ、火照った身体を冷ますためだ。

　満足げに口くち唇びるの端はしを微かに上げ、半開きの目はぼんやりと虚こ空くうに向けられている。ぐったりと相手に預けた身体が、断続的に痙けい攣れんしていた。

「はぁ……はァ……」

　白い喉のどを仰のけ反ぞらせ、その上に指を這はわせ、甘あまったるく粘ねばつくような息を吐はき出し続けている。

　上気した、忘我の表情。

　優毅の脳裏に、さっき対たい峙じしていたブレスレスの顔が浮うかぶ。

　満たされず、求め続ける、飢うえた顔──妹と、自分と同じ年とし頃ごろの。

　また脳の真ん中がじんじんと張りつめる。優毅は激しく頭を振ふって、混こん濁だくするイメージを追い出した。

「シリウス、動けるなら彼女を頼たのむ」

「え？」

　強行班員が、理緒の身体を差し出してくる。

「本部に戻るだけだろ？　こっちも人手不足なんだよ」

「わ、わかりました」

　理緒を肩かたで支えるが、身長差があってバランスが取りにくい。しかも、相手は完全に脱だつ力りよくしている。

「おい、岬……じゃない。プリケリマ。しっかりしろ。俺に、おぶされ」

「ん……ああ……、櫂原くんかぁ……」

　間近で声をかけても、反応は鈍にぶい。コードネームを使うのを忘れているほどだ。それでも、何とか背負う形にはなった。女の子をまるごと担かついだのは小学生の頃ころに妹をおぶって以来だ。意外に重く感じる。

「ゆう……じゃなかった。シリウス、ありがとねぇ……」

　酔よったような小声で、理緒は両りよう腕うでを優毅の首に絡からめてきた。細い顎あごが肩に乗る。

　間近から流れてくる汗の匂においが鼻び孔こうをくすぐる。太ふと股ももを支える手には、じっとりと湿しめった感かん触しよく。

　いや。湿っているというレベルではない。

　はっきりと、濡ぬれている。汗だとしたらあまりに夥おびただしい量だ。

　ゆっくり、慎しん重ちように階段を下りる。脱力しきった理緒の脚がぶらぶらと揺ゆれる。

「駄だ目め……全然……もう……」

　何を言おうとしているのか。理緒の声は断片的で、意味を結ばない。ただ、熱い吐と息いきだけが優毅の首筋にかかる。

「辛つらいなら、もう喋しやべるなよ」

「辛く……ないよ……。あは……」

　同じように〈幻銃ガン・フアントム〉の快感を受けても、個人差は大きい。

　優毅は強きよう烈れつなものが瞬しゆん間かん的に頂点に達し、発射直後は完全に意識が飛ぶ反面、回復も早い。理緒の場合、一度ずつの快感は優毅よりは小さいものの、尾おを引いて累るい積せきする傾けい向こうがあるらしい。

「……櫂原の背中、おっきい……」

　まだ夢心ごこ地ちで意識が回復していないのか、酔っているか寝ねぼけているような反応だ。遠えん慮りよなく全身を預けてくる理緒の胸の弾だん力りよくが、防護服を二枚隔へだてても伝わる。

「岬。いいから、寝てろ」

「眠ねむくないよぉ……。ほんと、火照って……熱くて……。眠れないの……」

　言われなくてもわかる。優毅自身の体温も上がっているはずなのに、理緒は風か邪ぜでも引いたかのように熱い。

　戸と惑まどいながら降りきると、ビルの周囲はパトカーが包囲したままだ。火災発生に備えたのか。消防車も二台ほど停まっている。

　黒くろ塗ぬりのワンボックスに乗りこみ、理緒を向かいのシートの座らせる。まだ身体に力が入らないのか。浅く腰こし掛かけて背を完全に預け、だらしなく脚あしを開いている。優毅は顔を伏ふせ、視線を逸そらした。

　ようやく優毅自身の火照りも治まってきた。

　特に熱い右手を見下ろす。

〈幻銃ガン・フアントム〉の形状や性能はハンターの性格や人間性が反映するという。

　それは実感できる。《シリウス》は優毅の内なる暴力性とそれに対する強い忌き避ひの現れだし、村瀬の《ベテルギウス》の射程距きよ離りがほぼゼロなのは、格かく闘とう技に自信を持ち、肉にく弾だん戦を好む彼の性向を反映しているからだ。

　それなら、理緒の《プリケリマ》は？

　多分、変わりたいという想いだ。

　今の自分ではない、別の何かになりたいという願いを受け、必要に応じてさまざまな性質に変化する〈幻銃ガン・フアントム〉を生んだのだろう。

　願い──心の中で何気なく呟つぶやいた言葉に、優毅は戦せん慄りつする。

　それはブレスレスを生み出すものだ。

　名も知らぬあの少女は、多分少年と結ばれる事を夢見ていた。その願いが彼女をブレスレスに変えた。ブレスレスになったから、セックスは不可能になった。

　同じ十代だ。

　ブレスレスになるか、ハンターになるか。あるいは単なる死体になるか。

　みっつの道は、きっとそれほど隔たっていない。

　そんな事を考えているうちに、車は〈ＳＴＡＢ〉本部に帰き還かんした。

「ほら、み……じゃない。プリケリマ、着いたぞ。立てるか？」

「……うん……」

　疲つかれた顔で、しかし微笑ほほえみながら理緒は自分の脚で下車した。

「シャワー浴びて、仮か眠みん室で休んでろよ。それじゃ帰るのも辛いんじゃないか？」

「うん……そうする」

「報告は俺がやっておく」

「でも、狩野ディレクターが……」

　理緒は、ゲートのチェッカーにＩＤカードや掌しよう紋もんを当てる手つきも危なっかしい。ようやくクリアして中に入ると、スピーカーから声がした。

『奈槻は本庁に出向いてるわよ』

　明るいソプラノは、ミアの声だった。

「何か、問題があったんですか？」

　手近なマイクに向け、理緒が訊たずねる。〈ＳＴＡＢ〉本部内は、各所に監かん視しカメラやインターホンが設置されているのだ。

『そうじゃないわ。最近連続してるからね。上への、報告』

　奈槻はあくまで現場の指揮官だ。彼女の上に、政府や関係省庁との連れん携けいを維い持じし、〈ＳＴＡＢ〉全体を統とう括かつする総責任者がいる。そのオフィスは、この本部ではなく警察庁内にあるとしか優毅たちは知らない。

「有明は、俺たちよりも先に解決したんですよね？　そっちのメンバーは？」

『ええ。今、ちょうど後始末と調査してる最中ね。アルゴルは病院』

「まさか、高出水に何か？」

　理緒を押おしのけ、優毅はマイクに向けて問う。

　強行班員やベネトナーシュが一いつ緒しよでも、決して安全ではない。ハンターが赴おもむくのは怪かい物ぶつと殺し合う戦場なのだ。現に、優毅はひとりのハンターが命を落とすのをその目で見ている。彼の〈黒革ブラツクスキン〉は死んだ少年の形見でもあるのだ。

『安心して。軽い怪け我がよ』

〈ＳＴＡＢ〉内の医務室でも外傷の治ち療りようはできるが、ここも人員が充じゆう分ぶんな訳ではない。二四時間体制で維持するのは限界がある。連日の出動でローテーションも乱れている。

「だから、病院に行ってもらっただけ。向こうにも、ブレスレスに関して知っているスタッフはいるから」

「そ、そうですか……」

　肩かたの力が抜ぬける。

　両親を、智笑美を失った。勇生だけは死なせないと先日誓ちかったばかりだ。

　もちろん勇生もハンターであり、常にコンビを組む選せん択たく権もない。

　現状では自分たちは無力な、ただの駒こまだ。

　それを自覚してなお、勇生の安否を気にしてしまう。

『ま、詳しよう細さい報告は杉下小隊長を待つわ。ふたりとも帰着は確認したし、口頭の出頭は省略してもＯＫ』

「はい。じゃ、岬も休めよ」

「岬じゃないわ。プリケリマよ」

「それが言えるようになったなら、大だい丈じよう夫ぶだな」

　優毅自身も汗あせで全身べたべただ。さっさと洗い流してしまいたい。汗や汚よごれだけではなく、手や背中、首筋に残った理緒の感かん触しよくを。

　不快ではない。ただ、嫌けん悪おを感じる。理緒にではなく、自分自身に。

　先に行った理緒を見送り、タイミングをずらしてシャワールームに向かう。もちろん男女別に別れているが、今、彼女と一緒にいるのはどこか気まずかった。

〈ＳＴＡＢ〉のシャワールームは、高校の運動部でも使うようなものと同じタイプだ。入り口の先で男女に分かれ、さらにその中で区切られているひとり分の小さなブースには胴どう体たい部分だけを隠かくすスイングドアだけが付属している。ただし、体格のいい警官の利用を考こう慮りよしているため標準よりも心持ち広めだ。

　熱い湯を流しっぱなしにしながら、優毅は懸けん命めいに己が両手を擦すり合わせる。理緒の柔やわらかな身体の感触と汗が、皮ひ膚ふの下にまで染みついている気がしてならない。

　ただの妄もう想そう、過か剰じよう反応だと理性ではわかってはいるのだが。

「ふぅ……」

　肌はだに痛いほどの水流と温度が、むしろ心ここ地ちよい。さっきまでの戦いと、その後で受けたさまざまな刺し激げきを上書きし、塗ぬりつぶしてくれる。

　レバーを捻ひねって湯を止め、身体を拭ふく。ボディソープやタオルは備品だが、着き替がえまではさすがに常備していない。

　仕方なく、汗の残ったトランクスに脚あしを通す。

「……予備、ロッカールームに用意しておいた方がいいかな……」

　今までの出動ではこれほどの汗を意識した事はなかった。

「ん……？」

　人の気配を感じ、顔を上げる。強行班員が帰き還かんしたか。訓練の疲つかれを流しに来た者がいるのか。

　だが、目の前に現れたのは優毅が予想もしていなかった人物だった。

「み、岬……っ!?」

「プリケリマよ、ここでは」

　理緒だ。髪かみは濡ぬれ、首筋や肩かた口ぐちには水すい滴てきが残っている。胴体だけを、純白のバスタオルで覆おおっている。

　戸と惑まどい、呆ぼう然ぜんと立ちつくす優毅に、理緒は一歩ずつ近づいてきた。

「お、お前、その格好……？」

「あは……。下着の替かえ、用意してなかったの。汗まみれで気持ち悪いし」

　やはりタオルの下は裸はだかという事か。

「と、とにかく[image: ]　ここは男のシャワールームだぞ[image: ]　ひょっとして、まだ酔よってんのか？　冷たいシャワー浴びなおせ[image: ]」

「違ちがうよ。もう大丈夫。〈幻銃ガン・フアントム〉の感覚は、抜けてるから」

　顔を逸そらし、手で目元を覆い、おぼつかない足取りで後ずさる。背中でスイングドアを押してシャワーブースへと追いつめられる。肘ひじがレバーに当たった。生なま温ぬるく変わった湯が降り注ぐ。

「さっきは、お礼言い忘れてたから。ありがとう」

　はらりとタオルを足下に落とし、理緒は優毅にもたれかかった。

　胸板に頬ほおが触ふれる。重なった身体を、ぬるま湯の薄うすい膜まくがひとつに包む。

「れ、礼なら聞いたぞ[image: ]」

「そうだっけ……。でも、本当にありがとう。助けてくれて」

「と、とにかく離はなれろ[image: ]　服着ろって[image: ]」

　鼓こ動どうが強くなる。重なる。まるでひとつの心臓をふたりで共有しているようだ。

　上じよう昇しようする体温と中ちゆ途うと半はん端ぱな水温のせいで皮膚感覚がぼやけ、自他の境界が曖あい昧まいになっていく。お湯が溶よう剤ざいになって同じ温度に揃そろえられた自分と理緒の肌の表面を溶とかし、混ぜ合わせ、ひとつにつなげている。

　はね除けてしまうのは簡単だ。だが、腕わん力りよくを発揮するのは優毅が恐おそれる禁きん忌きだ。

　そして、こんな形で女性に触れる事も。

　一七歳さいだ。異性を、恋れん愛あいを──そして性を意識しないはずはない。

　しかし、その事を考えるたびに妹の事を思い出してしまう。

　欲望に駆かられ、幼い少女を標的とし、智笑美を辱はずかしめようとした男。怒いかりに支配された優毅が殴おう打だし、流血させた男。

　あれとは違う。

　異性に興味を持つ事そのものは悪でも罪でもない。生き物としての人間に備わった、ごく普ふ通つうの感覚だ。

　頭では理解している事を、実感として受け入れられない。

　優毅は、己の欲望を、衝しよう動どうを必要以上に恐れる。

　では、必要な水準とは何だ？

　どこまでなら許される？

　誰がどう判定する？

　望みは、願いは、人を怪かい物ぶつにする。

　肉体の感覚さえ今のように溶よう解かいしてしまう。

　自然な事、当然の事はどこにあるというのか。

「シリウス……素敵だよ。強いし、威い張ばらないし……」

「あ、あのさ。岬だって立派だったぜ。最初に動き止めたり、火を消したりしたのは岬のおかげだし……岬にしかできない事だし……」

「だから、プリケリマだってば。ほら、前に言ったじゃない？　偽ぎ装そうのためにつき合おうかって。あれ、本気で考えてよ。あたし、シリウス嫌きらいじゃないよ。ううん、好きって言ってもいいかも」

「お前、まだのぼせてるだけだって。〈幻銃ガン・フアントム〉撃うちすぎて、たまたまその場にいたのが俺だってだけだ[image: ]」

「違うよ[image: ]」

　これまでリゲルやベテルギウス、男性のハンターとコンビを組んだ事は何度もある。もちろん《プリケリマ》よりも強力な〈幻銃ガン・フアントム〉の使い手もいた。助けた事も、助けられた事もある──理緒は語った。

「だけど、こんな気持ちになったのはシリウスだけ」

　多分、恋こいではない──優毅は直感する。

　岬理緒は、承認と同化を求めているだけだ。

　自分を肯こう定ていできないから、誇ほこれないから、居場所を確保するために実績を上げようとする。尊敬できる相手に過か剰じような好意を感じて、同一化を図る。

　優毅がひたすらに己を封ふう殺さつし、自らの感情を解放しないようにするのと、表出の仕方こそ違え、源泉は同じだ。

「ひ、ひとまず離れてくれよ。頼たのむから」

　だから、無む碍げに拒きよ絶ぜつする事はできない。

　瞼まぶたに力を込め、顔を天てん井じように向けて、なるべく腕うでに力が入らないようにして手探りで理緒をそっと押おそうとする。

　その時、指先が異様な感かん触しよくに触れた。普通の肌はだではない。湯に濡ぬれていてもがさつく、妙みように強こわ張ばった触しよつ感かん。

　つい、目を開く。

　触れていたのは、理緒の手首。そこに刻まれた幾いく条すじもの細い傷きず跡あと。

　いつも長なが袖そでの制服や戦せん闘とう服で隠かくされている部分だ。

　ある種の獣けものの体毛を思わせる複雑な縞しま模も様よう。

「み……プリケリマ、お前、これ!?」

「あ、これね。大した事ないんだ。別に大した事は」

　優毅の手を振ふりほどき、両手を後ろで組む。そのせいで、どこも隠さない裸ら身しんが優毅の目に飛びこむ。

「た、大した事ないって……そんな訳ないだろ[image: ]」

　視線を逸そらそうとしても、逸らしきれない。目が離せない。

　一いつ瞬しゆんだけだったが、目に焼きついてしまった。

　傷の上に傷を刻み、何層にも重なって紅あかいラインが引きつれて残ってしまった手首。左の方が多いが、右にも何本か走っている。

「安心して。死ぬ気なんかないんだよ」

　理緒の笑顔は明るい。

　しかし、それは虚うつろで寒々とした明るさだ。

　一いつ般ぱんに、リストカットの常習者は本気で自殺を意図していない。

　痛みや流血で生きている事を実感できる。完全否定して死ぬほどではないが自己嫌けん悪おの念が強い。他人から注目や同情を浴びたい──そんな理由がほとんどだと言う。

　だが、常習化すれば本人の意志とは無関係に死に至る事もある。

　理緒の傷跡は、硬かたい。

　治りかけの瘡かさ蓋ぶたに、鋭えい利りな刃は物ものでまた線を引く。そんな行こう為いを繰くり返してきたのが一見どころか触ふれただけでもわかる。

「ただ、時々何となくっていうか、無意識にね。〈ＳＴＡＢ〉に入ってからなんだ。何て言うか、少し痛い方がバランス取れる感じしない？　あれだけ気持ちいいんだし」

「そんな話があるかよ[image: ]」

　思わず、理緒の両りよう肩かたをつかむ。

　唐とう突とつな優毅の行動に、理緒はきょとんと顔を上げた。

「痛いよ、シリウス……」

「あ……悪わりぃ」

　手を離はなす。

〈幻銃ガン・フアントム〉を撃ち、ブレスレスと戦う。消しよう滅めつさせる。そうして認められる事を求めながら、異常な快感を素直に受容する事ができない。

　まるで「お釣つり」を支し払はらうように、自らの身体を傷つける。

　そうしなければ保てないバランス。片方の天てん秤びんに強引に乗せられる、自我までも侵おかすほどの愉ゆ悦えつ。

　優毅だって、さっきの戦いの後で己の顔を過剰な力で締しめつけたではないか。

「その……ごめん。俺、女の子とつき合うとか、そういう事、考えられないから」

　情けない。

　妹は、智笑美はあんな目に遭あいながら、それでも自力で心の傷を乗のり越こえ、巡めぐり会あった勇生を信じ、愛していた。

　少なくとも、愛そうとしていた。

　それに比べて、自分は未いまだにただ恐おそれ、怯おびえ、己を縛しばり続けているだけだ。向き合って受け入れる事なく、逃にげ回っているという現実を正当化しようとしている。

「それって……」

　理緒の顔が青ざめる。

「あ、ああ、違ちがうんだ。岬が嫌きらいとかって言うんじゃなくて……。その……いろいろあってさ」

　また視線を逸らしたまま、説明にもならない言葉を吐はき出す。

「とりあえず、今はハンター仲間として頑がん張ばろうぜ。俺、相談くらいには乗れるから、自分で自分を切ったりするのは止めるんだ」

「……本当に、死ぬ気はないんだってば。浅い傷だよ」

「いいから[image: ]」

「う、うん……」

　優毅の剣けん幕まくに驚おどろきながら、理緒はこくんと頷うなずいた。

「ひとまず、戻もどって着き替がえてくれ。いつまでもこんな事してたら、他の誰かが来るかも知れない。勇生たちの班とか」

「あ、それもそうだね」

　慌あわてて立ち去る理緒の背中を見送り、優毅はシャワーを止めた。

　勇生ほど、積極的に〈ＳＴＡＢ〉を疑い、対たい抗こうするつもりはなかった。

　しかし、〈幻銃ガン・フアントム〉というのは今まで考えていたよりもずっと危険な存在なのではないだろうか。

　精神の均きん衡こうを失っているのが理緒だけとは限らない。例えば、ベテルギウスの過か剰じような攻こう撃げき性も〈幻銃ガン・フアントム〉の影えい響きようかも知れない。

　確かにブレスレスとは戦わなければならないだろう。しかし、戦いという現実そのものから自分たちを守る必要もある。

　いつの間にか、優毅は拳こぶしを強く握にぎりしめていた。







第四章　十字架を求む者







　三件目が起きた。

　都内にあるスプリングスの支店が、また襲おそわれたのだ。

　理解できない犯行。背後に狂きよう信しん的カルト集団の存在？

　優ゆう毅きのマンション、点つけっぱなしのテレビでは解説員がさまざまな憶おく測そくを並べている。

　スプリングス側にも非があるのではないか──大口の広告主相手にしては珍めずらしい辛しん辣らつな意見もあれば、政府の金きん融ゆう政策を批判する声もあった。

　今回の支店は雑居ビルの一階だったため、消化活動は迅じん速そくだったがスプリングスの社員だけではなく上のフロアに入っているオフィスでも焼死者がひとり出た。火傷を負ったり煙けむりに巻まかれたりした被ひ害がい者しやは両手に余る。

「こんな時だ。一度、家に帰った方がいいんじゃないか？」

　ドライカレーの夕食を取りながら、優毅は勇ゆう生きに尋たずねる。

　優毅のマンションにも昨日、安否を訊たずねる電話がかかってきた。両親からではなく、家政婦だったが。

「電話で連れん絡らくは入れましたよ。父親は、特に変わった事もないそうです。差出人のない怪かい文ぶん書しよは届いているようですけど、いつものいたずららしいです」

「いつものって……」

「よくあるんですよ。この事件が起こる前から。天てん誅ちゆうとか国こく賊ぞくとか、そういう大げさな言葉を書いた差出人不明の手紙がね。父も母も、誰も気にしていません。……うん、美味おいしいです」

　淡たん々たんと、勇生は黄色いライスのスプーンを口に運ぶ。実家に脅きよう迫はく状めいた手紙が届いている事よりも、優毅が作ったドライカレーの方が彼にとっては刺し激げき的だった。

　別に凝こったものでも、得意なものでもない。料理に不慣れだから簡単で、なおかつひと皿で主食とおかずを兼かねるメニューにしたというのが理由だ。刻んだ玉たま葱ねぎと冷れい凍とうのミックスベジタブル、合い挽びき肉を具にして、適当に味を付けただけの代物だ。

「父の会社のやり口が汚きたないから、関係ない人間にまで被ひ害がいが出る……」

「そういう言い方は止めろよ。まだ背後関係も何もわかってないんだからな」

「ごめんなさい。確かに、口が滑すべりました」

「高たか出いず水みくん、正義感が強いのはいいけれど視野が狭せまくなっちゃまずいぜ」

「それはわかります。ですが、優毅さんも慎しん重ちようすぎますよ。自分を抑おさえつけているだけじゃ、結局何もできないままです」

「……そうだな」

　勇生の直ちよく截せつ的に過ぎる物言いにも慣れた。悪意や皮肉ではなく、本心からの言葉だ。その脆もろい硬かたさが危険に直結しないようにフォローしなければ。友達として。

「ん？」

　会話を遮さえぎるように、勇生のポケットの中で携けい帯たいが震ふるえた。コップの水で口の中のドライカレーを飲み下し、電話を手に取る。

「多分、父の使いですよ……もしもし」

　相手の番号を確かめもせず、勇生は電話に出た。

「え……？　はい。いえ、存じませんでした。いえ……僕の方も……そうですか。わかりました。何かわかったらご連絡します。わざわざありがとうございました」

「どうした？　親じゃないのか？」

　電話を切った勇生に、優毅は食事を頬ほお張ばったまま訊ねる。

「鴨かも志し田ださんの家族──叔お母ばさんからでした。ここ数日、帰宅してないそうです」

　学校にも顔を出さず、クラスの友人にも心当たりがない。警察も現状では事件性の有無がはっきりしていないという事で真しん剣けんに取り合ってくれない。途と方ほうに暮れて彼の部屋を調べなおし、勇生の番号のメモを見つけたのだという。

「まさか……ブレスレス被害者に含ふくまれてるんじゃないだろうな？」

「本部で訊きいてみましょう。ブレスレスの素性はともかく、被害者くらいなら教えてもらえるかも知れません。目標の足取りを探るヒントにもなり得ますからね。僕も、同行していいですか？」

　皿を空にして、勇生はスプーンを置いた。今日はこれから優毅が夜番の勤務だ。勇生は肩かたの負傷が完治してない事もあって、数日当番はない。

　万一の傍ぼう受じゆなどを警けい戒かいし、ハンターと本部の電話連絡は最小限に制限されている。変へん更こうがない限り事前に教えられたローテーションの通り「出勤」すればいいだけだし、そうでなくてもほとんどのハンターは時間を作って訓練に来る。〈幻銃ガン・フアントム〉を撃うちたい一心で。

　本部側から非常召しよう集しゆうや配置変更の連絡はあっても、ハンターの方から電話やメールでコンタクトするのは原則禁止。急病等による欠席申しん請せいくらいだ。

「だが、仮にブレスレスの被害にあったとして、事実は伝えられないんだよな……」

　優毅自身、〈ＳＴＡＢ〉のハンターにならなければ妹や両親の死の真相を知る事はなかったのだ。

「そうでない事を祈いのりましょう。それと、今は仕方がないとしても、いつか事実を明らかにするチャンスはあるはずです。これまで犠ぎ牲せいになった人たちに関しても、ね。今は鴨志田さんの無事を信じるだけです。行きましょう」

「俺が訊いてくるから、今は休めよ」

　だが、今度は勇生と優毅の携帯で同時に着信があった。

　メールの差出人は、同じ「Ｎ・Ｋ」のイニシアル。件名は『会える？』だけ。ただの友人同士のやりとりのように偽ぎ装そうされているが、〈ＳＴＡＢ〉本部からだ。即すなわち、滅めつ多たにない非常の連絡。

　簡単な符ふ丁ちようで指示されたのは『可か及きゆう的てき速やかに本部に集合せよ』。

「結局、僕も行くしかないみたいですね」

「……ああ」

　口くち唇びるを強く結び、勇生はハンガーのブルゾンを掴つかんだ。




　格かく闘とう訓練場を別にすると本部で最も広いブリーフィングルームだが、ハンターと強行班員全員を収容する事はできない。

　ハンターも、一二人全員が集合しているわけではなく、昨日の当番だった者などは休養待機が認められているので、この場にいるのは八人だ。強行班員も、小隊長を務め得るメンバーが中心。室内の総員は四〇人ほどか。

「揃そろったわね。ここにいない者には後日伝えます。なお、言うまでもない事だけど、ここで話される内容は〈ＳＴＡＢ〉の外では一切口外を禁じます」

　前置きし、奈な槻つきが一同を見回す。隣となりには白衣姿のミアもいる。

「一連の、スプリングス支店放火襲しゆう撃げき事件はブレスレス事件である事が判明しました」

　優毅と勇生は、思わず顔を見合わせる。

「今までの三件で犯人と目されていた焼死体の身元確認。並びに、四件目の防犯ビデオで判明した事です」

　ビデオの画像が、正面のスクリーンに映し出される。

　サングラスとマスク、帽ぼう子しで顔を隠かくした人物──恐おそらくは若い男性──が片手で別の男を引きずっている。こちらは、ホームレスと思しき風体だ。

　肩に下げたバッグから燃料入りのペットボトルを取り出して放り投げ、もう一本を足で踏ふみ潰つぶす。そのまま、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもせずにライターで火を着ける。自らが燃える事など恐れた様子もなく。

　一気に紅ぐ蓮れんの炎ほのおが燃え広がり、周囲に引火する。最初に燃料を被かぶったホームレスは目を覚まし、暴れ回る。それがますます炎を広げる。

　だが、顔を隠した犯人は全身に炎を纏まとったまま歩き回り、自らを火種にして周囲に着火してまわる。デスクの上の書類に、カーテンに触ふれ、逃にげようとする従業員を掴み、殴なぐりつけ、火の中に放りこむ。熱さも痛みも苦しみも感じていない動きだった。

　テレビの映画で観た殺人マシーンのイメージが優毅の脳裏をよぎる。

　画面いっぱいに赤い光が広がった。高温による機能障害で画像が乱れ、途と切ぎれた。残されたのは濃こいグレイの画面だけ。

「このブレスレスは、適当なホームレスを『身代わりの犯人』として使い、自殺を伴ともなう放火テロを演出しているものと思われます。自身はブレスレスとしての能力でダメージを受けないため、悠ゆう々ゆうと逃とう走そうできる」

「……つまり、そいつは知ち恵えの回るブレスレスって事だな」

　挙手して発言した岩いわ切きりに、奈槻は頷うなずいた。

　ガソリンとライターという誰でも簡単に入手できる凶きよう器きで、身代わりの犯人死体まで残せばブレスレスが関かん与よしていると疑われるリスクは下がる。火事で騒さわぎが大きくなれば混乱に乗じて逃げるのも容易だ。しかも、その場にいる全員を一気に巻きこんで死に至らしめるため、例えば刃は物ものなどでひとりずつ殺すのに比べても目もく撃げき者が生き残る可能性は低い。

　放火というひとつの手段が、複数の効果を生んでいる。

　ホームレスを気絶させた状態で連れてくるのは、焼け死んだ者と死体を焼いた物の違ちがいが生活反応で簡単に確認できるのを知っているからだと判断された。

「人間の姿を維い持じしてるブレスレスか……」

「外見だけじゃない。知能や理性も保ってるって事だ。手強いぞ」

　強行班員たちからざわざわと声が上がる。

「けっ。強いなら強いだけ、腕うでの揮ふるい甲が斐いがあるさ」

　大げさに拳こぶしを打ちならしたのはベテルギウス──村むら瀬せだ。隣にいる女性ハンターが肘ひじでつついて諫いさめる。

「僕が、前回当たったのともまた違いますね」

　小声で囁ささやく勇生に、優毅も小さく頷く。

　有明の倉庫で戦った相手は、姿形だけは人間の元体のままだったが、既すでに堕壊コラプシヨンしていた。理性も知恵もなく、ただ貪むさぼり喰くらう衝しよう動どうにだけ支配されていたのだ。

「これは推測に過ぎませんが、先日来多発している事件、及および生命エネルギーを吸収された死体も、このブレスレスに関連している可能性は大です。恐らく目的は実験と陽動」

　ブレスレス化したところで、自分の能力を完全に理解している訳ではない。どの程度のダメージに耐たえられるのか。熱や薬物への耐たい性せいはどうなのか。〈ＳＴＡＢ〉が知っている事も、当のブレスレスは把は握あくしていないのだ。

　ならば、他のブレスレスを生み出してテストするというのはあり得る話だ。その副産物として、然るべき願いを持たないか、あるいは同意を拒こばんだ失格者のミイラが生まれる。

　捜そう査さ班による目撃情報の収集や、次に狙ねらわれそうなスプリングス支店の監かん視しと警けい戒かいを進めているが、まだ手がかりは乏とぼしい。

「まだ元体素性は確認されていませんが、通し番号を付ふ与よして以後この個体を三一号と呼こ称しようします。そして〈ＳＴＡＢ〉は、三一号ブレスレスに対して重点的警戒態勢を敷しきます」

　ただ暴れ回る怪かい物ぶつではなく、積極的にブレスレスの能力を利用する「知恵ある怪物」である以上、従来の戦術が通用しないかも知れない。そのため、ハンターも強行班員も通常よりも増員した配置を組む。

「サダルメリクとアルゴルは負傷が完治してないけど、ローテーションに入ってもらうわ。他のみんなも、学校の欠席が多くなりそうだけど我が慢まんしてもらう」

「はいっ、構いませんっ[image: ]　望むところですっ[image: ]」

　答えたのは理り緒おだが、他のハンターたちも笑顔で頷いている。

　違う。

　これは違う。

　優毅は、拳と口くち唇びるに力を込める。

　確かに使命は大切だ。放置すれば、ますます被ひ害がい者しやが増える。それでも、戦いに埋まい没ぼつしてはいけないはずだ。

「増員の理由は、相手の能力を警戒しているだけじゃないわ。これはあくまで可能ならば──という話になるけれど、三一号に関しては破は壊かいではなく、捕ほ獲かくを試みます」

「……何だよ、それ？」

　村瀬があからさまに不満そうな声を上げた。何人か、同意するハンターもいる。

「理性を保ったままのブレスレスは貴重な情報源になり得ます。特に、感染ルートに関してね。ただし、あくまでも被ひ害がい拡大を食い止めるのが最優先なのは変わらないわ。交こう渉しようや説得を試し、不可能なら即そく座ざに消去。また、強行班員には通常装備に加えてネット弾だんやグルー弾などの非致ち死し性武器を配備。研究中の物を、いきなり実戦投入する事になりますが、よろしくお願いします」

　通常、相手を殺さずに無力化するには電気銃じゆうや催さい涙るいガス、音おん響きようや閃せん光こうを発するものが多用される。だが、人間のような生理機能で活動していないブレスレス相手には、神経に作用するものはほぼ無意味だ。

　弾だん丸がんも通用しないので、強きよう靱じんなネットや粘ねん着ちやく剤ざいで動きを封ふうじるという手段も既に試みられていたが、半はん端ぱな手出しは堕壊コラプシヨンを促うながす事が多く、かえって危険なために現状の装備が採用されているのだ。

　今回、用いられるものはミアの研究をベースに、アメリカの兵器メーカーが開発、試作したものである。

「人間相手じゃノン・リーサルとは言えないような代物になるわ。明日にも現物が届くはずだから、詳くわしい説明はその時に」

　新しいシフト、装備の分担が発表された。

「あーあ。長く続くと嫌いやだなぁ。あたし、高三だし」

「警察の仕事で忙いそがしいんだからさ。国立大に裏口入学とかさせてくれねえかな」

「〈幻銃ガン・フアントム〉いっぱい撃うてるんだからいいじゃん」

　ハンターの中には、そんな事を言い合っている者もいる。だが、その心配は無意味だった。

　二日後、すぐに事件が発生したからだ。

　立て続けに二件。しかも夜のまだ早い時間帯に。

　ブレスレス事件発生の報が届いたのは、まだ午後八時前だった。

『蒲かま田たにはベネトナーシュが急行して[image: ]　荒木班は彼女のフォロー[image: ]　中野は岩切班にシリウスとデネブが同行するように』

　奈槻の指示が飛ぶ。

　どちらも既すでに堕壊コラプシヨンしているので、捕獲や交渉の余地はない。蒲田では駅に近い繁はん華か街がいに出現したため、既に多数の目もく撃げき者と被害者がいる。所しよ轄かつの警官が避ひ難なんと封ふう鎖さを進めているが、完全ではない。

　ベネトナーシュを単独先せん攻こうさせるのもそのためだった。

　正確に言えば、この二件だけではない。昨日の夜と今日の未明にも一件ずつ発生し、理緒や村瀬が当番で出動し、処理している。

　優毅にしても、待機時間中に一昨日に出番がなかったため、すぐ今日のローテーションに回されているのだ。

「行くぞ[image: ]　蒲田ほどじゃないが、こっちも人目につく場所だ」

　ハンターの待機室に現れた岩切が声をかける。控ひかえ人数が多いため、ハンターと一いつ般ぱんの強行班員がそれぞれの部屋で待機しているのだ。

「了りよう解かいです」

　立ち上がった優毅にデネブ──藤ふじ村むら志し穂ほが続く。

「気をつけてください」

　部屋の隅すみ、ソファに腰こし掛かけたまま勇生が声をかけた。彼も、待機ローテーションだ。

「ああ。そっちこそな。いくら何でもひと晩に三連続はないだろうが……」

「確かに僕の《アルゴル》は頼たよりないかもしれません。でも……」

「違ちがう[image: ]　そういう意味じゃなくて……」

「シリウス、何やってる[image: ]　急げ[image: ]」

　言葉に詰つまる優毅を岩切が急かす。

「と、とにかくっ[image: ]　無茶はするなよ[image: ]」

　叫さけぶように言い残し、優毅は走り去る。

「……わかってます。だけど……」

　残された勇生は、小さく呟つぶやいて肩かたをさすった。微かすかな疼うずきだけ。傷の痛みはほとんど残っていない。

　優毅が気にしているのは、勇生の戦果ではなく生命だ。だが、智ち笑え美みの仇かたきを討つため、偶ぐう然ぜんに助けられたとはいえ、自ら望んで〈ＳＴＡＢ〉の一員となった。戦いから逃にげるわけにはいかない。

　ギャンブルには、チップを張らねばならない。

　このテーブルでは、最低の参加費が己の命なのだ。

　勇生が考えこんでいると、部屋のブザーが鳴った。

『三一号らしきブレスレスが発見されました。現在、待機中のハンターは出動してください』

　奈槻の声もいつになく興奮気味だ。

　都内のスタンドで、若い男がガソリンを購こう入にゆうした。徒歩でポリタンク持参、妙みように薄うす汚ぎたない服装に一連の消費者金きん融ゆう放火テロとの関連を疑った店員が警察に通報したのだ。

　連れん絡らくを受けた所轄の刑けい事じが尾び行こうしたが気付かれて逃とう走そう。現在、追つい跡せき中だという。

「現状でブレスレスであるという確証はありません」

　ブリーフィングルームに集められたメンバーに、奈槻は告げる。

　強行班員の他、勇生を含ふくむ三人のハンターが集められている。控え室しつに残っていた全員だ。

「しかし、人相その他から、一連の事件発生と期を同じくして家出し、消息不明だった十代男性である事。ここ数日のブレスレス被ひ害がい者しやの遺体が発見された場所が当とう該がい人物のいきつけのエリアである事から、可能性は極めて高いと思われます」

　そこまで淀よどみなく話し、奈槻は軽く咳せき払ばらいをした。

「よって、現在当該人物を追跡中の所轄と合流し、捕ほ獲かく作戦を開始します」

　これは、賭かけだ。

　自宅待機しているハンターを召しよう集しゆうするだろうが、現在本部に残っている戦力を三人とも投入するのだから。

「小隊長は杉下巡じゆん査さ長並。なお、これが目標と思われる人物の写真です」

　正面のスクリーンに、映像が表示される。

　恐おそらくは生徒手帳の証明写真だろう。ブレザーを着用して正面向きの、真面目くさった表情。角張った顔と眼鏡からは実直そうな性格が伝わってくる。

　奈槻が提示したデータは顔写真だけだったが、勇生には誰なのかわかってしまった。

　鴨志田雅まさ文ふみだ。

　しばらく帰宅していない。連絡も取れない。その時期はいつだったか。

　どうしてこちらの可能性を考えなかった。

　ブレスレスに殺されたのではなく、ブレスレスになっているという方を。

「では、出動[image: ]」

　命令の声に、身体だけが動き出す。

　周囲の人の流れに巻きこまれるまま、駐ちゆう車しや場じように下り、ワンボックスに乗りこむ。

　走り出した車内では、奈槻から状じよう況きよう報告が続いていた。

　目標は追跡を振ふり切きり、付近の廃ビルに立てこもった。所しよ轄かつは出入り口を封ふう鎖さしただけで、それ以上の干かん渉しようはしていない。

〈ＳＴＡＢ〉が到とう着ちやくしてから建物内に入ってブレスレスである事を確認し、交こう渉しようもしくは捕獲に取りかかる。

　指示は明確だった。

　落ち着け──両手を握にぎり合わせ、勇生は念じる。

　鴨志田がブレスレスとしても、今回の任務は破は壊かいではない。対話の余地がある。何故、どういう手段でブレスレスになったのか。それを確かめるのが第一だ。

　場合によっては、向こうが提示した条件に警察側が譲じよう歩ほする事さえあり得る。普ふ通つうの犯罪者相手ではあり得ない、超ちよう法規機関である〈ＳＴＡＢ〉ならではの司法取引だ。

　縋すがるように勇生が考え続けていると、車が止まった。ワンボックスカーのバックドアが開き、強行班員たちが吐はき出される。

　不動産会社の「管理物件」という看板と、有ゆう刺し鉄線で封鎖された古びたオフィスビルだ。立地条件が悪いのか、隣となりも同じ売り物件らしい。

　勇生の他、ウヌカルハイという少年とスピカという少女。ハンター三人に加えて強行班員が一二人という大規模な編制だ。いつもの小隊の五割増しの数である。

　いつものショットガンやサブマシンガンとは違ちがう武器を構えている者も三人いる。

　アメリカ軍にも採用されている個人携けい行こう用グレネードランチャー、アームスコーＭＧＬ１４０を改造したものである。巨きよ大だいな回転式弾だん倉そうを備えた、寸詰づまりの形状。巨きよ人じんの子供のために作られたピストルの玩具おもちやを思わせる奇き妙みような武器だ。

　奇妙だが、異様ではない。

　大きさも構造も、合理的な必然性に由来するものだ。〈幻銃ガン・フアントム〉が持つ、不自然な歪いびつさとは違う。

「もう一度確認するぞ。あくまで交渉が第一。ただし、ハンターの生命に危険が迫せまった時は確実に目標を破壊する」

「了りよう解かいです」

　杉下小隊長の声に、強行班員たちが答える。

　扉とびらを閉ざしていた針金や錠じようは、強引に力で引きちぎられている。表面は錆さびているがぎざぎざの切断面は微かすかに汚よごれているだけだ。

「目標は人間の形態と理性を保持しているが、ブレスレスとしての能力を積極的に使っている。そのつもりで行動しろ。現場の封鎖は一いつ般ぱん警官に任せる」

　指示し、強行班員のひとりを先行させて〈ＳＴＡＢ〉の小隊はビルに踏ふみこんだ。

　薄うす暗ぐらい中、歩を進めていく。ひと部屋ずつ確実に探たん索さくし、鴨志田がいない事をチェックして奥おくへ、そして上の階へと。

「鴨志田雅文くん[image: ]　我々は警察だ」

　杉下の声が、暗い建物の中に響ひびく。強行班員には説得のため、顔写真だけではなく本名も経歴も伝えられている。ハンターだけが、知らされていない。

「我々は、君が『特とく殊しゆな状況』にある事を知っている。君と話し合いがしたい。場合によってはそっちの条件を聞いてもいいんだ[image: ]」

　返事はない。

　小さく舌打ちして、杉下は部下に部屋のチェックを命じる。

「この部屋も無人です」

　強行班の清水が確認する様を背後から見て、勇生は微かな違い和わ感かんを覚えた。

　ドアを開け閉めすると、その風圧で埃ほこりが渦うず巻まく。それは当然だ。ここは打ち捨てられて久しい廃ビルなのだから。

　しかし、廊ろう下かではほとんど埃が立たない。

「小隊長──」

「静かに[image: ]　先に進むぞ」

　進言しようとしたが、杉下に発言を制せられる。

　二階、三階、四階──ビルの半分を昇のぼった。

　強行班員がドアを開け、室内に踏みこむ。

「調度が残ってます」

　清水が宣言し、部屋の中に放置されているロッカーや長机まで調べようとする。小隊長の指示で強行班員の二名を残して、残りの者も部屋に入っていく。

「ここも誰も……」

　強行班員が奥のロッカーを開けようとした時──。

　奥から、何かが飛んできた。

　ガラスの砕くだける音、そして異い臭しゆう。

「おわっ[image: ]」

「展開しろ[image: ]」

　清水の安否を確認するより先に、杉下は指示を出した。勇生たちハンターは左右に広がり、強行班員はそれを庇かばうように立って銃じゆうを構える。

　何かの強酸を浴びせられて苦しみ悶もだえる清水に、奥から飛び出した人ひと影かげは手にした刃は物ものを振ふり下ろした。

　鉈なただ。

「がああぁっ[image: ]」

　ヘルメットと防護服の隙すき間ま、完全にはカバーされていない部分に重い鋼の刃やいばが打ち付けられる。

　清水の身体が一度だけ跳はねた。真っ赤な鮮せん血けつが噴ふき上がる。

　ほぼ同時に、次の瓶びんが投げられた。投とう擲てきの軌き跡せきが光を引く。口に、炎ほのおがあった。

「おわっ[image: ]」

　ウルカヌハイが払はらったビール瓶が落ちて割れ、炎が燃え広がる。

　難燃性、耐たい熱ねつ性に優すぐれているといっても完全ではない。特に、経験が不ふ充じゆう分ぶんなハンターは危険を恐おそれる。

　スピカとウルカヌハイが、慌あわてて部屋の中へ飛びこむ。

　勇生が予想した通りだ。

　鴨志田は、このビルに逃にげこんだのではない。

　自分の拠きよ点てんに、誘さそいこんだのだ。

　清水の死体からショットガンを奪うばい取とり、銃じゆう口こうをスピカに向ける。

「危ないっ[image: ]」

　庇った杉下の腹に、弾だん丸がんが命中する。

　高い対衝しよう撃げき性を持つ戦せん闘とう服だが、ブレスレス相手に用いるスラグ弾だんを完全に防げるわけではない。身体を折り、杉下が崩くずれ伏ふす。

「ほ、捕ほ獲かくっ[image: ]　捕獲だ……っ[image: ]」

　苦しげな息で、杉下が指示する。強行班の一ノ瀬がＭＧＬ１４０改を構える。二メートルにも満たない距きよ離りから放たれた弾体が破は裂れつし、網あみが広がる。

　数トンの重さにも耐たえ、刃物にも耐える金属繊せん維いとケブラーの複合ネットが鴨志田に絡からみついた。

「お、おとなしくしろ[image: ]　我々に同行するなら、危害は加えない」

　一ノ瀬の言葉を無視して、鴨志田はネットの中でもがきつつ、肩かたに下げたバッグからまたガラス瓶を出して自ら浴びるように折り割った。

　酸の刺し激げき臭しゆうが広がり、白はく煙えんが上がる。

〈ＳＴＡＢ〉の対策は、まだ不充じゆう分ぶんだった。

　相手は、ブレスレスの能力を積極的に活用して放火事件を繰くり返したのだ。己の肉体の能力を熟知している。酸や熱でブレスレスは傷つかないのだから、拘こう束そくされてもこういう手段が使える。もちろん、こっちを攻こう撃げきする武器としても使える。

　堕壊コラプシヨンしていないブレスレスには怪かい力りきくらいしか特とく殊しゆ能力はない。しかし、人を殺すのにそんな物は不要だ。刃物や薬物を使えばいいだけの話なのだから。

　交こう渉しよう可能な相手という事は、知性も判断力もあり、策略だって練れるという事。

　武器も準備できるし、罠わなだって張れる。

　勇生は《アルゴル》の銃口を下に向けたまま歯がみする。

　何をすればいいのか──判断がつかない。

　その間に、腐ふ食しよくして拘束力が弱まったネットをちぎり、鴨志田は二本目の火か炎えん瓶びんの中身を己に振りまいて着火する。

「くっ[image: ]」

　別の強行班員が、粘ねん着ちやく弾だんを発射した。高分子ゲルが広がるが、熱で変質して相手を捕とらえられない。

　炎に包まれた鴨志田が立ち上がった。

　燃える身体で、戸と惑まどうスピカに抱だきつく。

「きゃあっ[image: ]　熱っ[image: ]　熱づっ[image: ]」

　もがく彼女を背後から抱きすくめて盾たてにし、部屋の奥おくへと後ずさる。

「てめえっ[image: ]」

　ウルカヌハイが両手で〈幻銃ガン・フアントム〉を構えた。

《龍の頭ウルカヌハイ》の名の通り、銃口部がドラゴンの顎あごを思わせる奇き妙みような形状の大型ハンドガンだ。弾丸の代わりに拳こぶし大だいの光球が放たれる。

　着弾点は、鴨志田の足下だ。

　光球は床ゆかを貫かん通つうせず、ゆっくりと回転しながら電動工具のように建材を抉えぐっている。

　低速で持続する破は壊かい力──これが《ウルカヌハイ》の能力だ。

「どうだ？　こいつは警告だ。次は外さねえぞ[image: ]　手ぇ上げて、こっちに来い」

　肩で息をしながら、ウルカヌハイが訊たずねる。

　服が燃もえ尽つきたため、鴨志田を包んでいた火は収まっている。先に酸を使った事もあり、今は裸だ。身体にまといついているのはぼろぼろになった衣類の断片だけ。スピカは彼の片かた腕うでに抱かれたままぐったりと動かない。

「来るなっ[image: ]　本気だぞ、撃うつぞ[image: ]」

「いけないっ[image: ]」

　鴨志田は、当然スピカを正面に立てた。

　光球は、彼女の腹に命中し、抉るように回転する。

「あがっ[image: ]　ぎゃああああっ[image: ]」

　悲鳴を上げる少女の身体を包む黒いウェアが裂さけ、大穴が開いて、白い肌はだが露ろ出しゆつする。光球がゆっくりと柔やわ肌はだを抉り、血と肉片が飛び散る。

　仲間を──人間を撃ったショックか。それとも快楽のためか。

　ウルカヌハイは腰こしをがくがくと震ふるわせ、その場に立ちつくしている。

　腸を垂れ下がらせたスピカの死体を抱いたまま、鴨志田は倒たおれている清水の傍かたわらからグレネードランチャーを拾い上げた。

　即そく座ざに、ウルカヌハイに向けて引き金を引く。

　灰色の粘ねん着ちやく剤ざいが拡散し、運動エネルギーでウルカヌハイを巻きこんで背後の壁かべに押おしつける。

「ぐ、ぐあ……ぁっ[image: ]　がは……っ[image: ]」

　瞬しゆん間かん的に硬こう化かしたゲルに締しめつけられてウルカヌハイが呻うめき、嘔おう吐とする。

　ブレスレスを拘束するための粘着弾だ。生身の人間にとっては骨を折るほどの圧力をもたらす。〈ＳＴＡＢ〉の戦闘服は瞬間的な打だ撃げきには強くても持続する力を防ぎ続ける事はできない。

「ふん？　これは使いづらいな」

　ショットガンを持ち直して、鴨志田は強行班員に向けて射しや撃げきする。

　同じ銃じゆうの打ち合いなら、不死身の肉体を持つブレスレスが圧あつ倒とう的てきに有利だ。防護服で即そく死しは免まぬがれるものの、ある者は肩かたを撃たれて気絶し、別のある者は腹に弾だん丸がんを受けてうずくまる。

「や、止めてください、鴨志田さんっ[image: ]」

　フェイスシールドを跳はね上げて叫さけぶ。

「僕です、高出水勇生ですっ[image: ]」

「高出水くん……？」

　こちらを見た。返事もした。だが、鴨志田は動きを止めない。

　動けない強行班員から銃を奪うばい、銃じゆう口こうをヘルメットのシールドに向け、淡たん々たんと引き金に指を掛かける。

「止めろーっ[image: ]」

　バンっ[image: ]

　叫びと銃じゆう声せいは同時だった。

　強行班員のヘルメットが揺ゆれた。砕くだけたシールドの奥から真紅の噴ふん水すいが弾はじけ、後頭部からも夥おびただしい鮮せん血けつが流れる。

　二度、三度。同じ行こう為いを繰り返し、鴨志田は全員の息の根を着実に止めていく。最後に、へたりこんだウルカヌハイの頭をショットガンの零ゼロ距きよ離り射しや撃げきで粉ふん砕さいした。

『アルゴル[image: ]　アルゴル？　どうなってるの？』

　ヘルメットの中では奈槻の声がすぐ側から鼓こ膜まくを叩たたいている。

　通信機だけを切るスイッチはない。

　右手で《アルゴル》を構えたまま、左手だけでヘルメットを脱ぬぎ、足下に転がす。

「鴨志田さん……何故、何故なんですか？　あなたが……？」

「それを訊ききたいのは、俺の方だよ」

　鴨志田の顔に、初めて表情が浮うかんだ。戸と惑まどいと、疑問──。

「僕は……警察の一員です。公表されていない特とく殊しゆ部隊。あなたの……ブレスレスの拘こう束そくもしくは破壊が任務なんです」

「やっぱりな。ブレスレスって物が存在するって前提に立って新聞記事とか調べると、警察が対策して報道官制してるって考えた方が自然だからな。いろいろ不自然なニュースが多いんだ、最近。まさか、勇生くんがメンバーとは思わなかったが。ちょっと待っててくれよ。関係ないところで火事出したくないからな」

　部屋の奥おくから消火器を引っぱり出して、まだくすぶっている火か炎えん瓶びんの残ざん滓しに薬やく剤ざいを吹ふきつける。

　家具調度が何もない、コンクリートむき出しの廃ビルでは、建物への延焼は起きにくい。

　ここは鴨志田雅文の拠きよ点てんであり、彼は用意周到な男だった。




　堕壊コラプシヨンしたブレスレスの姿は、巨きよ大だいな眼球だった。

　正確に言えば、無数の眼球が寄り集まった直径一メートル半の球体。ご丁てい寧ねいに、外向きと内向きの小眼球が綺き麗れいに配列され、巨大な瞳ひとみをかたちづくっている。

「逃にがすな[image: ]　確実に仕留めろ[image: ]」

　岩切が叫ぶ。

　有毒ガスの流出を理由に人ひと払ばらいし、一帯を封ふう鎖さしているが、繁はん華か街がいが近い。ブレスレスの、そして〈ＳＴＡＢ〉の存在を秘ひ匿とくするためには速やかな処理が必要だ。

　ヴヴヴヴヴヴヴヴ

　奇き妙みような振しん動どう音を上げながら、醜しゆう怪かいな球体がじわじわと優毅たちに接近してくる。

　動きは鈍にぶい。あるいは「見る」という欲望に特化したブレスレスなのか。

「あたしがっ[image: ]」

　藤村──デネブが右手をブレスレスへと伸のばした。〈黒革ブラツクスキン〉から糸にも似た光が伸びて絡からみ合い、〈幻銃ガン・フアントム〉を形成した。

　白鳥座の星にふさわしい、磁器にも似た純白。シルエットはリボルバー拳けん銃じゆうに似ているが、細かなパーツに分割されていない。まるで本物のまるごと拳銃を型取りして複製した粗そ悪あくな模型のようだ。

「いくよっ、いくよっ……[image: ]」

　左手を添そえ、トリガーを引く。銃口から、〈幻銃ガン・フアントム〉そのものよりもさらに白い光が噴ふき出す。

「あゥンっ[image: ]　はァ……っ[image: ]」

　藤村の喘あえぎと同時に、二発が立て続けに命中し、巨大な球体を抉えぐった。数個の眼球が弾けて潰つぶれ、異い臭しゆうを放つ液体をこぼす。

「やた……あれ……？」

　しかし、球体がもぞもぞと全身を身み悶もだえさせると、無事な部分の小眼球が空くう洞どうにこぼれ落ち、全体の形を丸く整える。ほんの少し小さくはなったが、それだけだ。

「この……っ[image: ]　このぉっ[image: ]」

　さらに連射する。結果は同じだ。確実だが、目に見えるほどのダメージは与あたえられない。

　ヘルメットのシールドを上げ、上気した顔で口元を緩ゆるませ、藤村はふらふらとおぼつかない足取りで巨大な眼球へと近づこうとする。

「待てっ[image: ]」

　その肩かたを、岩切が掴つかんだ。

「え……？　あ、はぁ……。あ、はいっ[image: ]」

　曖あい昧まいな声を何度か出してから、ようやく自分が制止されているのだと藤村は気づいた。立ち止まりはしたが、完全には「気をつけ」の姿勢がとれず、上半身をふらふらと揺らす。

「アレには、細かなダメージをちびちび与えても無む駄だだ。シリウス、お前がやれ[image: ]」

「は、はいっ[image: ]」

　封ふう印いんされた〈幻銃ガン・フアントム〉──《シリウス》を両手でブレスレスに向ける。

　指に力をかける。だが、トリガーが動かない。

　目の前にいるのは異形の怪かい物ぶつだ。これまでに対たい峙じしたブレスレスの中でも最も人間離ばなれした姿だし、優毅が駆かけつけた時は既すでに堕壊コラプシヨンしていた。かつてヒトだった事を想わせる要素はほとんどない。

　だが、相手はただその場に留まり、微び動どうしているだけだ。

　こちらに攻こう撃げきを仕し掛かけてはこない。

　嫌けん悪おや不快感はある。だが、恐きよう怖ふも敵意も伴ともなわない物体だ。







[image: ]







　精神的に追いつめられるか、生命の危機を感じなければ《シリウス》の銃じゆう口こうは解放されない。

　撃うて。撃て。撃て、撃て、撃て──。

　必死に己をけしかけながら、巨大な眼球へ近づいていく。

　空気の振動を、敵の存在を、直に感じ取ろうと顔のシールドを上げる。

　ヴヴヴヴヴ……。

「気をつけろ。シリウス」

　ショットガンを手にしたまま、岩切が寄より添う。

「……大だい丈じよう夫ぶです。なるべく近くで、一発で決めます[image: ]」

　怪物、化け物、人殺し、人類とは相容れない存在。

　頭の中で何度も繰り返す。

　放置すればいずれ誰かを襲おそう。人間の命を啜すすり、吸すい尽つくす。

　小宮つぐみに殺されてミイラ化した両親の姿を、自分を庇かばって死んだ中居隊員の姿を、脳裏に呼よび戻もどす。

　死者を、死を利用する──一いつ瞬しゆん脳裏に浮うかんだ嫌悪を、懸けん命めいに振ふり払はらう。

　心の中のどろどろと濁にごった混こん沌とんが全身に広がっていく。指先から〈黒革ブラツクスキン〉に、〈幻銃ガン・フアントム〉に染みわたり、潤じゆん滑かつ油ゆとなって安全装置を外す。

　ダイヤルが回る。留め金が外れる。弾はじける。飛ぶ──トリガーが、動く。

「うわぁああああっ[image: ]」

　叫さけびと同時に、人差し指に力を込める。銃口のインサートが砕くだけ、バレルが裂さける。

　光が爆ばく発はつする。

　ブレスレスの中央に巨きよ大だいな穴が開く。

　残された眼球の群が、ぽろぽろとこぼれてアスファルトの路面に転がり、散らばり、ひとつずつ溶よう解かいし、蒸発していく。

「はぁ……はぁ……」

　背骨を抜ぬかれ、代わりに蜜みつの塊かたまりを押おしこまれた感覚。

　全身の関節から力が抜ける。

「はぁ……はぁ……ふぅ……」

　どうにか呼吸を整えるが、まだ足元がふらつく。

「あは……さすがだね、シリウス。見るのは初めてだけど、噂うわさ以上じゃん」

「……よせ[image: ]」

「あたっ[image: ]」

　首に抱だきついてこようとする藤村を、思わず押し飛ばす。彼女も〈幻銃ガン・フアントム〉発射直後だ。脱だつ力りよくしたまま、ふらふらと後ずさって座りこむ。

「あ……ごめん。つい……」

　彼女が嫌いやだったのではない。理緒を連想して、反射的に身体が動いてしまっていた。

「ふたりともご苦労だった。撤てつ収しゆうするぞ……ちょっと待て。本部からだ」

　苦笑しながら、岩切がヘルメットの耳元を外から抑おさえる。

「緊きん急きゆう事態だ。全員、傾けい聴ちようしろ[image: ]」

　言われるまま、熱を持って緩んだ神経を引き締しめ、内蔵スピーカーに集中する。

『本来の目標──三一号捕ほ獲かくに向かった杉下班が連れん絡らくを絶ちました。岩切班、そこから救きゆう援えんに向かえますか？』

「強行班員は全員無事で、装備の消しよう耗もうもありません。ただし、ハンターは両名とも〈幻銃ガン・フアントム〉を使用しています。こいつらは所しよ轄かつのパトカーで返して……」

「ディレクター[image: ]　杉下班のハンターは？」

　岩切の声を遮さえぎり、無線機に問いかける。自分たちの後で出動したとすれば、顔ぶれは限られる。まさか──。

『ウルカヌハイ、スピカ、シリウスの三人よ』

「ディレクター、大丈夫です[image: ]　俺が、行きます[image: ]」

『本当に戦えるの？〈幻銃ガン・フアントム〉の連続使用は……』

「移動中に回復すれば、もう一発くらい撃てます[image: ]　お願いです[image: ]」

『……そうね。デネブは？』

「あ……撃ちたいけど……もう駄だ目めっていうか……あは」

　尻しり餅もちをついたまま、黒いウェアの下腹をさする。

『わかったわ。じゃあ、岩切小隊長。強行班員とシリウスで、ただちに移動して。必要な情報は無線で伝えます』

「ディレクター、三一号に関しては破は壊かいではなく、交こう渉しようと捕獲を優先するという指令はまだ有効なんですか？」

　乗りこんだワンボックスが走り出すのと同時に、岩切が訊たずねる。

『ええ。ただし、ハンターおよび一いつ般ぱん市民の生命が最優先というのも変わらない。こちらで把は握あくしている限りでは、アルゴルは最後まで無事で三一号とコンタクトしたようだったけど……』

　奈槻の声には珍めずらしく戸と惑まどいが混じっていた。

「じゃあ、通常の手続きとは違ちがいますが、判明している分で構いませんから、元体のデータを送ってください。そうじゃないと交渉しづらい」

　岩切と奈槻の会話を聞き流しながら、優毅は深呼吸を繰り返す。

　勇生が危ない。

　彼を守ると誓ちかったばかりなのに、組織のローテーションで切きり離はなされれば何もできない。他の強行班員やハンターの音信が途と絶だえたという事は、相手はさっきの目玉とは違う。明確な殺意と攻こう撃げき手段を持ったブレスレスだ。

　急げ。急いでくれ。

　エンジンの振しん動どうを背中に感じながら、せわしなく何度も指を組くみ替かえる、

　非常事態のため〈黒革ブラツクスキン〉は回収されず、手に填はまったままだ。

『元体は男性。関稜高校三年、鴨志田雅文』

　鼓こ膜まくを貫つらぬいた音の列が、電でん撃げきのように優毅の神経を麻ま痺ひさせた。

「も、もう一度言ってください[image: ]」

『鴨志田雅文。今、モニターに写真を送るわ』

　ＯＨＤを兼かねたフェイスシールドに、顔写真とプロフィールが表示される。

　それらのデータは優毅が知らない事だ。だから、確かめようもない。しかし、鴨志田というのはありふれた名字ではない。

　勇生が対たい峙じしているブレスレスは、彼の友人だ。

　パトカーの先導で、ワンボックスはスピードを上げる。窓のない後部座席では流れる夜景は見えないが、加速度を身体に感じる。

　着実に現場に近づいていく。

　それでも、優毅の焦しよう燥そうは増すばかりだった。




「火も消えたな。大人数で来られると、かえってこっちが有利になるんだぜ。相手の武器を奪うばえるし、実戦部隊で安全装置も外してるだろうから、俺みたいな素人でもすぐ使えるしな。さて、少し話そうか？」

　身体のあちこちに付いた、焼けこげた衣類の残ざん骸がいを払はらい、鴨志田が提案する。

　笑顔ではない。憎ぞう悪おもない。透とう明めいな、意志に満ちた顔。

「どうしてです……[image: ]　どうして、あなたがっ!?」

《アルゴル》の銃じゆう口こうを向け、勇生は問いつめる。

「多分、もう感づいてるだろ。俺の親父が死んだんだ。借金が原因でな」

　下町で、小さな工務店を経営していた鴨志田の父は、取引先の倒とう産さんをきっかけに連れん鎖さ的に借金を膨ふくらませていった。銀行は融ゆう資ししてくれず、スプリングスから借り、貸かし付つけ枠わくがいっぱいになるとより高金利の非合法金きん融ゆうを紹しよう介かいされた。

　会社を潰つぶし、従業員を路頭に迷わせるのだけは避さけようと奔ほん走そうしたが、金利は膨らみ、最終的には皆みなの再就職先を何とか世話して会社を畳たたみ、自殺の保険金で穴を埋うめたのだ。

「お袋ふくろは子供の頃ころに死んでたからな。叔お父じさんと叔お母ばさんが俺を引き取ってくれた。ふたりとも、良くしてくれてたよ。余よ裕ゆうないのに、高校にもそのまま通わせてくれたしな」

　今さら思い至る。鴨志田は最初から言っていた。

　ジャーナリスト志望だった、と過去形で。

　それは、家庭の事情で進学を、将来を諦あきらめたという意味だったのだ。

「ジャーナリスト志願の意地──って言うより、未練だったんだろうな。それでも、親父を死に追いやった相手の事を知りたくて調べた。だから、君が高出水社長の息子だってのは最初から気づいてたよ。珍しい名字だし、あいつは創倫の理事だしな」

「まさか、そのために僕に近づいたんですか？」

「違うって。まるっきりの偶ぐう然ぜんだ。親と子でも、別々の人間なんだからな」

　親の仇かたきを討つために多くの人間を巻きこんだ鴨志田の口から出ると、そんな正論が滑こつ稽けいであり、グロテスクでもあった。

「それにしても、運命の皮肉って奴やつかな。俺がブレスレスで、君が警察の特とく殊しゆ部隊だなんてさ」

「〈ＳＴＡＢ〉と言います。僕たちはこの武器──〈幻銃ガン・フアントム〉を使えるという理由でスカウトされました。僕には、他の目的もあります。個人的な、あなたの復ふく讐しゆうと同じような理由が」

　思い切って告白する。

「鴨志田さん、投降してください。あなたとは交こう渉しようの余地がある。〈ＳＴＡＢ〉は、あなたがどういう経けい緯いでブレスレス化したのか──はっきり言えば感染ルートを知りたがっています」

「教えると思うか？」

「そうでしょうね」

「だいたい、俺は放火犯で殺人犯だぜ。警察がそれを許すのか？」

「ブレスレスは人間ではありません。通常の法は適応されません。こちらに下るなら、妥だ協きようの余地はあります」

「勝手だな。超ちよう法規で始末するし、超法規で許すってわけか。そういう不公平は、俺の趣しゆ味みじゃない」

　真顔で答える。間ま違ちがいなく、彼は鴨志田雅文だった。ブレスレスになっても、人格は変わっていない。

　銃口を向けた手が、震ふるえる。

《アルゴル》が重い。質量はゼロのはずなのに。

　いや、手が落ち着かないのは単に筋肉の疲ひ労ろうのせいではない。

〈黒革ブラツクスキン〉を通じて皮ひ膚ふから染み通ってくる発射の衝しよう動どう。それが、肩かたのあたりに溜たまり、淀よどみ、渦うず巻まいている。

　懸けん命めいに理性でブロックしても、立てた紙が毛細管現象で染め上げられるように、神経を、血管を、骨の髄ずいを通って脳を侵おかそうとしている。

　撃うてば、終わる。

　簡単な事だ。

　心臓を焦こがすジレンマもあっさり霧む散さんする。

　違ちがう──声には出さず、勇生は叫さけぶ。奥おく歯ばを食いしばる。

「〈ＳＴＡＢ〉だっけ？　そっちの組織でもブレスレスの性質とか、それなりに調べてんだろ？　ブレスレスは、たったひとつの目的の事しか考えられなくなる。それを我が慢まんしたり、逆らったりするのはすげえ苦しいんだ」

　鴨志田が微かすかに微笑ほほえんだ。

「俺の場合、それが親父を死なせた奴への復讐だったんだ。ジャーナリストになる事なんかじゃなく」

「……だったら、スプリングスの社主──高出水史朗だけを標的にすればいい[image: ]　どうして、無関係な人間まで巻きこむやり方を選んだんですか[image: ]」

「……複数の人間が、自らの命を犠ぎ牲せいにしてでもスプリングスを罰ばつしたいと願ったと思わせられれば、単にトップひとりを殺すより効果的だ。たくさんの人間が関心を持ち、義ぎ憤ふんを共有する。会社ぐるみの悪事も暴かれるだろうし、同類連中も糾きゆう弾だんされるからな。まあ、他の合法的な消費者金融にまで飛び火するかも知れないが、そこは勘かん弁べんしてもらうしかないかな……？」

　鴨志田の透とう明めいな眼まな差ざしが勇生に向けられる。

　刺さすような圧力に、思わず半歩後ずさる。

「……いや、違う。多分、俺の我わが儘ままだ。世論に訴うつたえたいって、ジャーナリストになりたかった奴の未練なんだろうな」

　しかし、ブレスレス絡がらみの事件は報道されない。どれほど派手にしても、世に出る前に改かい竄ざんされる。もし、ブレスレスである鴨志田がその不死性を衆目に晒さらせば、動機は問題にされず、異常な怪かい物ぶつが起こしたという一点のみが話題になってしまうだろう。

　だから、鴨志田は選せん択たくしたのだ。

　火災という隠かくしがたく多人数を巻きこむ手段で人目を引き、連続させる事で人々が目的を推測しやすいやり方を。

「けれど、本当の標的以外の人間を何人も殺してどうなるんです[image: ]」

　口走ってから気づく。

　自分に、批判の資格はない。

　直接の仇かたきというのなら、智笑美を殺したブレスレスはベネトナーシュに始末されている。少なくとも、そう聞かされている。背後に存在し、悲劇の源になったものにまで罰を下したいというのは勇生のエゴでしかない。

「……いえ。訂てい正せいします。復讐しか選べない気持ちも理解しています。僕も、大切な人を失ったからこそブレスレスと戦っている」

「正直だな、勇生くんは」

　そう言いながら、鴨志田は改めて強行班員のショットガンを拾い上げた。

「……ブレスレスになっただけじゃ、得られるのは死なない身体だけだ。あとは、ちょっと人間離ばなれした力。そんなモンだけじゃ、できる事なんて何もない。スプリングス・ローンの支店を潰つぶすのも、俺を捕つかまえようとする警察と戦うにも、工夫しなくちゃならないんだ。だけど、そういう準備って目的を果たす行こう為いそのものじゃないんだよな。だから、やっぱ苦しい」

　一いつ瞬しゆん、鴨志田の口元が緩ゆるむ。

「ガソリンや刃は物もの手に入れたり、学校から硫りゆう酸さん盗ぬすんだり。そういうのも全部、最終目標の準備なんだけど、それやってる時にも頭の中で詰なじられてる感じがするんだよ。さっさとやれ。何もたついてんだってな」

　銃じゆう口こうが勇生に向けられる。

　今、撃ち合ったらどちらが有利だろうか。

　同じ制服を着用した強行班員は鴨志田の銃じゆう撃げきで倒たおれた。即そく死しではないにせよ、衝しよう撃げきを完全には防げない。この距きよ離りなら、外さない。それどころか、ヘルメットを脱ぬいだから頭を狙ねらわれれば一いち撃げきで終わりになる。

　ブレスレスに〈幻銃ガン・フアントム〉は有効だ。しかし、《アルゴル》の威い力りよくは勇生の精神状態に左右される。これまでは破は壊かい力を高めようと闘とう志しを滾たぎらせ、憎ぞう悪おを研とぎ澄すませてきた。

　では、今。目の前にいる鴨志田雅文を憎にくめるか。

　打うち砕くだくべき標的として、人間に仇あだなす存在として、智笑美を殺した側に属する者として──悪として。

　同じ男を敵視する「同志」を。

　撃うちたいという衝しよう動どう。撃つべきという道理。撃ちたくないという感情。

「あの男……高出水史朗にはいずれ法の裁きが下ります[image: ]　僕が証しよう拠こを押おさえて告発だってします[image: ]　だから……だから、もう殺人は止めてください[image: ]　感染経路だけじゃない。協力的なブレスレスがいれば、ひょっとしたら人間に戻もどる方法だって研究できるかも知れない[image: ]」

「君の気持ち、正義感に偽いつわりはないだろうな」

　鴨志田の声が、勇生の逡しゆん巡じゆんを破る。

「だけどさ。それは特権を持つ者の余よ裕ゆうの上に成り立ってる。裕ゆう福ふくな家庭に育ったからだろうな。俺みたいにせっぱ詰つまって追いつめられた事なんかないだろ？」

「違ちがう……。僕は……[image: ]」

　そこで言葉が詰まる。

　感情は反発しても、具体的な反論は思いつかない。

「今だって、警察の特とく殊しゆ部隊の一員っていう立場で話してる。超ちよう法規、非公開っていう特権に守られながら」

「僕は……」

　違うと言いたい。

「いずれ、なんて無意味なんだよ。親父は死んだ。絶対に生き返らない。潰された会社も戻らない。もう、手て遅おくれなんだ」

　わかる。

　勇生も優毅や彼の両親に宣言したのだ。

　智笑美はもう死んだのだと。あり得ない可能性にすがったりせず、諦あきらめて現実を受け入れろと。

　既すでに失われたものを理由にして、しかしゆっくりと待つ。

　それを、身勝手と思う。

「それでも何かしなければならないとしたら、今しかないんだ。いずれとかいつかとか待ってられないんだよ[image: ]」

「僕は……僕は……っ[image: ]」

　それしか言葉が出ない。何を言いたいのか、自分でもわからない。

　ただ、声を出さずにはいられなかった。

「俺は、ここで死ぬわけにはいかない。決めた望みを──復ふく讐しゆうを果たすまでは。それを邪じや魔まするというなら、勇生くんでも、殺す」

　フランキ・スパス15の銃口が、真っ直ぐに勇生の頭を向く。

「僕もです」

《アルゴル》を鴨志田の、剥むき出しの腹に向ける。

「あなたを、殺したくはない。だけど、こちらの指示に従わないなら被ひ害がいが拡大しないように処理するのが、僕の任務です」

「任務？　そんなものが個人の、俺の──純じゆん粋すいな願いに優ると思ってるのか？」

　鴨志田の最後の問いかけに、勇生は答えられなかった。




　優毅は急ぐ。

　目的地に到とう着ちやくすると同時に飛び出し、状じよう況きよう確認しようとする岩切を無視してビルに駆かけこんで階段を走った。

　息が上がる。ヘルメットは車内に置いてきた。口を開いて空気を取りこむ。焦こげ臭くさい匂においが口こう腔こう粘ねん膜まくを汚よごす。

「待て、シリウス[image: ]　突とつ出しゆつするな[image: ]」

　後方から岩切が呼びかけるが、それを無視して階段を二段飛ばしで走る。

　中でブレスレスと接せつ触しよくし、そこで杉下班と交戦した事まではわかっている。

　急がなければならない。

　勇生を殺させないのはもちろん、勇生に、鴨志田を撃たせてはいけない。

　ブレスレスになってしまったとしても、一度は信しん頼らいし、尊敬した相手だ。しかも堕壊コラプシヨンせず、姿も心も鴨志田のままなのだ。

　それを撃ち、破は壊かいする──その痛みを、勇生に背負わせてはいけない。

　誰かがやらなければならないなら、標的を殺す事に苦痛を覚えない者がやるべきだ。

　例えば──自分のように。

　握にぎりしめた右手に力を込める。

　硬かたい感かん触しよくと圧力が生まれ、指を押し広ひろげる。重く無骨な、しかし実在はしない鋼鉄の塊かたまりが現出する。

　封ふうじられた最強の星、《シリウス》の重量に、走る腕うでが振ふり回されそうになる。

　撃つ。即そく座ざに。見た瞬しゆん間かんに。躊ちゆう躇ちよせず。

　勇生を、彼の生命を、彼の心を守るために。

　最後の踊おどり場ばを折り返す。ダッシュして、半開きの扉とびらに肩かたから体当たりする。

「高出水っ[image: ]」

　叫さけぶ。

　勇生が振り返った。

　彼の向こうに、裸でショットガンを手にした若者がいる。

　角張っているが力強くはない、資料通りの顔。ただし、眼鏡はない。

　鴨志田雅文だ。

《アルゴル》とスパス15。お互たがいの銃じゆう口こうを向けあい、対たい峙じするふたり。

　優毅は見た。

　まるで解像度の高いストップモーションのような鮮せん烈れつさで。

　口くち唇びるを小刻みに震ふるわせて逡しゆん巡じゆんする勇生と、曇くもりも迷いもない透とう明めいな視線で標的を見み据すえる鴨志田。

　震えているのは口唇だけではない。トリガーにかかった人差し指もだ。鴨志田の右手にはゆっくりと、しかし確実に力が込められていく。

　無限かと思えるほど引き延ばされた時間。

　しかし、確実に流れている。変化は訪れる。終わりが来る。

　このまま、放置していれば。

　終わりが来る前に、終わらせる。

　それしかできない。それならできる。

　自分にしかできない。自分にはできる。

「うぉわああああああああっ[image: ]」

　叫びながら《シリウス》を振り上げ、左手を添そえる。

　撃鉄部分を覆おおう複雑に絡からみ合った錠じよう前まえが砕くだけるように弾はじける。

　閉ざされていたバレルにエネルギーが滾たぎり、爆はぜる。

　白い光が溢あふれたのは銃口か。優毅の脳裏か。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきと快感が全身を貫つらぬく。

　眼を灼やくフレアの中、鴨志田の胴どうが消失し、上下の半身が分断される。

　胸から上は天てん井じようへ飛び、腰こしを失った両の脚あしは床ゆかに落ちた。

　正面の壁かべへと叩たたきつけられ、千切れたみっつのパーツが折り重なる。

「はぁ……ッ、はぁ……ッ、はぁ……ッ[image: ]」

　跪ひざまずき、左手を突つき、呼吸を整える。

　脳を満たしていた重く甘あまい蜜みつが、急激に水位を下げていく。

「おいっ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　追いついた岩切たちが声をかける。

「ブレスレス、殲せん滅めつ確認[image: ]　アルゴル、シリウスの両名とも無事です」

「強行班の杉下、井内、ハンターのスピカとウルカヌハイ死亡。その他、負傷者多数[image: ]　すぐに救急車を回してください[image: ]」

　状じよう況きよう確認と本部への要よう請せいが大声で飛び交っている。

　変色し、消しよう滅めつしていく寸前、鴨志田の顔が微かすかに笑ったように見えた。

「優毅さん……」

　呼ばれて、顔を上げる。勇生が見下ろしていた。

「だ、大丈夫だったか？」

　守れた。彼を死から救えた。己に課した役目を果たせた満足感が〈幻銃ガン・フアントム〉発射直後の虚きよ脱だつ感を埋うめ合わせくれる。

　これでいい。こういう戦いなら、続けられる。

　万全でも無謬でもない。単なるエゴだというのは承知している。

　それでも、ただ命じられて敵を始末するのではなく、妹が愛した男を──自らの友人を守り、いつか平へい穏おんな日常に帰き還かんするためなら──。

　だが、勇生はいきなり優毅の襟えり首くびを掴つかんだ。引き上げようとしたが、力が足りない。

　勇生自身が膝ひざを落とし、優毅をぐいと引き寄せる。

「な……？」

「どうして……どうして、撃うったんですか[image: ]」

　口唇を噛かみしめ、目め尻じりに涙なみだを溜ため、声に強い怒いかりを込めて勇生は詰きつ問もんする。

「どうして撃ったんですかぁっ[image: ]」

「お、俺は……君を守ろうと思って……」

「僕は……守られたくなんかなかった[image: ]」

　勇生の頬ほおに、涙が走る。

「……撃たれるところだったんだぞ。それにあいつは、高出水の友達で……」

「だから……だから僕がやらなきゃいけなかったんです[image: ]　あの人を殺す痛みを、僕が引き受けなきゃいけなかった[image: ]」

　小こ柄がらな勇生が、優毅を壁まで押おしつける。

「痛みを……苦しみを背負う事で資格を得たかった……。復ふく讐しゆう者っていう特権に甘えるんじゃなしに……。あなたが、僕の傷つく権利を横取りしたんだ[image: ]」

「馬ば鹿か野や郎ろう[image: ]」

　優毅が押し返かえす。

「お前が苦しんで何の意味があるんだ!?」

　思い出す。理緒の手首に引かれた、何かを塗ぬりつぶすかのような何本もの赤いラインを。無意味な苦痛で帳ちよう尻じりを合わせる危ういバランス。

「そんなの……そんなのはただの自己満足だろ[image: ]　それで自分を危険に晒さらすな[image: ]　お前を守りたい、死なせたくないんだ。智笑美のためにも[image: ]　あいつだってそんな事は望んじゃいない[image: ]」

「智笑美さんはもういない[image: ]　死んだ人間の気持ちを勝手に代弁しないでください[image: ]　守られるのを望んでいない人間を勝手に守って満足してる事こそ、優毅さんの自己満足だ[image: ]あなたの正義感のオナニーに、僕を利用しないでくださいっ[image: ]　あなたに守られるべきもの、あなたより弱いものだなんて決めつけるな[image: ]」

　泣きながら、叫さけびながら、しかし勇生の声に込められているのは、激情だけではない。

　熱い怒ど声せいの芯しんには、冷たい鋼の針が通っている。

　己の力不足──それは、常に勇生を苦しめていたものだ。〈ＳＴＡＢ〉のハンターになっても、未いまだに自力でブレスレスを消去した事はない。

　強さを、戦果を欲する者を一方的に守るという傲ごう慢まん。

　守りたいというのなら、なぜその決意を勇生に伝えなかった？

　決まっている。彼自身が望んでいないと、拒こばまれると無意識に悟さとっていたからだ。

　まさしく自じ慰いだ。自慰のため、心の中であなたを利用させてもらいますとあらかじめ宣言する人間はいない。

「……悪かった……」

　襟えりを絞しめる手が緩ゆるむ。数呼吸遅おくれて、勇生も手を離はなした。

　己の戦いが無意味なものではない、状況に流されているだけではないと実感したくて目標を求めた。その時、手近にいたのが勇生というだけだったのではないか。

　身体に傷を刻む理緒。

　心に負ふ債さいを求める勇生。

　意義を、責任を望む優毅。

　みんな同列だ。

　いっそ村瀬や藤村のように何も考えず、快楽に身を委ゆだねられたら、どれだけ楽だろうか。

　撃ち、倒たおし、破は壊かいし、消滅させる事を無条件に肯こう定ていする。

　身体に染みこむ心ここ地ちよさに、正義の美名に酔よいしれる。

　だが、優毅にも勇生にもそれはできない。




「お世話に、なりました」

　荷物をまとめたバッグを手に、勇生は背筋を伸のばして一礼する。

「親には、ちゃんと謝れよ。尊敬できないにしても、お前が心配とか迷めい惑わくかけたのは事実なんだからな」

　三一号事件が解決した翌日、勇生は家に帰る事を決めた。一度決心すると、彼の行動は早い。

　優毅は封ふう書しよを手て渡わたす。中身は勇生が礼れい儀ぎ正ただしく、むしろ友人として自分の方が助けられ教えられた点が多かった事などを綴つづった、両親宛あての手紙だ。

「結局、父を拒きよ絶ぜつしたつもりで、僕はただ逃にげてただけなんです」

「もういい……。よく考えるのはいいけど、思おもい詰つめるのは止めろよ」

「いえ。あの人が許せないというなら、まず自分があの人の息子であり、あの人の庇ひ護ごの下で生きているという現実から目を背そむけてはいけなかったんです。……特権に甘あまえていたんです」

　来た時よりも、荷物は増えていた。

　二週間以上に及およぶ同居だ。衣類など、優毅から借りるだけでは間に合わず、新たに購こう入にゆうしたものもある。その金は、勇生の預金から出したが、それも元をたどれば父親からの小こ遣づかいだ。

〈ＳＴＡＢ〉の任務だけは例外だが、勇生はボランティアに参加した事はあってもアルバイトで金を稼かせいだ経験はない。

「僕は、優毅さんのところに来て初めてシーツを洗いました。意外に簡単だと思ってしまったけど、それはつまり、今までやっていなかったっていう事なんです」

「……俺も洗ってないんだ。中学生とか高校生とか、普ふ通つうの男はそうだろ。何でもかんでも自分で背負う気になるなよ」

「僕は、背負いたい。背負わなければならないんです。それを自ら望んだんですから」

　歯を食いしばる音が聞こえてきそうな、勇生の表情。

「……お前がそう決めたのなら、それでいいさ。けどな、辛つらかったり苦しかったりしたら、休むっていうか、一時避ひ難なんくらいはやったっていいんだ。その時は、俺を頼たよれ」

　肩かたを掴つかもうとしたが、腕うでが竦すくんで思うように動かない。それでも、声にだけは力を込めた。

「それって、守ってやるという事ですか？」

　苦しそうに、それでも真っ直ぐに、勇生は優毅を見つめる。

「違ちがう。友達だからだ。まだぎくしゃくしてるし、完全にわかりあえたとかは言わないけど、俺とお前は、もう他人じゃないだろ？」

「……そうですね……」

　どこか遠えん慮りよがちに、勇生が右手を差し出した。握にぎり返す。

「僕たちは、あと何度、こんな事を繰くり返すんでしょうね」

「さあな……。ひょっとしたら、死ぬまでかも知れない」

「だけど……だけど僕は、戦い続けますよ」

「ああ……」

　答える言葉が見つからない。勇生の主張を否定できない。全肯こう定ていもできない。

　ただ、もやもやと纏まとまらない思いを抱いだきながら手を握りあう。

　力を入れすぎれば苦痛を与あたえる。弱ければ思いは伝わらない。

　不便で、不確かで、不安な儀ぎ式しき。

　それでも、続けていかなければならないのだろう。

　悩なやみ、苦しみ、戸と惑まどいを重ねながら、

　傷つく事も、守る事も、苦しむ事さえ甘えと詰なじられながら。

　全ての選せん択たく肢しを奪うばわれてなお彷徨さまようしかない迷宮の日々を。








（終）









あとがき







『ブレスレス・ハンター』２巻、お楽しみいただけましたでしょうか？

　こういう話で「お楽しみ」っていうのも変ですが、「お苦しみ」とか「お悩なやみ」と言うわけにもいきませんので。




　一巻のあとがきでも触ふれた通り本シリーズは今までの葛か西さいの作風とは違いますけど、実はハードで陰いん鬱うつな物語も結構好きなんですよ。例えばテレビドラマだと『おしどり右京捕物車』とかね。

『おしどり右京』はずっと人づての話に聞くだけでしたが、しばらく前に地元局の再放送で初めて現物を見ました。いや、これが噂うわさに違たがわぬどころか噂を遙はるかに超えるすごい作品でしたよ。

「罠わなにかかって負傷し、下半身不ふ随ずいになった同心が、妻の押す手押し車に乗り、鞭むちを武器に悪人と戦い続ける」という特異な設定が有名ですが、そんなものはこのドラマの凄すさまじさのほんの一いつ端たんに過ぎません。

　主人公の右京がそこまでする理由が、自分を傷つけた敵への復ふく讐しゆうとかならまだ普通というか、理解しやすいんですよ。ところがそうじゃない。

　右京は、悪と戦う事でしか自分のアイデンティティを維い持じできない、いわば正義ジャンキーとでもいうべき人間なのです。「無理はせずに寺子屋の先生にでもなれ」という元同どう僚りようや「わたしが働いて何とかします」という妻の言葉を振り切り、頼たのまれもしないのに死地に身を投じる。悪と戦うためなら自分はもちろん妻の命さえも囮おとりとして危険に晒さらす。

　設定やビジュアル以上に、その人柄こそが壮そう絶ぜつ！

　殺た陣ての面でも右京のハンディキャップを強調すべく、馬に乗った相手、鉄砲の名手、吹き矢の使い手など機き動どう性せいや遠えん距きよ離り攻こう撃げきに長けた奴が続出！　最終回なんか鞭一本で大おお筒づつと戦うんですよ、大筒と！　やはり主人公は苦しんでこそ、無茶や無理の中で輝いてこそ華!!

　もちろんこういうインパクトの部分だけじゃなくて、登場人物の感情の交流とか、テーマの掘り下げとかも素晴らしいのですけどね。




　他にも安易な悲劇ではなく、やりきれなさ全開、地獄度メーターがＭＡＸまで振り切れたエピソード続出の『刑事追う！』とか、決してメジャーではありませんけど、私の心の奥底近いところにずっしりと沈みこんでいます。

　本シリーズも、葛西なりにそういう先せん達だつの凄み、深みに少しでも迫れれば……と微び力りよくを尽くしているつもりです。

（『刑事追う！』、見逃してるエピソードも何本かあるんですよねぇ。ＤＶＤとか出ないもんでしょうか。一〇年ほど前の番組ですけど、今で言う出会い系がきっかけのストーカー殺人とか、パチンコで喰ってるオタクなニートが重要なポジションを占める事件とか、先見性に溢あふれた、今だからこそ改めてもう一度見たいエピソードも多いんですよ）




　さて、最後になりましたがお世話になった方々にお礼の言葉を。

　イラストの金田さん、担当の大橋さん、製本・印刷・流通に関わるたくさんの方のおかげでこうして二巻が出せました。また、麻生俊平さんには構こう想そう時じに貴重なアドバイスをいただきました。優毅と勇生が同居するというアイディアは麻生さんのひと言がなければ生まれなかったかも知れません。そして何よりも、今、これを手にしているあなたに最大の感謝を。

　本当にありがとうございます。

　なるべく早く三巻をお届けしますので、お楽しみに。

　いやまあ、普通の意味で「楽しい」話にはならないでしょうけど。それでも、本作はエンターテインメントですから！








二〇〇六年秋　葛西　伸哉
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